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はじめに

ネットワークビデオレコーダー VK-64 v2.0（以下、「VK-64」）をご購入いただき、ありがとう
ございます。VK-64はネットワークを介して録画とモニタリングを行えるソフトウェアで、録画
サーバーとビューワーの2つから構成されます。ご使用の前に本書をよくお読みください。また、
本書はネットワークビデオレコーダー VK-16 v2.0（以下「VK-16」）、VK-Lite v2.0（以下
「VK-Lite」）およびビューワー単独でご使用の場合の使用説明書を兼ねます。VK-64とVK-16の違
いについては、P.18を参照してください。VK-64とVK-Liteの違いについては、P.40を参照して
ください。ビューワー単独モードで使用できない機能については、P.159を参照してください。本
書をお読みになった後は、大切に保管しておいてください。
※本書で特別な断りのない限りは、VK-64の機能はVK-16およびVK-Liteからもご使用いただけます。

お客様へのお願い
(1) 本書のすべての著作権は、キヤノン株式会社にあります。本書の内容の一部または全部を無断

で転載することは禁止されています。
(2) 本書の内容は、将来予告なしに変更する場合があります。
(3) 本書の内容は、万全を期して作成しておりますが、お気付きの点がございましたら、裏表紙に

記載の窓口までご連絡ください。
(4) 運用した結果の影響につきましては、（2）、（3）項に関わらず責任を負いかねますのでご了承く

ださい。
(5) 本書でコントロールパネルを使った操作を説明する場合は、Windows Vistaのベーシック表

示での操作を説明しています。

お客様へのお願い（免責事項）
本ソフトの不具合などにより、録画ができなかったり、録画データが破壊、消失する場合がありま
す。これにより生じるお客様の損害について、キヤノンは一切の責任を負いかねます。あらかじめ
ご了承ください。

サポート情報
サポートに関する各種の情報、更新された製品ソフトウェア（パッチインストーラー）や使用説明書、
動作環境などは、ホームページをご確認ください。製品紹介ホームページ：canon.jp/webview

著作権について
お客様が撮影した映像や画像は、個人で利用するほかは著作権法上、権利者に無断で使用することはで
きませんのでご注意ください。

商標について
● CanonおよびCanonのロゴはキヤノン株式会社の登録商標です。
● Microsoft WindowsおよびMicrosoft Internet Explorerは米国およびその他の国における
Microsoft Corporationの登録商標または商標です。

● Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。
● QuickTimeはApple Computer Inc.の商標です。
● ApacheはApache Software Foundationの商標です。
● PentiumはIntel Corporationの商標です。
● その他、本書に記載された商品名、社名等は、各社の商標または登録商標です。

本書で使用しているマークについて

「お願い」欄には、操作時の注意事項や制約事項が書かれています。注意してお読みください。

「ヒント」欄には、操作に役立つ補足説明や参考情報などが書かれています。

ヒント

お願い
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第三者のソフトウェアについて

本製品には，第三者のソフトウェアモジュールが含まれています。
各モジュールのライセンス条件につきましては，CDのLICENSEフォルダに含まれていますのでご参照
ください。

MPEG-4のご利用について

この製品は、MPEG-4 VISUAL PATENT PORTFOLIO LICENSE に基づき、消費者による個人的且
つ非商業的な、(i)MPEG-4 VISUAL STANDARD に準拠する動画（以下、“MPEG-4 ビデオ”といい
ます。）をエンコードするための使用、および／または（ii）個人的且つ非商業的活動に従事する消費者
によってエンコードされたMPEG-4 ビデオをデコードするための使用のためのライセンスをMPEG
LA, LLC. から得ています。その他の使用のためのライセンスは、黙示的なライセンスを含め、許諾され
ていません。販売促進での使用、内部使用および商業的な使用、並びに追加ライセンス等に関連する追
加情報については、MPEG LA, LLC. から得られることがありますので、HTTP://WWW.MPEGLA.COM
をご覧下さい。

“This product is licensed under AT&T patents for the MPEG-4 standard and may be used
for encoding MPEG-4 compliant video and/or decoding MPEG-4 compliant video that was
encoded only (1) for a personal and non-commercial purpose or (2) by a video provider
licensed under the AT&T patents to provide MPEG-4 compliant video.  No license is
granted or implied for any other use for MPEG-4 standard.”

対象ソフトウェア 関連ライセンス ライセンス文

Apache Apache Software License, Version 2.0 Apache

FastCGI Open Market License FastCGI

Expat MIT License Expat
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本マニュアルの目的

本書は、VK-64/VK-16を導入、運用いただくシステム管理者の方を対象にしています。

VK-64/VK-16の機能を説明すると同時に、より適正なシステムの運用方法を紹介しています。
データのバックアップ方法、問題が生じた場合の対処方法などについて、本マニュアルをよくお読
みになり、参考にしてください。
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ドキュメント類の紹介

VK-64/VK-16 には、本書を含めて3冊のマニュアルが同梱されています。

●セットアップガイド
本ソフトウェアを導入するためのイントロダクションマニュアルです。
初めてお使いになる際には必ずお読みください。

●ビューワー操作ガイド
VKビューワーの簡易マニュアルです。
詳細は「システム管理者マニュアル」をお読みください。

●システム管理者マニュアル（本書－PDF版のみ）
本ソフトウェアを導入、運用するシステム管理者向けのマニュアルです。
より適正なシステム運用のために、必ずお読みください。
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●PCの性能やネットワーク環境によっては、設定した通りの録画やライブ映像の表示が行え
ない場合があります。

●ご使用のPCのCPU負荷やディスク負荷が高くなると、指定通りのフレームレートが出な
かったり、録画が一時停止したり、ビューワーの操作に時間がかかることがあります。ま
た、ディスクの空き容量が少なくなると、ディスクの負荷が高くなり、録画を一時停止す
ることがあります。

●ウイルス対策ソフトやファイアウォールソフトなどをご使用の場合、録画サーバーや
ビューワーの動作や性能に影響が出る場合があります。

●プロキシサーバーをご使用の場合には（→ P.55、P.77）
プロキシサーバーをご使用の場合には、設定した通りの録画フレームレートで録画できな
かったり、ライブ映像の表示が切断されることがあります。また、録画サーバーとビュー
ワー間の通信が切断されることがあります。

● IPsecを使って運用する場合、録画や表示性能が低下する場合があります。

●ご使用のOSにつきましては、「動作環境のご注意」（→P.24～P.27）を参照してください。

●NASサーバーへの録画を行う場合は、カメラサーバーとの通信用のネットワークとNASと
の通信用のネットワークを分離することをお勧めします。

●NASサーバーには、Windows Storage Server 2003またはWindows Storage Server
2003 R2を搭載した推奨機種をご使用ください。

●VB-C60、VB-C300、VB-C50i、VB-C50iR、VB-C50FSiの音声機能をご使用いただ
くこともできますが、以下の注意をご確認ください。

・VKビューワーで音声の送受信をすることができます。

・音声の録音ができます。ただし、音声のみを録音することはできず、必ず映像とセット
で録音されます。

・録画（JPEG）＋録音の再生時のみ同期します。ただし、環境により同期しない場合が
あります（→P.111）。

・ご使用のPCの性能やネットワーク環境によっては、音声が途切れることがあります。

・プロキシサーバーを経由する場合は、ご使用になれません。

・ウイルス対策ソフトをご使用の場合、音声が途切れることがあります。

●録画サーバーやカメラサーバーのIPアドレスが変更される環境で使用すると、録画ができ
なくなる場合があります。固定のIPアドレスでご使用ください。

運用開始前のお願い＜重要＞

運用を始める前に実際の環境下で、必ず運用テストを行ってください。
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この章の概要

この章ではVK-64/VK-16をご利用いただくにあたって、あらかじめ知っていただきたいこと、お
よびシステム設計を行うにあたって必要な動作環境や考え方について説明します。

● ご利用までの流れ

VK-64/VK-16をセットアップし、ご利用いただくまでの流れについて説明します。

● システム動作概要

録画サーバーで利用できるカメラサーバー台数や製品の種類とそのライセンス数など、システム動
作について説明します。

● VK-64/VK-16の通信の仕組み

代表的なシステム構成を例にして、通信の仕組みについて説明します。

● 動作環境

VK-64/VK-16の動作環境やご利用いただくOS環境での注意事項について説明します。

● 動作環境のご注意

Windows OS のバージョンごとの注意事項について説明します。

● システム設計の考え方

システム設計をするにあたっての考え方や注意事項について説明します。

● VK-Liteについて

VK-Liteの制限事項およびVK-64/VK-16との仕様比較について説明します。



15

1
シ
ス
テ
ム
概
要



16

カメラサーバーをセットアップする

ご利用までの流れ

1

VK-64/VK-16をご利用になるまでの流れについて説明します。

まず、カメラサーバーをセットアップします。接続に関する詳
細は、カメラサーバーに付属の使用説明書を参照してください。

対応カメラサーバー（→ P.22）

録画サーバーとビューワーをインストールする2
録画サーバーとビューワーを1つのPCにインストールすることができ
ます。また、ネットワーク上の他のPCにビューワーをインストール
し、ネットワーク経由で録画サーバーの録画映像にアクセスすること
もできます。
[録画サーバー設定]ダイアログでは、録画サーバーに関する設定、
ユーザーへのイベント通知やユーザー権限に関する設定を行えます。

VB-C60

VB-C300
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ライブ映像のモニタリング
や、録画済みイベントの再生
はビューワーで行います。
ビューワーでは、映像表示エ
リアをカスタマイズしたりレ
イアウトを保存することがで
きます。

録画設定を行う3

ビューワーのレイアウトの作成と保存4

カメラサーバーと録画サーバーの登録と、録
画スケジュールの設定をすることができます。

録画済み映像

カメラサーバーか
らのライブ映像
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システム動作概要

VK-64/VK-16の概要

● ネットワークビデオレコーダー

ネットワークビデオレコーダーは、複数のネットワークカメラ（以下、カメラサーバー）の映像を
表示したり、録画・録音、再生を行うためのソフトウェアです。JPEGとMPEG-4の映像表示・録
画に対応し、音声双方向通信に加え、録音もできます。

● ネットワークビデオレコーダーの構成

録画サーバーとビューワーの2つのソフトウェアから構成されます。
録画サーバーは、複数のカメラサーバーの映像を録画したり、動き検知や外部デバイス入力からの
イベント情報を記録することができます。ビューワーは、複数のカメラサーバーからの映像をライ
ブ表示したり、録画サーバーに保存された録画映像を再生することができます。

● 製品の種類

カメラサーバーの利用台数

製品名称 録画サーバー ビューワー

ネットワークビデオレコーダー VK-64 v2.0 1 ライセンス 1 ライセンス

ネットワークビデオレコーダー VK-16 v2.0 1 ライセンス 1 ライセンス

ネットワークビデオレコーダー VK-64 v2.0 ビューワー ー 1 ライセンス

ネットワークビデオレコーダー VK-64 v2.0 5ビューワー ー 5 ライセンス

● ネットワークビデオレコーダー VK-64

ネットワークビデオレコーダー VK-64（以下VK-64）は、最大64台のカメラサーバーを登録し
て利用することができます。

● ネットワークビデオレコーダー VK-16

ネットワークビデオレコーダー VK-16（以下VK-16）は、VK-64と基本機能は同じですが、カメ
ラサーバーの登録台数が最大16台です。
VK-64とVK-16の比較は以下の通りです。

種類 録画サーバー ビューワー

VK-64 カメラサーバー登録最大：64台

VK-16
カメラサーバー登録最大：16台 共通
その他の機能はすべてVK-64と同一

※VK-64とVK-16のビューワーは共通です。
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● VK-64ビューワー（ビューワー単独の使用）

ビューワーを追加したい場合は、ビューワー・ライセンスを必要な分だけお買い求めください。
また、録画を必要としない場合にはビューワーを単独で使用することもできます。最大64台のラ
イブ映像表示やカメラ操作が可能です（録画・再生、動き検知や外部デバイス入力からのイベント
情報の表示、スナップショットなどは利用できません）。

● 旧バージョンからのアップグレード

旧バージョン（v1.1、v1.2、v1.3、v1.4）からv2.0へのアップグレードは、ホームページから
無償パッチインストーラーをダウンロードして行なってください。旧バージョンのライセンスキー
は、v2.0でも使用できます。

● ネットワークビデオレコーダー VK-Lite

VB-C60製品に同梱されているネットワークビデオレコーダー VK-Lite(以下VK-Lite)は、VK-
64/VK-16の簡易版です。最大4台のカメラサーバーの映像表示、録画・録音、再生ができます。
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代表的なシステム構成を例にVK-64/VK-16の通信の仕組みを説明します。

代表的なシステム構成

VK-64/VK-16は、LANなどのIPネットワークを介してカメラサーバーからの映像を録画すること
ができます。IPネットワークを活用していますので、設置が容易でカメラサーバーの追加や設置場
所の変更にも柔軟に対応することができます。

VC-C50i VC-C50iR VB150

VB-C300

VB-C50iR

再
生

再
生

再生

モニタ

ライブ映像や録画済み映像を見る
ビューワー

ユーザーが行える操作：
●ライブ映像の表示 ●イベントの表示 ●録画映像の表示

VB-C50FSi

VB-C50i

ラ
イ
ブ

ラ
イ
ブ

ライブ

ライブ

モニタ

VB-C60
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VK-64/VK-16の通信の仕組み

■アプリケーションのタイプと機能

アプリケーション 機　能

録画サーバー 映像と音声、イベントなどの情報を記録保存します。

ビューワー
ユーザーは、録画サーバーで記録した情報を見たり、ライブ映
像をモニタリングしたり、イベントを確認/検索することがで
きます。管理者は、録画サーバーを設定することができます。

再生

録画

録画 モニタ

映像を録画サーバー1に録画
録画サーバー

管理者が行える操作：
●録画サーバーに関する設定 ●イベント通知に関する設定 ●ユーザーに関する設定

ライブ映像や録画映像を表示
ビューワー

管理者が行える操作：
●録画の設定 ●警告イベントの設定
●ライブ映像の表示 ●イベントの表示 ●録画映像の表示
●カメラサーバーの設定 ●録画サーバーの設定

映像を録画サーバー2に録画
録画サーバー

映像を受信し録画
録画した映像を
ビューワーで再生

再生
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対応カメラサーバー

ご使用いただけるカメラサーバーの一覧表です。

本情報は、2008年9月時点のものです。最新の情報は、ホームページをご確認ください。
製品紹介ホームページ：canon.jp/webview

ファームウェアをアップグレードしてください。

ファームウェアは、以下のホームページから無償配布されています。

製品紹介ホームページ：canon.jp/webview

動作環境

カメラサーバー ファームウェアのバージョン

VB-C60 Ver. 1.0 0

VB-C300

Ver. 1.2 Rev. 77 以降

VB-C50FSi Ver. 1.0 Rev. 77 以降

VB-C50Fi Ver. 1.0 Rev. 77 以降

Ver. 1.0 Rev. 26 以降

VB150 Ver. 1.1 Rev. 41 以降

VB-C50iRVB-C50i

● VB150に複数のカメラを接続した場合は、フレームレートに制限があります。
VB150の使用説明書（→ P.36）を参照してください。

● 本バージョンの録画サーバーとビューワーは、IPv6には対応していません。
VB-C60はIPv4で運用してください。

● VK-Liteでは、VB-C10、VB-C10R、VB150に対応していません。

お願い

VB-C10RVB-C10

Ver. 1.0 Rev. 02 以降
または

Ver. 1.1 Rev. 0 以降
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システム環境

本情報は、2008年9月時点のものです。最新の情報は、ホームページをご確認ください。
製品紹介ホームページ：canon.jp/webview

ビューワー

動作環境

録画サーバー

最小構成

CPU Pentium 4  2.2GHz以上（MPEG-4使用時はPentium 4  3.4GHz以上）

オペレーティング Windows XP Professional（SP2, SP3）
システム Windows Server 2003 Standard Edition（SP2）

Windows Server 2003 R2 Standard Edition（SP2）
Windows Vista Business/Enterprise/Ultimate（SP1）

メモリ 1GB以上
48台以上のカメラサーバーをご使用の場合は、1.5GB以上をお勧めします。

ハードディスク 20GB以上（SCSIかIDEインターフェース、NTFSフォーマット）

※ご使用いただく環境（カメラサーバーの台数、録画フレームレートの設定など）により、録画サーバーの条件
は異なります。また、イベント前の録画設定の影響も受けます。詳しくはキヤノン製品取扱販売店または、キ
ヤノンマーケティングジャパン株式会社までお問い合わせください。
※VK-Liteでは、Windows Vista Home Premiumにも対応しています。
※Windows XP、Windows Server 2003は、32-bit Editionのみに対応しています。
※Windows Vistaは、32-bit Edition/64-bit Editionに対応しています。

※VK-Liteでは、Windows Vista Home Premiumにも対応しています。
※Windows XP、Windows Server 2003は、32-bit Editionのみに対応しています。
※Windows Vistaは、32-bit Edition/64-bit Editionに対応しています。

最小構成

CPU Pentium 4  2.2GHz以上（MPEG-4使用時はPentium4  3.4GHz以上）

オペレーティング Windows XP Professional（SP2, SP3）
システム Windows Server 2003 Standard Edition（SP2）

Windows Server 2003 R2 Standard Edition（SP2）
Windows Vista Business/Enterprise/Ultimate（SP1）

メモリ 1GB以上

ハードディスク 2GB以上

ディスプレイ 有効表示領域のサイズが、1024×768以上の解像度
16ビットカラー以上のディスプレイ
なるべく高性能ビデオカードをご使用ください。PCIビデオカードをご使用の場
合、ディスプレイの性能が低下することがあります。

音声 イベント通知の警告音を有効にする（→ P.166）ためには、音声サポート機能
が必要です。
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動作環境のご注意

Windows XP でご使用いただく場合の注意事項

Windows XP SP2, またはSP3のPCに録画サーバーをインストールし、他のPCにビューワーをイ
ンストールして運用する場合、Windows XP SP2, またはSP3の[Windowsファイアウォール]機
能の設定変更が必要です。

※ 1台のPCに録画サーバーとビューワーをインストールして使用する場合、下記の設定を行う必
要はありません。

録画サーバーのインストールが完了したら、

1. Windows XPの[スタート]メニューから[コントロールパネル]をクリックして[コントロールパ
ネル]を起動してください。

2. [コントロールパネル]の[Windowsファイアウォール]を選択します。[Windowsファイア
ウォール]が表示されない場合には、[セキュリティーセンター]を選択してから[Windowsファ
イアウォール]を選択してください。

3. [Windowsファイアウォール]ダイアログが起動したら、[例外]タブをクリックしてから[ポート
の追加]ボタンをクリックしてください。

4. [ポートの追加]ダイアログで録画サーバー名（たとえばVK-64/VK-16録画サーバーなど）を
入力してください。ポート番号に80番を指定し、TCPラジオボタンが選択されていることを確
認してから[OK]ボタンをクリックします。

5. 追加した録画サーバーが[Windowsファイアウォール]ダイアログに追加され、チェックボック
スに印がついていることを確認してから[OK]ボタンを押してください。

以上で、設定は完了です。

また、録画サーバーに登録しているカメラサーバーのうち、10台以上接続できない状況では、録
画サーバーの動作や各種操作に時間がかかることがあります。
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Windows Server 2003でご使用いただく場合の注意事項

Windows Server 2003 Standard Edition (SP2)またはWindows Server 2003 R2
Standard Edition (SP2)では、Internet Explorer におけるインターネットサイトとイントラ
ネットサイトのセキュリティレベルが初期設定で「高」に設定されています。

そのため、カメラサーバーのトップページなどにアクセスした際にコンテンツブロックのダイアロ
グが表示され、サイトの登録を行わない場合には、設定画面などにおいて正常に動作しません。正
常に動作させるためにサイトの登録を行ってください。

1. Internet Explorer でカメラサーバーのトップペー
ジなどにアクセスすると、右記のダイアログが表示
されます。

2. [追加]ボタンをクリックすると、信頼済みサイトの
追加のダイアログが表示されます。

3. [次のWebサイトをゾーンに追加する]にカメラサーバーのIPアドレスが入力されていることを
確認し、[追加]ボタンをクリックして信頼済みサイトへ登録します。

信頼済みサイトへの登録の詳細は、1.のダイアログで[Internet Explorer セキュリティ強化の
構成の詳細を表示します]をクリックし、表示される概要を参照してください。

以上で設定は完了です。
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Windows Vistaでご使用いただく場合の注意事項

Windows Vista Business/Enterprise/Ultimateでご使用いただく場合には、以下の制限事項が
あります。

● アップグレード時のご注意

ご使用のPCをWindows Vistaにアップグレードする場合は、あらかじめ本ソフトウェアをバー
ジョン2.0にしておく必要があります。

バージョン2.0にアップグレードする前にWindows Vsitaにアップグレードしてしまった場合は、
バージョン2.0へのアップグレードインストールを完了することができません。その場合は、以下
の操作を実行してください。

1．デスクトップの[[録録画画ササーーババーー設設定定]]アイコンを右クリックし、[[ププロロパパテティィ]]を選択します。
2．[[互互換換性性]]タブで[[管管理理者者ととししてて起起動動]]をチェックします。
3．デスクトップの[[録録画画ササーーババーー設設定定]]アイコンをダブルクリックし、録画サーバー設定ツールを
起動します。

4．[[録録画画ササーーババーーのの起起動動とと停停止止]]で[[録録画画ササーーババーーをを停停止止]]をクリックします。
5．バージョン2.0のインストーラで[[再再試試行行]]をクリックすると、インストール作業を再開できます。

●［録画サーバー設定］ダイアログ起動時の警告ダイアログについて

Windows Vistaでユーザーアカウント制御が有効になっている場合は、録画サーバー設定ツールを
起動する際に、ユーザーアカウント制御画面が表示されます。

[続行]をクリックして、録画サーバー設定ツールを起動してください。
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● 録画映像の保存先について

Windows Vistaでは、スナップショットや指定映像ファイルの保存先として、システムドライブの
「Windows」フォルダや「Program Files」フォルダを指定しないでください。画像や映像を保存
することができません。

● 第三、第四水準漢字について

以下の項目に第三、第四水準漢字を使用しないでください。

・ 録画サーバー名

・ カメラサーバー名

・ ロケーション名

・ ゾーン名

・ メールのタイトル

・ メールのユーザー名

● シャドウバックアップ機能について

Windows Vistaのシャドウバックアップ機能はご使用になれません。

例えば、VK-64/VK-16の設定ファイルを削除してしまった場合、シャドウバックアップ機能で復
元することはできません。（→ P.233）
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システム設計の考え方

システム構成例

● 1台のPCで表示と録画を行う場合

カメラサーバーの台数や録画スケジュールによっては、PCへの負荷が高くなる場合があります。
「サーバーサイジングの考え方」（→ P.31）を参考に、構成を検討してください。

● 1台の録画サーバーと複数のビューワーで表示と録画を行う場合

VB-C300

録画サーバーに映像を録画
録画サーバー

ライブ映像と録画映像の表示
ビューワー

● 1つのカメラサーバーや録画サーバーに対してたくさんのビューワーがアクセスを
行うと、システムのパフォーマンスに影響を及ぼします。

● 1台のPCに録画サーバーとビューワーをインストールした場合はカメラサーバー
の台数や録画スケジュールによっては高負荷になる場合があります。カメラサー
バーの台数が多い場合には、別々のPCにインストールしてご利用ください。また、
性能の低いPCでは処理に時間がかかり、設定したフレームレートが出なかったり、
録画のフレームレートの低下や録画の一時停止がおきることがあります（→P.31）。

お願い

ビューワー

録画サーバー

ビューワー

録画サーバーに映像を録画
録画サーバー

ライブ映像と録画映像の表示
ビューワー

ライブ映像と録画映像の表示
ビューワー

映像の受信と
映像の録画

映像の受信とカメラ
サーバーの制御
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● 複数の録画サーバーと複数のビューワーを使用する場合

1つのネットワーク上で複数の録画サーバーを使用することができ、複数の録画サーバーからの映
像を再生するようにビューワーを設定することができます。個々のビューワーに対して、カメラ
サーバーのゾーン・ロケーションやサーバーが作成したレイアウトなどの情報を保存するために、
マスター録画サーバー（→ P.30）を決める必要があります。

システム設計の考え方

● 録画サーバーは最大10台で運用することができます。VK-64とVK-16の録画サー
バーは組み合わせて運用することができます。ただし、運用できるカメラサーバー
は最大192台です。

● ビューワーは録画サーバーに最大10クライアントまで同時に接続できます。

● 録画サーバーやビューワーを複数台のPCにインストールする場合は、別途必要な
製品（ライセンス）をお買い求めください（→ P.18）。

● VK-Liteで複数の録画サーバーを同時に使用できません。

お願い

ビューワー

録画
サーバー

録画
サーバー

ビューワー

録画
サーバー

録画サーバー1に映像を
録画
録画サーバー

映像の受信と映像の
録画

映像の受信とカメラ
サーバーの制御

録画映像の再生

ライブ映像と録画済みイベントの表示
ビューワー

録画サーバー3に映像を録画
録画サーバー

録画サーバー1からの再生映像を表示

録画映像の再生

映像の受信と
映像の録画

録画サーバー2に映像を録画
録画サーバー

1つのネットワークに複数の録画サーバー
を追加することができます。ビューワーは、
複数の録画サーバーから再生用映像を受信
することができます。

録画サーバー2と3から
の再生映像を表示

ビューワー
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システム設計の考え方

複数の録画サーバーを使用する場合は

複数の録画サーバーを使用する場合は、どれをマスター録画サーバーにするか決める必要がありま
す。複数の録画サーバーで構成される代表的な例を挙げます。

ビューワー

マスター録画サーバー

録画サーバー2

録画サーバー3

ビュ
ーワ
ー向
けに
映像
を再
生

ビューワー向けに映像を再生

ビューワー向けに映像を再生

カメラサーバーの情報をロード
ゾーンとロケーションをロード
ビューワーレイアウトをロード

カメラサーバーの情報をセーブ
ゾーンとロケーションをセーブ
ビューワーレイアウトをセーブ

● システム内のすべてのビューワーで、同じ録画サーバーをマスター録画サーバーと
して使用してください。これにより、すべてのビューワーで同じゾーン、ロケー
ション、ビューワーレイアウトを使用することができます。

● 録画サーバーやビューワーをインストールしたPCは、定期的に正しい時刻設定で
運用されていることを確認してください。NTP機能を利用した時刻の自動設定を行
うことをお勧めします。

● 録画中に録画サーバーの時刻を変更すると、正しく録画されないことがあります。

● 複数の録画サーバーを運用している場合に、マスター録画サーバー以外の録画サー
バーが停止していると、各種設定画面の表示に時間がかかります（最大で約30秒）。

お願い

ビューワー単独モードで使用する

録画サーバーに接続せずビューワー単独で使用することもできます。録画、センサー入力や動き検
知、イベントの検索などが利用できないなど、機能に制限がありますが、ライブ映像によるモニタ
リングが可能です。

マスター録画サーバーは、ビューワーが最初に接続する録画サーバーです。マスター録画サーバー
には、複数の録画サーバーにまたがるカメラサーバー、ロケーションやゾーン、ビューワーレイア
ウトに関する情報が保存されています。ビューワーはマスター録画サーバーからそれらの情報を取
り出します。
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サーバーサイジングの考え方

サーバー構成（構成要素、台数）は、①必要ハードディスク容量と、②1秒あたりの録画量を考え
て決定します。

①必要ハードディスク容量：決まったフレームレート、映像サイズ、画質での常時録画を基本とし
ます。

②1秒あたりの録画量： 1サーバーあたり1秒あたりの録画量が下記の目安を超える場合
は、複数のサーバーを準備するか、録画要件の見直しを行ってくださ
い。

1秒あたりの録画量の目安

VK-64/VK-16 バージョン2.0の録画パフォーマンスは、以下の通りです。

●録画専用機の場合：1サーバーあたりの最大書き込みデータ量＝5.5MB/秒未満
（SCSI, SASディスクを使用の場合）

●録画再生兼用機の場合：1サーバーあたりの最大書き込みデータ量＝3MB/秒未満

必要ハードディスク容量

画像のデータサイズは、カメラサーバーの設定（映像品質と映像サイズの設定）と実際の映像の複
雑さによって変化します。

● VK-64/VK-16の動作環境はそれぞれに異なる（使用上の要件やハードウェア仕様
の相違による）ため、以下の数値は参考値としてご参照ください。

● 1ドライブあたりの容量は2TB以下にしてください。
お願い

使用するPCのハードディスクやRAIDカードによっては、上記の目安よりも書き込み
性能が低下することがあります。

お願い

VGA QVGA

JPEG 110枚/秒 360枚/秒

MPEG-4 合計 44Mbit/秒

VGA QVGA

JPEG 60枚/秒 200枚/秒

MPEG-4 合計 24Mbit/秒
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● ハードディスク容量の考え方

以下の手順でハードディスク容量を求めてください。

最初にカメラサーバーの必要台数、録画に必要な「映像サイズ」を決定します。

各カメラサーバーの「映像品質」を決定します。

映像品質が高いほど映像の品質は向上しますが、データ量は大きくなります。

録画に必要なフレームレート（1秒あたりの映像数）を決定します。

一般的なセキュリティ用途では、毎秒1～2フレーム程度で使用されます。フレームレートが
高いほど、ハードディスク容量が大きくなります。

1日あたりの録画時間、録画データを保存する日数を決定します。

上記の諸条件が決定したら、画像データサイズ（キロバイト単位）を元に、計算を行います。
「VB-C60のデータサイズの例」、「VB-C300のデータサイズの例」、「VB-C50iのデータサ
イズの例」（→P.34）を参照してください。

録音を行う場合には、さらに録音のために必要なハードディスク容量を計算します。録音に
必要な音声データサイズは、カメラサーバーの種類に関係なく、8KB/秒です。

ハードディスク容量を決定する際は、1～2割程度の余裕をもった容量にすることが重要です。

例1）JPEG録画の場合

・16台のカメラサーバー（VB-C60）を録画
・映像サイズは中（320×240）、映像品質は50に設定（1フレームあたりのデータサイズ15KB）
・録画のフレームレートは毎秒2フレーム（2fps）
・1秒あたりのデータサイズは約30KB（＝15KB×2fps）
実際のデータサイズは各カメラサーバーが撮る対象物により変化しますが、ここでは一元的に上
記値で計算するものとします。

・さらに、2台のカメラサーバーで録音も同時に行う

16台のカメラサーバーのJPEG映像を毎秒2フレームで常時録画する場合、必要となるハードディ
スク容量は1日あたり約40GB（＝30KB×16台×60秒×60分×24時間＝41472000KB）と
なります。

音声を2台で録音する場合、必要となるハードディスク容量は1日あたり約1.3GB（=8KB×2台×
60秒×60分×24時間=1382400KB）です。

5

4

3

2

1

6
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VB-C60、VB-C300、VB-C50iを例に、映像品質と映像サイズの設定の組み合わせで得られる1
フレームあたりのデータサイズ（キロバイト単位）を次の表に示します。ただし、データサイズは、
気象条件や映像の複雑さに応じて実際には表に記載された値とは異なることに注意してください。
たとえば、誰もいない廊下の映像は表の値よりも一般に小さく、混み合ったショッピングモールな
どの複雑な映像は表の値よりも大きくなる場合もあります。

映像品質
映像サイズ

JPEG小（160×120） JPEG中（320×240） JPEG大（640×480）

1 4.0 13.0 40.7

2 4.6 15.3 47.1

3 5.2 17.4 53.2

4 6.8 22.9 69.4

5 18.5 65.2 210.5

〔単位：KB〕

VB-C60のデータサイズの例*（JPEG）

映像サイズとフレームレート

10fps 15fps 30fps
映像品質

MPEG-4中 MPEG-4大 MPEG-4中 MPEG-4大 MPEG-4中 MPEG-4大
(320×240) (640×480) (320×240) (640×480) (320×240) (640×480)

1 0.28 0.76 0.35 0.94 0.54 1.43

2 0.39 1.08 0.50 1.30 0.78 2.02

3 0.60 1.67 0.75 2.02 1.20 3.31

4 0.69 1.93 0.91 2.43 1.38 3.98

5 0.81 2.31 1.05 2.87 1.68 4.86

〔単位：Mbps〕

VB-C60のビットレートの例*（MPEG-4）

MPEG-4のデータサイズは、動きの激しい映像ではデータ量が増加します。

例2） MPEG-4録画の場合

・8台のカメラサーバー（VB-C60）を録画
・映像サイズは中（320×240）、映像品質は3に設定
・録画のフレームレートは毎秒30フレーム（30fps）
・1秒あたりのデータサイズは約60KB
実際のデータサイズは各カメラサーバーが撮る対象物により変化しますが、ここでは一元的に上
記値で計算するものとします。

8台のカメラサーバーのMPEG-4映像を毎秒30フレームで常時録画する場合、必要となるハード
ディスク容量は1日あたり約40GB（＝60KB×8台×60秒×60分×24時間＝41472000KB）
となります。

※ネットワーク帯域は1000Kpbs＝1Mbps、ディスク容量は1024KB＝1MBとして計算しています。
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センサー録画と動き検知録画の考え方

● センサー録画と動き検知録画を行う場合の注意

●センサー入力や動き検知などのイベント検知時は、録画サーバーに動作記録として保存されます。

●動作記録件数の増加により、イベント検知時の動作と検索速度およびビューワーの反応速度に支
障がでる場合があります。

VB-C50i、VB-C50iR、VB-C50FiSi、VB-50Fiの映像品質を100に設定すると
データサイズが飛躍的に大きくなることがありますのでご注意ください。

お願い

* 各データサイズは、あくまで目安であり、撮る対象物により増減します。必ず運用前に実際の設
置環境でご確認ください。カメラサーバー本体に同梱されるビューワーの表示メニューから「動
画情報」を選択すると、1フレームあたりのデータサイズが表示されます。

映像品質
映像サイズ

JPEG小（160×120） JPEG中（320×240） JPEG大（640×480）

30 4.0 12.4 39.4 

40 4.7 14.8 46.2 

50 5.3 16.7 51.7 

60 6.0 18.9 58.4 

70 7.0 22.3 68.2 

80 8.6 27.5 84.5

90 11.9 38.7 124.8

〔単位：KB〕

VB-C50iのデータサイズの例*

VB-C50iR、VB-C50FSiも同じです。

音声のデータサイズは、8KB/秒です。

映像品質
映像サイズ

JPEG小（160×120） JPEG中（320×240） JPEG大（640×480）

1 4.0 12.5 36.0

2 4.6 14.8 42.4

3 5.2 16.8 47.5

4 6.8 22.3 62.9

5 18.9 65.5 206.0

〔単位：KB〕

VB-C300のデータサイズの例*
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録画サーバーの性能

＜事例１: JPEGの場合＞
カメラサーバー：VB-C60 が24台
映像サイズ：大（640×480）
映像品質：3
録画のフレームレート： 10fps

【録画】
録画サーバーのPCスペック例
CPU：Pentium 4  3GHz
メモリ：1GB
HDD：P.62の「ディスク容量の管理＜重要＞」
を参照してください。
（3日間保存時のスペック例 各録画サーバー約
1.1TB）

上記PCスペックの録画サーバー× 3台
（1台マスター構成、2台スレーブ構成）

【ライブ表示、録画映像再生】
ビューワーのPCスペック例
CPU：Pentium 4  3.8GHz
メモリ：1GB
ビデオグラフィックスボード：NVIDIA
Quadro FX 1400

＜事例2: JPEGの場合＞
カメラサーバー：VB-C60が48台
映像サイズ：中（320×240）
映像品質：3
録画のフレームレート：1fps

【録画】
録画サーバーのPCスペック例
CPU：Pentium 4 3GHz
メモリ：1GB
HDD：P.62の「ディスク容量の管理＜重要＞」
を参照してください。
（14日間保存時のスペック例 約900GB）

上記PCスペックの録画サーバー× 1台

【ライブ表示、録画映像再生】
ビューワーのPCスペック例
CPU：Pentium 4 3.0GHz
メモリ：1GB
ビデオグラフィックボード：オンボードチップ

● これらのデータは、あくまで目安です。達成可能な実際の性能（ネットワーク設備、
ディスクの書込み速度、カメラサーバー映像の複雑さなど）には多くの要因が影響
を及ぼすため、VK-64/VK-16の実際の録画性能が必ずこのデータ通りになるとは
限りません。必ず運用前に実際の環境でご確認ください。

● カメラサーバーの台数が多い場合は、オートスイッチ機能をご使用いただくか、2
台以上のPCのご利用をお勧めします。

お願い

詳細は、「イベント録画の運用ガイドライン」（→ P.225）、「動き検知動作の最適化
（指標）」（→ P.226）を参照してください。

ヒント

● 動き検知録画を行う場合の注意

●動き検知機能は、通常動作がない場所において動きがあった場合に検知することを前提としてい
ます。
人通りの多い場所など、動き検知機能が頻繁に動作する場所でのご利用は控えてください。

●動き検知の設定は、カメラサーバー側で行うようにしてください。録画サーバー側で行うと、
PCの処理負荷が増え、録画性能に影響が出る場合があります。（VB-C300を除く）
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● 録画サーバー運用の注意点

録画サーバーはVK-64/VK-16専用とすることをお勧めします。

以下のような運用は絶対に避けてください。

●Webサーバーとの兼用

Windows標準のIIS（Internet Information Server）やApacheなどのWebサーバーソフトが
既にインストールされているサーバーで、録画サーバーを運用することはできません。

録画サーバーはhttpプロトコルを用いてカメラサーバーと通信します。そのため、他のWeb
サービスのアプリケーションと共存させると動作に支障をきたす場合があります。

なお、VK-64/VK-16側のhttpポート番号は80番で固定となっています。

●DataBase Server（SQLサーバー、Oracleなど）との兼用

データベースの処理でハードディスクに多大な負荷をかけた場合、正常録画ができなくなる場合
があります。また、逆にデータベースでハードディスクのパフォーマンスを必要とする作業を行
う際に、VK-64/VK-16の影響で、データベースサーバー側に問題が生じる場合もあります。

●ファイルサーバーとの兼用

ハードディスクへのアクセスが頻繁になり、正常録画ができなくなる場合があります。また、
VK-64/VK-16のディスク容量が不足する場合があります。

●その他、本ソフト以外のアプリケーションとの兼用

他のアプリケーションの処理負荷が、録画性能に影響を及ぼす場合があります。

ビューワーサイジングの注意点

ビューワーをインストールするPCを選定する場合は、以下の点にご注意ください。

●VK-64/VK-16ビューワーの、ライブ、録画映像表示パフォーマンスは、PCのCPUスペックと
グラフィックスボードのスペックが大きく影響します。画像取り込みや表示データの生成などに
はCPUスペックが影響し、映像の描画にはグラフィックスボードのスペックが影響します。

ビューワーをインストールするPCを選定する場合は、以下の事例を参考にしてください。

OSはすべて　Windows XP Professionalの場合です。

1) CPU=Pentium4 3.0GHz、メモリ=1GB、グラフィックスボード=Quadro FX570

VB-C60を 画像送信サイズ=340×240、Q値=3に設定した場合

トータルフレームレート
JPEG映像・・・最大220fps
MPEG-4映像・・最大180fps
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2) CPU=Pentium4 3.6GHz、メモリ=1GB、グラフィックスボード=Quadro FX1700

VB-C60を 画像送信サイズ=340×240、Q値=3に設定した場合

トータルフレームレート
JPEG映像・・・最大260fps
MPEG-4映像・・最大210fps

3) CPU=Pentium4 3.8GHz、メモリ=1GB、グラフィックスボード=Quadro FX1700

VB-C60を 画像送信サイズ=340×240、Q値=3に設定した場合

トータルフレームレート
JPEG映像・・・最大280fps
MPEG-4映像・・最大240fps

ネットワーク帯域の考え方

ネットワークカメラを録画、ライブ閲覧するには、利用帯域を考慮する必要があります。

ネットワーク帯域に関しては、録画とライブ閲覧のセッションそれぞれに対して帯域を計算する必
要があります。

例）

録画1台（QVGA 1fps）、ライブ閲覧2台（QVGA 5fps）の場合

● 録画で利用する帯域

15(KB/枚) ×1(枚/秒) ×8(bit) = 120Kbps

● ライブ閲覧で利用する帯域（1台あたり）

15(KB/枚) ×5(枚/秒) ×8(bit) = 600Kbps

したがって必要なネットワーク帯域は、

120Kbps ×1台 + 600Kbps×2台 = 1320Kbps = 約1.3Mbps となります。

回線速度の単位はbps(bit per second)です。

● トータルフレームレートは、ビューワー表示画面のカメラサーバー台数×フレーム
レートです。つまり、10台のカメラサーバーで10fps表示であれば、トータルフ
レームレートは100fpsとなります。

● 上記のトータルフレームレートはPCとグラフィックスボードの組み合わせによっ
て変化します。また、ビューワー以外のアプリケーション（ウィルス対策アプリ
ケーションなど）が動作している場合も同様です。

● MPEG-4をVGA表示する場合、上記フレームレートの1/4が最大フレームレート
となります。

ヒント
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VK-Liteは、VB-C60に同梱されています。ネットワークビデオレコーダー VK-64/VK-16の簡易
版です。製品版のVK-64/VK-16とVK-Liteの機能の違いは以下の通りです。

● VK-Liteで制限される機能

・登録可能なカメラ台数は最大4台です。

・ビューワー画面に表示する映像ウィンドウは、8個以下をお勧めします（9個以上の映像ウィンド
ウを表示すると、警告が表示されます）。

・最大フレームレートは以下のとおりです。
録画 5fps以下（JPEG）
今すぐ録画 5fps固定
・高負荷時のフレームレート調整機能はONに固定されます。

・最大ファイルサイズは変更できません。

・対応カメラは以下のとおりです。
VB-C60、VB-C300、VB-C50i、VB-C50iR、VB-C50Fi、VB-C50FSi

・VK-Liteビューワーは、VK-64/VK-16録画サーバーに接続できません。

・VK-64/VK-16ビューワーは、VK-Lite録画サーバーに接続できます。
ただし、旧バージョンのVK-64/VK-16ビューワーは、VK-Lite録画サーバーに接続できません。

● 以下のカメラは接続できません。

VB-C10、VB-C10R、VB150お願い
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● VK-Liteで使用できない機能

●録画サーバー

・NASへの録画

・MPEG-4録画

・動き検知録画

・センサー録画

・特定スケジュール録画

・イベント発生時のメール送信機能

・イベント優先度のカスタマイズ

・HTTPプロキシ経由の接続

●VKビューワー

・オートスイッチ機能

・複数録画サーバーの同時利用

・特定スケジュール

・HTTPプロキシ経由の接続

● その他

・VK-64/VK-16のシステム環境（→P.23）に加え、Windows Vista Home Premiumにも対応
します。
・VK-Liteを、VK-64/VK-16にアップグレードできます（→P.246）。

VK-LiteビューワーまたはVK-Liteサーバーでご使用いただけない機能は、説明文中に
以下のマークが記載されています。

VK-64/16VK-64/16
ヒント
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VK-64/VK-16とVK-Liteの仕様比較

この章ではVK-64/VK-16をご利用いただくにあたって、あらかじめ知っていただきたいこと、お
よびシステム設計を行うにあたって必要な動作環境や考え方について説明します。

*1 カメラサーバーの台数、PC性能やハードディスク容量 ､ネットワークの負荷状況などにより、運用できる
上限があります。

*2 複数の録画サーバーで運用する場合、マスター録画サーバーを1台決めるとビューワーから一元的に各録
画サーバーに登録されたカメラや録画データなどを管理することができます。VK-Liteではビューワーか
ら録画サーバーに接続する場合は、1台ずつ切り換えてご使用ください。

*3 ビューワー画面を一定時間毎に切り替えて表示する機能です。

分類

カメラサーバー
接続

録画サーバー

ビューワー

各種機能

最大カメラサーバー接続台数

登録できるカメラサーバー

カメラサーバーの自動検索

録画

最大録画フレームレート

録画モード

最大ファイルサイズ設定

最大保存期間

音声録音/再生

NASサーバーへの録画

その他制限事項

ライブ映像対応

最大表示フレームレート

表示可能な映像ウィンドウ数

音声送受信

複数録画サーバーの登録*2

オートスイッチ機能*3

その他制限事項

VK-64/VK-16

64台/16台

VB-C60、VB-C300
VB-C50シリーズ

VB-C10/R、VB-150

○

JPEG、MPEG-4

30fps*1

週間スケジュール録画
（常時録画、センサー録画

動き検知録画）
特定スケジュール録画

手動録画

設定可能
32～1024MB、1～24時間

999週間*1

○

○

－

JPEG、MPEG-4

30fps*1

制限なし*1

○

○

○

－

VK-Lite

4台

VB-C60、VB-C300
VB-C50シリーズ

○

JPEGのみ

5fps

週間スケジュール録画
（常時録画）
手動録画

固定
1日1GB（1024MB）

12週間（90日間）

○

－

以下の機能は使用できません
・イベント発生時のメール送信
・イベント優先度のカスタマイズ
・HTTPプロキシ経由の接続

JPEG、MPEG-4

30fps*1

8個以下を推奨

○

－

－

以下の機能は使用できません
・HTTPプロキシ経由の接続
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この章では、VK-64/VK-16のインストール方法について説明をします。

まず、カメラサーバーをセットアップします。接続に関する詳細は、カメラサーバーに付属の使用
説明書を参照してください。

VK-64/VK-16のインストールを行うと、VK-64/VK-16を構成する2つのアプリケーションのア
イコンがデスクトップに表示されます。

インストールを行う前に、第１章、および「事前準備・注意事項」（→P.46）をよくお
読みください。

お願い

●［録画サーバー設定］の使用方法は、第3章を参照してください。

●［VKビューワー］の使用方法は、第4章を参照してください。

● VK-Liteをインストールした場合は、以下のアイコンが表示されます。
ヒント

カメラサーバーをセットアップする1

録画サーバーとビューワーをインストールする2
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インストーラーを起動する

VK-64/VK-16ではインストール用CD-ROM
をCDドライブに入れます。
しばらくすると、[ようこそ]画面が表示されます。
[次へ]をクリックして先に進みます。

インストーラーが自動的に起動しない場合は、
エクスプローラーでインストール用CD-ROMを
開き、“v20setup.exe”をダブルクリックする
と、インストールが開始されます。

VK-LiteではVB-C60セットアップCD-ROMの
"VBTools"フォルダの"VKLiteInstall.exe" をダ
ブルクリックすると、インストールが開始され
ます。

1

[ソフトウェア使用許諾契約書]画面が表示され
ますので、説明をよく読んでください。

2

VK-64/VK-16の場合、ライセンスキーを入力
して、[次へ]をクリックします。ライセンス
キーは、パッケージに同梱されている「ライセ
ンスキーについて」をご確認ください。

※VB-C60に同梱のVK-Liteは、録画サーバー
とビューワー、各1ライセンスです、

3

● VK-64/VK-16は製品ごとにインストールできるライセンスの種類と数が決まっ
ています。録画サーバーやビューワーを追加したい場合は、別途、必要な製品を
お買い求めください（→ P.18）。

● インストールを行うハードディスクは、NTFSでフォーマットされている必要が
あります（→ P.46）。

お願い

VK-Liteではライセンスキー入力画面は表示されません。
ヒント

2
イ
ン
ス
ト
ー
ル
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インストール手順

VK-64/VK-16では入力したライセンスキーに
よって、以下のアプリケーションの片方、または
両方が表示されます。

● ビューワー

● 録画サーバー

VK-Liteでは以下のアプリケーションの両方が表示されます。

● ビューワー

● 録画サーバー

一方のみインストールしたい場合は、インストールしない側のアプリケーションを右クリックして
「この機能を使用できないようにします。」を選択してください。

インストール先ディレクトリは、変更しないことをお勧めします。必要であれば[変更...]をクリッ
クして、インストール先ディレクトリを選択してください。

[次へ]をクリックして先に進みます

4

[インストール]をクリックします。

インストール処理が進められ、進捗状況表示
バーが表示されます。

5

[ディスク]をクリックすると、ドライブのリストが表示され、VK-64/VK-16/VK-
Liteのインストールに必要なディスクの空き容量が表示されます。
[OK]ボタンをクリックすると、元のインストール手順に戻ります。ヒント

この画面でインストールするアプリケー
ションを変更することはできません。
変更する場合はライセンスキー入力画面
に戻ってライセンスキーを入力しなおし
てください。

ヒント
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バージョン 1.0、1.1、1.2、1.3 、1.4からのアップグレード

旧バージョンからアップグレードする場合は、すべての設定情報が引き継がれ、以前のバージョン
で録画したデータをバージョン2.0で再生することもできます。アップグレード後に設定内容を確
認してください。

詳細は、「VK-64/VK-16のバージョンアップ」（→ P.245）を参照してください。

● バージョン1.3および1.4から2.0にアップグレードした場合、NASをご使用のお
客様は、再度ログオン設定を行ってください。

● バージョン2.0のビューワーは、バージョン1.2、1.3、1.4の録画サーバーに接続
することができます。いずれのバージョンもマスター録画サーバーとすることがで
きます。ただし旧バージョンの録画サーバーに対しては、バージョン2.0固有の以
下の機能は使用できません。

・VB-C60の登録

・録音関係の設定

・録画サーバーからのサマリー情報の取得

● バージョン2.0のビューワーは、バージョン1.0、1.1の録画サーバーには接続で
きません。

● 旧バージョンのビューワーは、バージョン2.0の録画サーバーには接続できません。

● バージョン2.0の録画サーバーは、旧バージョンの録画データと録画設定を引き継
ぐことができます。

● 1.1.2.27以前のバージョンからアップグレードを行う場合は、動き検知の設定
（→P.122）を再度行ってください。ご使用のバージョンは、録画サーバーと
ビューワーの[バージョン情報]ダイアログ（→P.293）で確認することができます。

お願い

[InstallShieldの完了]画面が表示されたら、
[完了]をクリックします。

以上で、インストールは完了です。

6
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● 他のアプリケーションを停止する

プログラムのインストールは、ウィルス対策アプリケーション等の機能を停止してから行ってくだ
さい。

事前準備、注意事項

● NTFSフォーマットのドライブを使用する

インストール先ドライブ、および録画映像を保存するドライブは、NTFSでフォーマットされてい
る必要があります。

コマンドプロンプトで以下のコマンドを使用すると、ご使用のドライブをNTFSフォーマットに変
換することができます。

「convert 変換するドライブ名:/fs:ntfs」

例） cドライブをNTFSフォーマットに変換する場合

「convert c:/fs:ntfs」

コマンドプロンプトを起動する場合は、[スタート]メニューから、プログラム > アク
セサリ > コマンドプロンプトを選択します。上記のコマンドを入力後、[Enter]を押す
と、いくつかの質問が表示され、処理が開始されます。処理終了後、再起動を行うと、
変換が終了します。変換作業によって、ドライブに保存されていたデータが消失するこ
とはありません。

ヒント
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録画サーバーは、複数のカメラサーバーからの映像を録画したり、イベント（センサー入力や動き
検知）情報を記録します。

この章では、インストールした録画サーバーを使用する上で必要な、録画サーバー設定について説
明します。

録画サーバーの設定は、[録画サーバー設定]ダイアログを使用して行います。

[録画サーバー設定]ダイアログでは、ディスク管理、イベント管理、イベント通知、ユーザー管理
に関する設定を行います。

● [設定]タブ

[設定]タブでは、録画サーバー名、プロキシサーバー、録画オプションを設定します。

● [イベント]タブ

録画サーバーは、イベント発生時にユーザーへのメール通知するための設定を行うことができます。

[イベント]タブでは、イベントの種類に応じた優先度を設定します。

● [イベント通知]タブ

[イベント通知]タブでは、イベント発生時のユーザーへのメール通知を設定します。

● [ユーザー管理]タブ

[ユーザー管理]タブでは、ユーザーを設定し、さらにそのユーザーの権限を設定します。
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[録画サーバー設定]ダイアログ

起動方法

デスクトップアイコン[録画サーバー設定]をダブルクリックします。

あるいはWindowsの[スタート]メニューから、プログラム > WebView
Livescope > Network Video Recorder VK Series v2.0 > 録画サーバー設
定をクリックします。
[ツール起動時にユーザ認証を要求する]（→ P.72）にチェックしている場合は、
[ログイン]ダイアログが表示されます。

この場合は、ユーザー名とパスワードを入力して[ログイン]ボタンをクリック
します。

Windows Vistaでユーザーアカウント制御が有効になっている場合は、ユーザー
アカウント制御画面が表示されます。

この場合は、[続行]をクリックします。

録画サーバーの設定を行うには、Windowsの管理者（Administrator）権限を持った
ユーザーでログインする必要があります。

お願い



[録画サーバー設定]ダイアログ
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● [設定]タブ

[録画サーバー設定]ダイアログの[設定]タブでは、次の項目を設定することができます。

●録画サーバー名　●プロキシサーバー　●録画オプション

録画サーバー名を入力します。

タイトルバーのアイコンをクリックして
表示されるメニューで[バージョン情報]
を選択するか、タイトルバーを右クリッ
クすると、録画サーバーの[バージョン
情報]ダイアログが表示されます。

各ディスクの最大ディスク使用量を設定
します。また、ネットワークドライブの
追加と削除を行います。

カメラサーバー接続のためのプロキシ
サーバーアドレスを入力します。

録画サーバーの状態が表示されます。[録
画サーバーを停止]、[録画サーバーを起
動]ボタンで、録画サーバーを停止、起動
します。

録画サーバーの起動アカウントを[ローカ
ル システム アカウント]以外のものに変更
し、ネットワークドライブへの接続を可能
にします。

各タブで設定の変更を完了したら、[適
用]をクリックして保存します。

録画映像保存期間、最大ファイルサイズ
/時間、残りディスク容量通知レベルを
設定します。

録画データは、ネットワークドライブにも保存することができます。
ヒント

画面構成

[録画サーバー設定]ダイアログは、以下の４つのタブで構成されています。

● [設定]タブ

● [イベント]タブ

● [イベント通知]タブ

● [ユーザー管理]タブ
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● [イベント]タブ

録画サーバーは、イベント発生時にユーザーへのメール通知を行うことができます。

[録画サーバー設定]ダイアログの[イベント]タブでは、イベントの種類に応じた優先度を設定する
ことができます。

メール通知は、[イベント]タブで設定された優先度に応じて行われます。

表示されているイベントタイプごと
に、ドロップダウンメニューから適当
なイベント優先度を選択します。

●「録画サーバーの起動/停止」、「録画設定の開始/終了」、「ユーザーのログイン」、
「ネットワークドライブの割り当てエラー」で発生したイベントは、ビューワー画
面のタイムライン（→ P.204）と[ライブイベント表示]ウィンドウ（→ P.213）、
[イベント検索]ダイアログ（→ P.215）には表示されません。

● [今すぐ録画]（→ P.209）で手動録画を行った場合に発生するイベントは、常に
優先度が「1.最高」となります。これらのイベントの優先度は、[イベント]タブで
変更することはできません。

お願い



[録画サーバー設定]ダイアログ
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● [イベント通知]タブ

[録画サーバー設定]ダイアログの[イベント通知]タブでは、イベント発生時にユーザーへのメール
通知を設定することができます。

メール通知は、[イベント]タブで設定された優先度に応じて行われます。

イベントのメール通知の例

優先度3のイベントが、2008/12/05 15:15:17 +1000に発生しました。

駐車場カメラサーバー：センサーが入

メール通知を有効にして、優先度を選択
します。この優先度以上のイベントが発
生すると、メール通知が行われます。

メールの件名を入力します（例 「対応
が即時必要」など）。また、送信先の
メールアドレスと、差出人のメールア
ドレスを入力します。

メールサーバーのホスト名またはIPア
ドレスとポート番号を入力します。

接続時の認証機能（POP before
SMTP）を有効にして、[ユーザー名]、
[パスワード]、[POPサーバー]のホス
ト名またはIPアドレスとポート番号を
入力します。
この機能を有効にした場合、録画サー
バーは、メールを送信する前に、一部
のSMTPサーバーで必要とされる
POPによる認証を実行します。

送信先には1つのメールアドレスしか登録できません。複数のメールアドレスに送信す
る場合は、グループアドレス等を使用してください。

ヒント
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● [ユーザー管理]タブ

[録画サーバー設定]ダイアログの[ユーザー管理]タブでは、ユーザーを設定し、さらにそのユー
ザーの権限を設定することができます。

[ユーザー管理]タブで設定できる権限の種類は以下の通りです。

●管理者
●管理者以外

管理者は、カメラサーバー設定、録画スケジュール、ビューワー設定を含むビューワーにアクセス
することができます。

管理者以外のユーザーは、カメラサーバー設定・登録・変更、録画スケジュールの設定・変更を行
うことはできません。

デフォルトでは‘admin’というユーザーが作成されます。パスワードは‘NVR’です。インス
トール後は、ユーザー名とパスワードを変更されることを強くお勧めします。

ユーザーの設定は、すべての録画サーバーで行う必要があります。複数の録画サーバーを運用する
場合は、各録画サーバーで、同じユーザー設定（ユーザー名・パスワード）を行ってください。

ユーザーに管理者の権限を与える場合
はこのボックスをチェックします。
（設定機能へのフルアクセス）

ユーザーを追加するには[追加]ボタン
を使用します。追加できるユーザー数
に制限はありません。

ツール起動時にユーザー認証を行う場
合はこのボックスをチェックします。

[適用]をクリックして変更内容を保存
します。
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[録画サーバー設定]の[設定]タブでは、以下の項目を設定します。

●録画サーバー名

●プロキシサーバー

●録画映像の保存設定

●録画サーバーの起動と停止

●録画サーバーのログオンアカウント

[設定]タブの表示方法

デスクトップアイコン[録画サーバー設定]をダブルクリックします。

[録画サーバー設定]ダイアログが表示され、[設定]タブが表示されます。

[設定]タブの設定方法

● 録画サーバー名を変更する

録画サーバー名を変更するには、[録画
サーバー名]に名前を入力してください。
（全角・半角あわせて20文字まで）

複数の録画サーバーをご使用の場合は、[録画サーバー名]をわかりやすい名前にするこ
とをお勧めします。

ヒント
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● 録画サーバーのプロキシアドレスを入力する　

録画サーバーがプロキシサーバーを経由し
てカメラサーバーにアクセスする場合は、
以下の設定を行う必要があります。

※「プロキシサーバーをご使用の場合には」（→
P.12）をご確認ください。

[録画サーバーのプロキシ]の[以下の
プロキシサーバーを有効にする]を
チェックします。

[プロキシサーバー]のアドレスと
[ポート]を入力します。

プロキシサーバーの使用については、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

2

1

● 録画映像に関する設定値を入力する

[最大保存期間] - 最大保存期間を指
定するには[最大保存期間]をチェッ
ク後、１から999の値を入力して、
ドロップダウンメニューから[日時]
または[週間]を選択します。

[最大ファイルサイズ/時間] - 最大
ファイルサイズ/時間を指定するに
は[最大ファイルサイズ/時間]を
チェック後、数値を入力して[MB]
または[時間]を選択します。[MB]
を選択した場合は32～1024、[時
間]を選択した場合は1～24の範囲
で設定します。指定しない場合は
1024MBもしくは24時間が最大
ファイルサイズになります。

[ディスク空き容量低下の通知設定] - パーセント値を入力します。

ディスクの空き容量がここで設定した値以下になると、イベント表示、およびメール通知
（→ P.52、P.69）が行われます。

[高負荷時に録画フレームレートを低下させる] - ディスクが高負荷となった時に、フレーム
レートを一時的に低下させて録画停止が発生しないようにします。詳細は第6章を参照して
ください。この機能はJPEG録画で有効です。MPEG-4録画（VB-C60）では使えません。

4

3

2

1

[高負荷時に録画フレームレートを低下させる]にチェックすると、録画フレームレート
が低下した場合「実効録画レート（<変更前録画率> → <変更後録画率> %）」という
イベントが通知されます。
例. 「実効録画レート（100.0 → 90.0 %）」

ヒント

VK-64/16VK-64/16

VK-64/16VK-64/16

VK-64/16VK-64/16
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ディスク空き容量が、[ディスク空き容量低下の通知設定]で指定した値になった場合、
イベントが発生して通知メールが送信されます。また、[最大ディスク使用量]で設定し
た値を越えると、ディスク容量が確保されるまで録画映像の保存は行われません。ディ
スク容量の管理については、P.62を参照してください。

お願い

● ディスクドライブの設定を選択する

[ドライブ] - 設定するディスクドラ
イブを、ドロップダウンメニューか
ら選択します。

[最大ディスク使用量]をチェック後
メガバイト（MB）またはギガバイ
ト（GB）単位で値を入力します。

この値により、すべての映像ファイ
ルに使用可能な最大ディスク使用量
が設定されます。

[ネットワークドライブの追加] - ディスクドライブとしてネットワーク上のドライブを選択
する場合に、ネットワークドライブを追加します。追加したネットワークドライブは、[ド
ライブ]のドロップダウンメニューに表示されます。

[ネットワークドライブの削除] - 追加したネットワークドライブを削除します。4

3

2

1

● ネットワークドライブの追加/削除の方法

ネットワークドライブの追加を行うことで、録画データを内蔵ハードディスクだけでなく、ネット
ワーク上に接続されたNASなどに保存することが可能になります。

ネットワークドライブを録画サーバー設定ツールで追加すると、ビューワーの[カメラサーバー追加
/編集]ダイアログ（→ P.91、98）上のプルダウンメニューによるドライブの選択が増えます。

録画サーバーが[ローカル システム アカウント]で動作している場合は、[ネットワーク
ドライブの追加]ボタンと[ネットワークドライブの削除]ボタンは無効表示となります。

ヒント

NASサーバーには、Windows Storage Server 2003またはWindows Storage
Server 2003 R2を搭載した推奨機種をご使用ください。

お願い

VK-64/16VK-64/16



ネットワークドライブの追加方法

[ネットワークドライブの追加]ボタンをク
リックします。

ダイアログが表示されるため、ネットワー
クドライブとして登録するドライブを選択
し、割り当てるパスを入力します。

またはフォルダを参照しパスを自動的に入
力することもできます。

フォルダを[参照]から選択する場合

[参照]ボタンをクリックし、続いて表示される
[フォルダの参照]ダイアログから録画データ保存
先のフォルダを指定して[OK]ボタンをクリックす
ると、自動的にフォルダの入力欄に選択したパス
が入力されます。

ユーザー名とパスワードの欄にネットワークドライブにアクセスするための、ユーザー名と
パスワードを入力し、[OK]ボタンをクリックします。

ユーザー名とパスワードは、[ローカル システム アカウント]のログオン[ユーザー名]と[パ
スワード]とは区別して入力ください。

ドライブのプルダウンメニューに、追加したドライブが表示されていれば、正常に追加でき
たことを確認できます。

3

2

1

[設定]タブの設定
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[設定]タブの設定

● ネットワークドライブについて
VK-64/VK-16では、ネットワーク上のドライブにも録画することができます。ド
ライブの種別は、[ドライブ]のドロップダウンメニューの先頭（ドライブ名の前）
に、内蔵ディスク：[local]、ネットワークドライブ：[network]と表示されます。

● 映像録画の運用について
[最大ディスク使用量]で設定した値が不足している場合は、指定した録画の保存期
間が短くなったり、録画を一時停止することがあります。十分なテストを行った上
で、運用を開始してください。

● 録画サーバーのディスク容量の管理については、「ディスク容量の管理」（→ P.62）
をご確認ください。

● Windowsの仕様により、通常のサービス管理用の[ローカル システム アカウント]
ではネットワークドライブを追加することができません。[ローカル システム アカ
ウント]を使用している場合は、[ネットワークドライブの追加]、[ネットワークド
ライブの削除]が無効表示となります。ネットワークドライブの設定を行うためには、
録画サーバーを停止後、[ログオン設定]を使用して、ネットワークドライブが使用
可能なアカウント（Windowsの「管理者権限(Administrator)」と「サービスと
してログオン」権限をもつアカウント）に変更してください。「サービスとしてログ
オン」権限については、P.61を参照してください。

● ネットワークドライブ追加機能は、UNCパス、リムーバルディスクには対応して
いません。

● ネットワークドライブの追加、削除をした場合は、録画サーバープログラムが再起
動されます。

● 1つのネットワークドライブを複数の録画サーバーで使用することはできません。

● 1つのネットワークドライブを複数のドライブに割り当てることはできません。

● ネットワーク切断や電源OFFによりドライブにアクセスできなかった場合、また、
正しいパスを入力していない場合、以下のエラーメッセージが表示されます。

「ネットワークパスが見つかりません。」

● ネットワークの切断等で、ネットワークドライブが機能しない場合、その間の映像
は録画されません。

● NASサーバーに接続不可の状態で録画サーバーを起動すると、その後、NASサー
バーが復帰しても録画データの読み書き処理は復帰しません。その場合は、録画
サーバーを再起動してください。

お願い

ネットワークドライブの削除方法

削除するドライブを選択し、[OK]ボタンをクリッ
クすると選択されたドライブは、録画サーバーか
ら削除されます。
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[設定]タブの設定

[OK]ボタンをクリックします。

[録画サーバーを起動]をクリックして、指定したアカウントで録画サーバーを起動します。4

3

● ログオン設定を変更する

ネットワークドライブを使用すると
きに他のアカウントで録画サーバー
にログオンする必要がある場合は、
[録画サーバーを停止]をクリックし
ます。録画サーバーを停止後、[ロ
グオン設定]をクリックします。

[ログオン]ダイアログが表示されま
す。

録画サーバーに[ローカル システム
アカウント]でログオンする場合は、
[ローカル システム アカウント]を
選択します。その他のアカウントで
ログオンする場合は、[アカウント]
にアカウント名を、[パスワード]、
[パスワードの確認入力]にパスワー
ドを入力します。

2

1

● 録画サーバープログラムを起動/停止する

録画サーバーを停止するには、[録画サーバー
を停止]をクリックします。

録画サーバーを起動するには、[録画サーバー
を起動]をクリックします。

録画サーバープログラムを停止する場合には、停止操作を行う前に録画サーバーに接続
しているすべてのユーザーに連絡する必要があります。

お願い

バージョン1.3および1.4から2.0にアップグレードした場合、ＮＡＳをご使用のお客
様は、再度ログオン設定を行ってください。

お願い
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[設定]タブの設定

表示メッセージ

● 録画設定に影響のある項目の設定変更を行った場合

[適用]または[終了]をクリックすると、以下のメッセージが表示されます。

「録画設定に影響のある項目が変更されました。
影響の内容を確認したい場合は、ビューワーの録画スケジュール設定画面で「サマリー表示」を確
認してください。」

● [最大保存期間]の設定変更を行った場合

[適用]または[終了]をクリックすると、以下のメッセージが表示されます。

「保存期間を変更すると録画した映像が削除される可能性があります。このまま続けてもよろしいで
すか？」

● ネットワークドライブの追加/削除を行った場合

録画サーバーの再起動を実行せずに[適用]または[終了]をクリックすると、以下のメッセージが表
示されます。

「ドライブの構成が変更されたため録画サーバーの再起動が必要です。録画サーバーを再起動してよ
ろしいですか？」
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[設定]タブの設定

「サービスとしてログオン」権限

ネットワークドライブの設定を行うために、既存のWindowsアカウントに「サービスとしてログオ
ン」権限を追加する場合は、[ログオン設定]を行う前に以下の操作を行ってください。

Windowsの[スタート]メニューから、コントロール パネル > 管理ツール > ローカル セ
キュリティ ポリシーをクリックします。

[ローカル セキュリティ ポリシー]ダイアログが表示されます。

画面左側のツリーから、[ローカル ポリシー]
> [ユーザー権利の割り当て]を選択します。

画面右側の一覧から、[サービスとしてログオ
ン]をダブルクリックします。

[サービスとしてログオンのプロパティ]ダイア
ログが表示されます。

[ユーザーまたはグループの追加]をクリックし
ます。

[ユーザー または グループ の選択]ダイアログ
が表示されます。

[選択するオブジェクト名を入力してください]
欄にWindowsアカウント名を入力します。

必要に応じて、オブジェクト名、場所の変更、
詳細設定を行います。
必ず管理者権限（Administrator）を持ってい
るWindowsアカウントを入力してください。

[OK]ボタンをクリックします。

[サービスとしてログオンのプロパティ]ダイア
ログに戻ります。

[OK]ボタンをクリックします。

[ローカル セキュリティの設定]ダイアログに戻ります。

[ローカル セキュリティの設定]ダイアログを閉じます。8

7

6

5

4

3

2

1
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ディスク容量の管理＜重要＞

ディスク容量の管理レベル

録画サーバーは、その時点で録画に使用できるディスク容量が、以下の段階のいずれの状態である
かを監視して、その段階に応じた処理を行います。

①残りディスク容量通知レベル

②警戒値レベル

③限界値レベル

管理者は、[設定]タブの[ディスク空き容量低下の通知設定]で、①の基準を設定することができます。

また、録画サーバーは、各種条件と設定とを基にして、②と③の基準を算出します。

各レベル発生時の処理

これらの３つのレベルに達した場合、録画サーバーは以下の処理を行います。

● 残りディスク容量通知レベルの場合

録画サーバーは、録画に使用できるディスク容量＝最大ディスク使用量の空き領域が一定の割合ま
で低下すると、イベントを発行します。

[最大ディスク使用量]を設定しない場合は、[ドライブ]で設定したドライブの容量が最大ディスク
使用量となります。

 設定した
［最大ディスク容量］

通知レベル

通知を行う

＜ドライブ文字＞
ドライブのディスク
容量低下：通知

イベント通知メール（→ P.66）を受信することで、管理者は早期に調整（不要な記録
スケジュールを削除するなど）を行って、ディスクスペースを使い切ったことで発生す
る問題を予防することができます。ヒント

イベント通知メールの送信は、[録画サーバー設定]ダイアログ－[イベント]タブの
[ディスク空き容量低下の通知]の優先度が、[イベント通知]タブで設定した[優先度]以
上に該当する場合に行われます。[イベント]タブ、[イベント通知]タブの設定方法につ
いては、P.66を参照してください。

お願い
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ディスク容量の管理＜重要＞

● 警戒値レベルの場合

録画は継続されますが、録画サーバーは、映像ファイルを古い物から順に削除し始め、イベントを
発行します。

● 限界値レベルの場合

録画サーバーは、空きディスク容量がこのレベルにまで低下すると録画を停止し、イベントを発行
します。

また、映像ファイルが削除されることで空きディスク容量が再びこの限界値以上になると録画を再
開し、イベントを発行します。

 設定した
［最大ディスク容量］

警戒値レベル

古い順に削除 通知を行う

＋

ディスクの空き
容量低下による
＜ドライブ文字＞
ドライブのファイル
削除：開始

 設定した
［最大ディスク容量］

限界値レベル

録画中止 通知を行う

＋

ディスクの空き容量
低下による
＜ドライブ文字＞
ドライブのファイル
録画：停止

古い順に削除

＋

映像ファイルは、「保存期間」内のファイルであっても削除されます。
ただし、最も古いファイルがビューワー内で使用中（録画映像の再生中など）の場合、
そのファイルは削除されずに次に古いファイルが代わりに削除されます。空きディスク
容量が、この警戒値以上になるまでファイルが順に削除されます。ファイルの保存につ
いては、第7章を参照してください。

ヒント
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ディスク容量の管理＜重要＞

残りディスク容量通知レベルの算出方法

残りディスク容量通知レベルは、下記①または②のいずれかを満たした状態です。

①録画サーバーのディスク使用量が以下の値を上まわった場合：

Ｍ ×（100 －Ａ）/100

Ｍ：[最大ディスク使用量]の設定値

Ａ：[ディスク空き容量低下の通知設定] の設定値

例）[最大ディスク使用量]の設定値＝100Ｇ、[ディスク空き容量低下の通知設定]の設定値＝
10％の場合、ディスク空き容量が10Ｇ以下になった時点で残りディスク容量通知レベルと
なります。

②ディスク空き容量が以下の値を下まわった場合：

[ディスク容量] ×Ａ/100

Ａ：[ディスク空き容量低下の通知設定] の設定値

例）[ディスク容量]が80G、[ディスク空き容量低下の通知設定] の設定値＝10%の場合、ディ
スク空き容量が8G以下になった時点で残りディスク容量通知レベルとなります。

警戒値レベルの算出方法

警戒値レベルは、下記①または②のいずれかを満たした状態です。

①録画サーバーのディスク使用量が以下の値を上まわった場合：

a. [最大ディスク使用量の設定値]が384MB以上であれば、
[最大ディスク使用量の設定値] － 96MB

b. [最大ディスク使用量の設定値]が384MB未満であれば、
[最大ディスク使用量の設定値] × 3/4

②ディスク空き容量が以下の値を下まわった場合：

（カメラサーバー台数＋ 1）× 32MB ＋96MB

他のアプリケーションも同じディスクを使用している場合は、②の条件を検討する必要
があります。録画サーバーのディスク使用量が少なくても、他のアプリケーションが空
きディスクを消費すると、②の条件により残りディスク容量通知レベルになることがあ
ります。

ヒント
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ディスク容量の管理＜重要＞

限界値レベルの算出方法

限界値レベルは、下記①または②のいずれかを満たした状態です。

①録画サーバーのディスク使用量が以下の値を上まわった場合：

[最大ディスク使用量の設定値]

②ディスク空き容量が以下の値を下まわった場合：

（カメラサーバー台数＋1）× 32MB

各レベルの算出例

上記の条件の場合、算出される各レベルの値は以下の通りです。

ディスクドライブ 残りディスク容量通知レベル 警戒値レベル 限界値レベル

Cドライブ
① 40GB×(100－10)/100＝36GB ① 40GB－96MB＝39.904GB ① 40GB
②100GB×10/100＝10GB ② (19＋1)×32MB＋96MB＝736MB ② (19＋1)×32MB＝640MB

Dドライブ
① 200GB×(100－10)/100＝180GB ① 200GB－96MB＝199.904GB ① 200GB
② 200GB×10/100＝20GB ② (19＋1)×32MB＋96MB＝736MB ②(19＋1)×32MB＝640MB

● 「警戒値レベル」は「限界値レベル」まで到達しないようにするための防護レベル
です。「残りディスク容量通知レベル」のイベント通知が行われたら、不要な録画
データを削除するなど適切な運用を行うことをお勧めします。

●「警戒値レベル」を超える映像蓄積は、サーバー負荷を増大させ、録画停止による
映像ぬけを引き起こす要因となります。警戒値以下での運用を強くお勧めします。

● 運用については、「録画・表示の運用ガイドライン」（→ P.223）を参照してくだ
さい。

● メール通知の設定をしておくと、各レベルでイベント通知時にメールが配信され
ます（→ P.68）。

● 状況によっては、残りディスク容量通知レベルの条件を満たす前に、警戒値レベル
の条件を満たす場合があることに注意してください。たとえば、容量の小さなディ
スクでカメラサーバー台数が非常に多い場合、「（カメラサーバー台数＋1）×
32MB＋96MB」の値が「[ディスク容量] × [ディスク空き容量低下の通知設定]
/ 100」より大きくなる場合があります。

お願い

ディスクドライブ ディスク容量 ディスク空き容量 最大ディスク使用量の設定値 カメラサーバー台数

Cドライブ 100GB 50GB 40GB 19台

Dドライブ 200GB 200GB 200GB 19台
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[イベント]タブの設定 VK-64/16VK-64/16

[録画サーバー設定]ダイアログの[イベント]タブでは、イベントの優先度を設定します。

イベント通知メール設定を行った場合、[イベント]タブで設定された優先度に応じてメール送信が
行われます。

[イベント]タブの表示方法

デスクトップアイコン[録画サーバー設定]をダブルクリックします。

[録画サーバー設定]ダイアログが表示され、[設定]タブが表示されます。

[イベント]タブをクリックすると、[イベント]タブが表示されます。



67

3
録
画
サ
ー
バ
ー
　
設
定
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

[イベント]タブの設定

[イベント]タブの設定方法

● イベントの優先度を設定する

各項目のドロップダウンメニューから、イベント優先度を選択します。

● [録画サーバーの起動/停止]、[録画設定の開始/終了]、[ユーザーのログイン]、
「ネットワークドライブの割り当てエラー」で発生したイベントは、ビューワー画
面のタイムライン（→ P.204）と[ライブイベント表示]ウィンドウ（→ P.213）、
[イベント検索]ダイアログ（→ P.215）には表示されません。

● イベントを検知するには、[イベント通知]タブ（→ P.68）でメール通知を設定し
てください。

お願い

項目 設定値

録画サーバーの起動/停止 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

カスタムトリガー 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

録画の開始/終了 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

録画設定の開始/終了 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

ユーザーのログイン 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

ディスク空き容量低下の通知 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

空き容量低下による削除の開始/終了 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

空き容量低下による録画の停止/再開 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

カメラサーバーへの接続エラー 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

録画フレームレートの変更 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

ネットワークドライブの割り当てエラー 1. 最高、2. 高、3. 中、4. 低、5. 最低

「設定値」が太字になっている値が、各項目の初期設定です。
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[イベント通知]タブの設定 VK-64/16VK-64/16

[録画サーバー設定]ダイアログの[イベント通知]タブでは、特定ユーザーへのメール通知を設定し
ます。

メール通知の設定は、[イベント]タブで設定された優先度を基準に設定します。

[イベント通知]タブの表示方法

デスクトップアイコン[録画サーバー設定]をダブルクリックします。

[録画サーバー設定]ダイアログが表示され、[設定]タブが表示されます。

[イベント通知]タブをクリックすると、[イベント通知]タブが表示されます。

[イベント通知]タブの設定方法

● メール通知の優先度を設定する

[イベント発生時にメールを送信する]をチェックし、[優先度]からメールを送信する優先度
レベルを選択します。選択した優先度以上のイベントが発生すると、メール通知が行われま
す。

[件名（Subject）]に件名（例：即時対
応必要）、[送信先（To）]に送信先アド
レス、[差出人（From）]に差出人アド
レスを入力します。

2

1
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[イベント通知]タブの設定

[SMTPサーバー]に、SMTPサーバー
のホスト名またはIPアドレスと、使用
するポート番号を入力します。

「POP-before SMTP」を使用して認
証を行うには[POP-before SMTPを使
用する]をチェックし、[ユーザー名]に
認証で使用するユーザー名を、[パス
ワード]にパスワードを入力します。ま
た、[POPサーバー]に、POPサーバー
のホスト名またはIPアドレスと、使用
するポート番号を入力します。

4

3

件名、送信先アドレス、差出人アドレスは、最大100文字以内で入力します。
お願い

ホスト名は、最大255文字以内で入力します。
お願い

この機能を有効にした場合、録画サーバーは、メールを送信する前に、一部のSMTP
サーバーで必要とされるPOPによる認証を実行します。

ヒント

送信先には1つのメールアドレスしか登録できません。複数のメールアドレスに返信す
る場合は、グループアドレス等を使用してください。

ヒント

● ユーザー名は、100文字以内で入力します。

● パスワードは、20文字以内で入力します。

● ホスト名は、255文字以内で入力します。
お願い

イベントのメール通知の例

優先度3のイベントが、2006/12/05 15:15:17 +1000に発生しました。

駐車場カメラサーバー：センサーがon
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[ユーザー管理]タブの設定

[録画サーバー設定]ダイアログの[ユーザー管理]タブでは、ユーザーを設定し、さらにそのユー
ザーの権限を設定します。

[ユーザー管理]タブの表示方法

デスクトップアイコン[録画サーバー設定]をダブルクリックします。

[録画サーバー設定]ダイアログが表示され、[設定]タブが表示されます。

[ユーザー管理]タブをクリックすると、[ユーザー管理]タブが表示されます。

管理者と管理者以外のユーザー

管理者は、VKビューワーにアクセスし、カメラサーバー設定、録画スケジュール、ビューワー設定
を行うことができます。

管理者以外のユーザーは、管理者が作成したビューワー画面（→ P.164）にしかアクセスできませ
ん。また、アクセスが許可されている録画サーバーの録画済み映像にしかアクセスできません。

● 管理者以外のユーザーは、カメラサーバー設定・登録・変更、録画スケジュールの
設定・変更を行うことはできません。

● デフォルトでは‘admin’というユーザーが作成されます。パスワードは‘NVR’
です。インストール後は、ユーザー名とパスワードを変更されることを強くお勧め
します。

● ユーザーの設定は、すべての録画サーバーで行う必要があります。複数の録画サー
バーを運用する場合は、各録画サーバーで、同じユーザー設定（ユーザー名・パス
ワード）を行ってください。

お願い
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[ユーザー管理]タブの設定

[ユーザー管理]タブの設定方法

● ユーザーを追加する

[ユーザー管理]タブの[追加]ボタンをクリックします。

[ユーザー追加]ダイアログが表示されます。

[ユーザー名]にユーザーの名前を入力します（半角英数およびアンダースコア‘_’20文字
まで）。

[パスワード]にユーザーのパスワードを入力します（半角英数およびアンダースコア‘_’
20文字まで）。確認のため、[パスワード（確認）]にパスワードをもう一度入力します。

[OK]ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、ユーザーリストにユーザーが表示されます

ユーザーを管理者にする

新しいユーザーに録画サーバー設定の権限を与える場合は、ユーザーリストの[管理者]の下
のボックスをチェックします。権限を与えない場合は、チェックを外します。

[適用]をクリックすると、変更内容が保存されます。

● ユーザーのパスワードを変更する

ユーザーリストからパスワードを変更するユーザーをクリックして選択します。

ユーザーリストの下の[編集]ボタンをクリックすると、[ユーザー編集]ダイアログが表示さ
れます。

[パスワード]に新しいパスワードを入力します（半角英数およびアンダースコア‘_’20文
字まで）。[パスワード（確認）]に新しいパスワードをもう一度入力します。

[OK]ボタンをクリックします。

変更されたパスワードが保存されます。
4

3

2

1

2

1

4

3

2

1

VK-64/VK-16における「管理者」は、Windowsにおける管理者（Administrator）
とは関係ありません。

お願い
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[ユーザー管理]タブの設定

ユーザーを削除する

ユーザーリストから削除するユーザーをクリックして選択します。

[削除]ボタンをクリックします。

ユーザーが削除されます。

ツール起動時にユーザー認証を要求する

ツール起動時にユーザー認証を行う場合は、
[ツール起動時にユーザー認証を要求する]
をチェックします。チェックした場合は、
「録画サーバー設定」起動時に、[ログイン]
ダイアログが表示されます。

2

1



第 4 章

カメラサーバー登録と
録画スケジュール設定



この章の概要
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この章では、録画サーバーで録画スケジュール設定を行うために必要なカメラサーバー登録と、録
画スケジュール設定について説明します。

カメラサーバー登録と録画スケジュール設定は、VKビューワーを起動し、[各種設定]画面から表示
する[カメラ登録]画面と[録画スケジュール]画面で行います。



VKビューワーの起動と[各種設定]画面の表示
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[localhost]（自機)
ローカルホストの録画サー
バーに接続してビューワーを
起動します。ビューワーが動
作しているPCをマスター録
画サーバーとしても使用した
い場合に選択します。

録画サーバーの接続メニュー（起動画面）が表示されます。[マスター録画サーバー]を選択して、

[接続]ボタンをクリックします。

起動画面

[IPアドレスで指定する]
IPアドレスを指定して録画
サーバーに接続し、ビュー
ワーを起動します。録画サー
バーとビューワーを別々の
PCにインストールした場合
に選択します。

[録画サーバーを使用しない]
録画サーバーを使用せずに
ビューワー単独モードで起動
したい場合に選択します。

接続メニューに録画サーバーを追加したい場合は、登録したい録画サーバーに[IPアド
レスで指定する]で接続した後、[ビューワー設定]画面で[この録画サーバーを接続メ
ニューに追加する]ボタンをクリックしてください（→ P.165）。お願い

● 複数の録画サーバーを使用している場合、いずれか1つをマスター録画サーバーと
して設定できます。

● バージョン2.0、1.4、1.3、1.2の録画サーバーが混在する場合、いずれのバー
ジョンもマスター録画サーバーとすることができます。

● 旧バージョンのビューワーは、バージョン2.0の録画サーバーには接続できません。

● 起動画面を表示せず、録画サーバーに接続したい場合は、[ビューワー設定]画面で
[起動時にマスター録画サーバーを選択する]のチェックを外してください
（→ P.165）。

ヒント

VK-64/16の起動手順

デスクトップアイコン[VKビューワー]をダブルクリックします。

あるいはWindowsの[スタート]メニューから、プログラム > WebView Livescope >
Network Video Recorder VK Series v2.0 > VKビューワーの順にクリックします。



VKビューワーの起動と[各種設定]画面の表示
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ローカルホストに接続して起動する

ビューワーが動作しているPCをマスター録画サーバーとしても使用したい場合、ローカルホストの
録画サーバーに接続し、ビューワーを起動します。

ドロップダウンメニューから
[localhost]を選択します。

[接続]ボタンをクリックします。

[ユーザー名]と[パスワード]を入
力して [ログイン]ボタンをク
リックします。

3

2

1

● デフォルトのユーザー名とパスワードは下記の通りです。
ユーザー名：admin
パスワード：NVR

インストール後は、ユーザー名とパスワードを変更することを強くお勧めします。
● ビューワーを起動する際に、起動画面やログイン画面を表示せず、直接起動するこ

ともできます（→ P.161）。

ヒント

VK-Liteの起動手順

デスクトップアイコン[VK-Liteビューワー v2.0]をダブルクリックします。

あるいはWindowsの[スタート]メニューから、プログラム > WebView Livescope >
Network Video Recorder VK-Lite v2.0 > VK-Liteビューワー v2.0の順にクリック
します。

以下に続く起動手順は、前ページのVK-64/16と共通です。



VKビューワーの起動と[各種設定]画面の表示
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● プロキシサーバーをご使用になる場合は、以下の手順でインターネットオプション
の設定を変更する必要があります。

1. [スタート] > [コントロールパネル] > [ネットワークとインターネット] > [イ
ンターネットオプション]

2. [接続]タブを選択

3. [LANの設定]ボタンをクリック

プロキシサーバーの設定を変更します。

● ビューワーと録画サーバー間でプロキシサーバーを使用する場合は、リプライの
バッファリングを行わないものである必要があります。リプライのバッファリング
を行うプロキシサーバーでは、録画サーバーからビューワーへの少量データ（イベ
ントなど）の送信に遅れが生じることがあります。Apacheプロキシサーバーは、
リプライのバッファリングを行うため、ご使用できません。

● プロキシサーバーを使用する場合、音声の送受信はできません。

お願い

録画サーバーをIPアドレスで指定して起動する

録画サーバーとビューワーを別々のPCにインストールした場合は、IPアドレスを指定して録画
サーバーに接続し、ビューワーを起動します。

ドロップダウンメニューから[IP
アドレスで指定する]を選択しま
す。

[接続]ボタンをクリックします。

[ホスト名]にマスター録画サー
バーのIPアドレスまたはホスト
名を入力し、[ポート]にポート
番号を入力します。

[接続]ボタンをクリックします。

[ユーザー名]と[パスワード]を
入力して[ログイン]ボタンをク
リックします。

5

4

3

2

1

録画サーバーへの接続に失敗した場合も、このIPアドレス入力用のダイアログが表示さ
れます。

ヒント



VKビューワーの起動と[各種設定]画面の表示
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カメラサーバー情報が設定されていないマスター録画サーバーにビューワーがアクセスした場合、
ビューワー画面は下図の通り空白になっています。[各種設定]画面を使用してビューワーを設定す
る必要があります。

各ネットワーク上で設定を行う管理者を一人に限定することを強くお勧めします。
お願い
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[各種設定]画面にアクセスする

[各種設定]画面を開くには、以下の操作を行います。

● メニューバーで[表示]→[設定画面]を選択する

メニューバーはビューワー画面の左上にありま
す。

メニューバーの[表示]メニューから[設定画面]を
選択します。

[各種設定]画面が表示されます。
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[ロケーション/ゾーン]タブが選択されている状態

サマリー情報エリアの見えない部分を表示するには、スクロールバー
をドラッグします。

ツリーエリア

サマリー情報エリア

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面

ロケーションとゾーンの作成、録画サーバーの追加、カメラサーバーの登録は、[録画サーバーとカ
メラサーバーの登録]画面で行います。

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面を表示する

VKビューワーを起動し、[各種設定]画面を表示します。

[カメラ登録]タブをクリックします。

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面が
表示されます。

この画面には、さらに[録画サーバー]、[ロ
ケーション/ゾーン]という2つのサブ画面があ
り、対応するタブをクリックすると開きます。

2

1

[録画サーバー]タ
ブが選択されて
いる状態
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[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面

内容がすべて見えるようにするには、仕切り線を
ドラッグします。

[録画サーバー]と[ロケーション/ゾーン]のオプション

[録画サーバー]タブでは、以下の操作を行うことができます。

[録画サーバー追加] - 録画サーバーをシステムに追
加することができます（10台以下で運用してくだ
さい）。

[編集] - 選択した録画サーバーのアドレスを変更
することができます。

左側パネルのツリーエリアから録画サーバーを選択します。右側パネルには、ユーザーが選択した
録画サーバーに録画されるカメラサーバーのリストが表示されます。

[ロケーション/ゾーン]タブでは、以下の操作を行うことができます。

[ロケーション追加] - 新しいロケーションをシス
テムに追加することができます。

[ゾーン追加] - 新しいゾーンをロケーションに追
加することができます。

左側パネルのツリーエリアでロケーションの中のゾーンを選択すると、そのゾーン内にあるカメラ
サーバーのリストが右側パネルに表示されます。

両方のタブに含まれるその他の機能

どちらのタブが選択されている場合も、右側パネルにはカメラサーバーの機能が表示されます。

● [カメラサーバー検索] - LAN上のカメラサーバーを自動検索し、登録することができます。

● [カメラサーバー追加] - 新しいカメラサーバーをシステムに追加することができます。

● [カメラサーバー編集] - 登録されたカメラサーバーの設定を編集することができます。

● [カメラサーバー削除] - カメラサーバーをシステムから削除することができます。

VKビューワー単体でご使用の場合は、カメラサーバー一覧の情報には[カメラサー
バー]と[ロケーション/ゾーン]、[機種]しか表示されません。

お願い
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ロケーションとゾーン

カメラサーバー登録の準備として、ロケーションとゾーンを作成します。

カメラサーバーは、ロケーションとゾーン別にグループ化されます。例えばロケーションとは、オ
フィスビル、店舗、学校などのことです。ゾーンはロケーションの一部で、オフィスの特定のフロ
アや店舗内のキャッシュレジスタエリアなどを指します。

VK-64/VK-16ネットワーク上の実際のロケーションとゾーンの例を次の図に示します。ビュー
ワーアクセスは[ロケーション]、[ゾーン]ドロップダウンメニューで行います。

ゾーンは、1つのロケーションの中の異なるエリ
アです。

ロケーション2

ゾーン4 ゾーン5

ゾーン6

ロケーション3

ゾーン7

ゾーン8

ロケーション1（ピットストリートのモール）

ゾーン1

ゾーン3

設定が済んだロケーションやゾーンを選択するには、
ビューワー画面の[カメラ選択]エリアを使用します。
他のロケーションを選択すると、そのロケーション
に対応するゾーンが表示されます。

ゾーン2
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ロケーションとゾーン

ロケーションを左側のドロップダウンメニューから選択すると、そのロケーションに対応するすべてのゾーンが
カメラサーバーのサムネイル画像として右側に表示されます。
このタブには4つのサムネイル画像がありますが、これは、このゾーンに4台のカメラサーバーがあることを示
します。

このタブには6つのサムネイル画像がありますが、これは、このゾーンに6台
のカメラサーバーがあることを示します。

● ロケーション/ゾーンの階層構造は、録画サーバーに対応付けるカメラサーバーの
グループ分けには左右されません。たとえば、1つの録画サーバーで複数のロケー
ションからの映像を録画することもできますし、1つのロケーションの複数のカメ
ラサーバーを複数の録画サーバーで録画することもできます。

● 複数の録画サーバー使用時に、カメラサーバー登録済みの録画サーバーをマスター
録画サーバーに登録すると、サムネイルが表示されません。その場合は、マスター
録画サーバー上から個々の[カメラサーバー編集]ダイアログで[接続]ボタンをク
リックして、サムネイルを更新します。

お願い
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ロケーションとゾーン

● ステップ1：[ロケーション/ゾーン]タブの[ロケーション追加]ボタンをクリックする

[カメラ登録]画面で[ロケーション/ゾーン]
タブがまだ選択されていない場合は選択し
ます。

[ロケーション追加]ボタンをクリックすると、
[ロケーション追加]ダイアログが開きます。

新しいロケーション名（全角・
半角あわせて20文字まで）を
入力し、[OK]ボタンをクリッ
クします。

3

2

1

ロケーション、ゾーンを追加する

● ステップ2：[ロケーション/ゾーン]タブの[ゾーン追加]ボタンをクリックする

[カメラ登録]画面で[ロケーション/ゾーン]
タブがまだ選択されていない場合は選択し
ます。

[ゾーン追加]ボタンをクリックすると、
[ゾーン追加]ダイアログが開きます。

新しいゾーン名（全角・半角
あわせて20文字まで）を入力
します。

[ロケーション]ドロップダウン
メニューからロケーションを
選択し、[OK]ボタンをクリッ
クします。

選択したゾーンが、指定した
ロケーションのフォルダ内に
表示されます。

4

3

2

1

● 別のロケーションにゾーンを追加したい場合は、ゾーンを追加する前にロケーショ
ンを作成する必要があります。

● 同じ名前のロケーションを複数追加することや、1つのロケーション内に同じ名前
のゾーンを複数追加することはできません。

● ロケーションやゾーンとして追加できる数には、制限はありません。

お願い
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ロケーションとゾーン

ロケーション、ゾーンを編集する

ロケーションまたはゾーンをダブルクリックします。

[ロケーション編集]または[ゾーン編集]ダイアログが開きます。

設定内容を変更して、[OK]ボタンをクリックします。2

1

ロケーション、ゾーンを削除する

リスト内のロケーションまたはゾーンをクリックして選択し、メニューバーの[編集]メ
ニューから[削除]を選択します。

または、ロケーションまたはゾーンをクリックして選択し、キーボードの[Delete]キーを押
します。

確認のダイアログで、[はい]をクリックします。

キャンセルする場合は[いいえ]をクリックします。
2

1



● 同一の録画サーバーを繰り返し追加しないでください。

● 別のマスター録画サーバーによって管理されている録画サーバーを追加する場合
は、ロケーション/ゾーンの設定は無効になります。

● 録画サーバーを追加する前に，追加する録画サーバーのWindowsの設定変更が必
要です。「動作環境のご注意」（→ P.24～P.27）を参照してください。

● ポート番号は変更しないでください。

お願い

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面を表示する

VKビューワーを起動し、[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面を表示します。

VKビューワー単体でご使用の場合は、[録画サーバー]タブは表示されず、録画サー
バーを追加できません。

お願い

録画サーバーは最大10台で運用することができます。運用できるカメラサーバーの最
大数は192台です。

ヒント

録画サーバーを追加する

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画
面で[録画サーバー]タブを選択します。

[録画サーバー追加]ボタンをクリックする
と、[録画サーバー追加]ダイアログが開き
ます。

接続設定を入力して、[OK]
ボタンをクリックします。

3

2

1

録画サーバーの追加

86

録画サーバーを複数使用する場合は、以下の手順で録画サーバーの追加を行います。複数の録画
サーバーを使用しない場合、および、必要な録画サーバーを追加済みの場合は、この操作を行う必
要はありません。

録画サーバーを追加すると、各録画サーバーが管理するカメラサーバーを、ビューワー画面から選
択することができるようになります。

VK-64/16VK-64/16



87

4
カ
メ
ラ
サ
ー
バ
ー
登
録
と
録
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定

録画サーバーの追加

録画サーバーを編集する

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面で[録画サーバー]タブを選択します。

追加済みの録画サーバーのリストが表示されます。

リスト内の録画サーバーをダブルクリッ
クします。

または、録画サーバーを選択して[編集]
ボタンをクリックします。

[録画サーバー編集]ダイアログが表示さ
れます。

設定を変更して、[OK]ボタンをクリック
します。

3

2

1

● 録画サーバーのIPアドレスを変更した場合は、この機能を使用して設定を変更して
ください。

● マスター録画サーバーを編集することはできません。
お願い

変更を保存するには[カメラ
登録]画面右下の[変更を保
存]をクリックします。

変更をキャンセルするには、
[変更を破棄]をクリックしま
す。

4
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録画サーバーの追加

録画サーバーを削除する

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面で[録画サーバー]タブを選択します。

追加済みの録画サーバーのリストが表示されます。

リスト内の録画サーバーをクリックして選択し、メニューバーの[編集]メニューから[削除]
を選択します。

または、録画サーバーをクリックして選択し、キーボードの[Delete]キーを押します。

確認のダイアログで[はい]をクリックします。

キャンセルする場合は[いいえ]をクリックします。

削除を反映するには[カメラ
登録]画面右下の[変更を保
存]をクリックします。

削除をキャンセルするには、
[変更を破棄]をクリックしま
す。

4

3

2

1

● 録画サーバーを削除すると、その録画サーバーに対応付けられていたカメラサー
バーの情報（ロケーションやゾーン、サムネイル画像やレイアウトなど）も削除さ
れます。

● マスター録画サーバーを削除することはできません。

お願い
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カメラサーバー登録

カメラサーバー登録の準備（ロケーションとゾーンの作成、および録画サーバーの追加）を終了後、
カメラサーバー登録を行います。

録画サーバーに、まだ目的のカメラサーバーを登録していない場合は、カメラサーバーを登録しま
す。

カメラサーバーを登録する（検索による登録）

カメラサーバーを登録すると、カメラサーバーをビューワー画面から選択することができるように
なります。

● [録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面を表示する

VKビューワーを起動し、[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面を表示します。

● 運用できるカメラサーバーの最大数は192台です。VK-Liteの最大数は4台です。

● 他の録画サーバーが管理するカメラサーバーに接続する場合は、まず録画サーバー
の追加を行います（→ P.86）。

ヒント

● カメラサーバーを検索する

[カメラ登録]画面の右側パネルの上
にある[カメラサーバー検索]ボタン
をクリックします。
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カメラサーバー登録

● 検索してもカメラサーバーが見つからない場合は、[カメラサーバー追加]ボタンを
クリックして追加してください。

● すでに登録されているカメラサーバーは、[登録]に「登録済み」と表示されます。
まだ登録されていないカメラサーバーの[登録]は空白です。

ヒント

● カメラサーバー検索を開始すると、PCはローカルサブネット内をチェックして、
接続されているすべてのカメラサーバーを調べます。別のサブネット上にあるカメ
ラサーバーは、対象外となるので[カメラサーバー追加]ボタンをクリックして追加
してください（→ P.91）。

● リストに表示されるカメラ名は、カメラサーバー側に設定されているものが表示さ
れます。名前等の詳しい設定方法は、カメラサーバーの使用説明書を参照してくだ
さい（VB-C60、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fi、VB-
C10/VB-C10Rは「カメラ名」、VB150は「機器名」、VB-C300は「VB-
C300NA」です）。

お願い

[検索結果]ダイアログが開き、検出されたカメラサーバーのリストが表示されます。
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カメラサーバー登録

● カメラサーバーを追加する

[検索結果]ダイアログの検索結
果リストからカメラサーバーを
クリックして選択します。

[カメラサーバー追加...]ボタン
をクリックします。

[カメラサーバー追加]ダイアロ
グが表示されます。

また、リストの項目をダブルク
リックして[カメラサーバー追
加]ダイアログを開くこともでき
ます。

引き続き、[カメラサーバー追
加]ダイアログで操作を行いま
す。

2

1

録画を行うには、録画スケジュール設定を行ってください。[OK]ボタンをクリックし
てもすぐに録画が開始されることはありません。

お願い

[カメラサーバー追加]ダイアログの表示内容は、接続しているカメラサーバーの種類に
よって異なります。

ヒント
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カメラサーバー登録

● カメラサーバーに接続する

[ホスト名]にホスト名またはIPアドレ
スを入力し、[ポート]にカメラサー
バー用のポート番号を入力します。
[ホスト名]は最大255文字、（ラベル
（ピリオド‘.’で区切られた部分）は
最大63文字）、[IPアドレス]は最大
15文字（ラベル（ピリオド‘.’で区
切られた部分）は最大3文字）、[ポー
ト]は「1」～「65535」の数字で入
力します。

カメラサーバーに接続するため、カメラサーバーに設定されている「ユーザー名」と「パス
ワード」を、それぞれの欄に入力します。[ユーザー名]にユーザー名を、[パスワード]にパ
スワードを入力します。

詳細情報が録画サーバーに保存されます。

[接続]ボタンをクリックします。

接続すると、[カメラサーバー追加]ダイアログの右側にタブが表示されます。
3

2

1

● この場合のユーザー名とパスワードは、カメラサーバーに設定されているものを指
します。カメラサーバーのユーザー名とパスワードがわからない場合は、カメラ
サーバーの管理者に確認してください。

● 録画サーバーおよびVKビューワーは、IPv6対応をしていません。

お願い

● [OK]ボタンをクリックしてダイアログを閉じる前に[接続]ボタンをクリックして
ください（[接続]ボタンをクリックするまで[OK]ボタンは無効になっています）。

● VB150（「ビデオ入力」が「同時」の場合）で、2台以上のカメラを設定している
ときには、2～4個のタブが追加されます。表示されるタブの数は、実際に接続さ
れているカメラの数ではなく、VB150の「カメラと映像の設定ページ」を使用し
て有効に設定されているカメラの数です。詳細は、VB150の使用説明書の第3章、
P.36を参照してください。

● VB150の「ビデオ入力」設定が「切替え」に設定されている場合は、「カメラと映像
の設定ページ」で、「カメラを使用する」が選択されている最初のカメラ名が、カメ
ラサーバーの代表として表示されます。このため管理者には、最初のカメラ名をカメ
ラサーバー全体で使用可能な一般的な名前に設定することをお勧めします。

● VB150をご使用の場合で、「設定ページのURL」を出荷時設定の「admin」以外
に設定していると、[接続]ボタンをクリックしたときにエラー表示され、接続でき
ません。「admin」に戻してご使用ください。

お願い
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カメラサーバー登録

● 録画サーバーを選択する

[録画サーバー]ドロップダウンメ
ニューに記載されている設定済みの録
画サーバーの中から録画サーバーを選
択し、[ホスト名]にホスト名またはIP
アドレス、[ポート]にポート番号を入
力します。
[ホスト名]は最大255 文字、（ラベル
（ピリオド‘.’で区切られた部分）は
最大63文字）、[ポート]は「1」～
「65535」の数字で入力します。

カメラサーバーから録画を行わない場合は、[録画サーバー]ドロップダウンメニューから[録
画しない]を選択します。

2

1

● 録画を開始するには、さらに録画スケジュールの設定を行う必要があります。

● VK-64では、1台の録画サーバーに登録可能なカメラサーバー数は、最大64台で
す（VK-16では、最大16台です）。

● VKビューワー単体でご使用の場合は、[録画サーバー]を設定することはできませ
ん。

● カメラサーバーのIPアドレスを変更した場合は、接続設定のホスト名と録画サー
バー設定のホスト名を変更する必要があります。

お願い

VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50FiにマルチターミナルVB-EX50を接
続し、「外部ビデオ入力を使用する」設定になっている場合、ビューワーで表示される
映像は、マルチターミナルに接続されたビデオカメラの映像になっている場合がありま
す。必要に応じて管理者ビューワーから切り替えてください。

ヒント

● 録画ストリームの使用を設定する（VB-C60）

VB-C60では、本体のメモリーに画像を一時
保存し、ネットワークの瞬断などによるパ
ケット落ちをカバーする機能として、録画ス
トリーム機能があります。

録画ストリームを使用する場合は、[録画ス
トリームを使用する]をチェックします。
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カメラサーバー登録

● ロケーションとゾーンを割り当てる

画面右側の[カメラ]タブが複数表示さ
れている場合は、設定を編集するカメ
ラサーバーのタブを選択します。

必要に応じて、[カメラ名]でカメラ名
を変更します。

[ロケーション]ドロップダウンメニューからカメラサーバーのロケーションを選択します。

[ゾーン]ドロップダウンメニューからカメラサーバーのゾーンを選択します。

別のロケーションやゾーンを追加する必要がある場合は[追加...]ボタンをクリックします。

[ロケーション追加]ダイアログまたは
[ゾーン追加]ダイアログが表示されま
す。

ロケーション名またはゾーン名を入力
して、[OK]ボタンをクリックします。

4

3

2

1

● [カメラ名]は15文字以内で入力します。

● [カメラ名]を変更しても、カメラサーバー側のカメラ名は変更されません。お願い

● 外部デバイス入力切替を設定する

外部デバイスの「入」/「切」を反転したい
場合は、[外部デバイス入力の入/切を反転し
て扱う]をチェックします。

※カメラサーバーの種類によっては、複数表示さ
れます。特に必要がなければ、この設定を変更
する必要はありません。

● 録画ストリームは、10fps以下のJPEG録画にのみ使用できます。10fpsより高
レートのJPEG録画やMPEG-4録画では使用できません。

● 録画ストリームは、複数の録画サーバーからの要求は受けられません。
複数のクライアントからVB-C60に録画ストリームの要求があった場合は、2つめ
以降の要求はエラーになり、通常のモードで接続されます。

● 録画する映像サイズ、映像品質、フレームレートによるネットワークの一時的輻輳
に対応します。

お願い



95

4
カ
メ
ラ
サ
ー
バ
ー
登
録
と
録
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定

カメラサーバー登録

● ビューワーのサムネイルを更新または設定する

[プレビュー]を確認し、ビューワー画面
のサムネイル画像として使用する映像を、
[更新]ボタンをクリックして取り込みま
す。
マウスを使用して撮影角度、ズームを変
更する場合は、[コントロール開始]ボタ
ンをクリックします。

画像上でマウスカーソルを動かします。矢印が表示され
ると、その矢印の方向にカーソルをドラッグすることが
できます。それに応じてプレビューが変わります。マウ
スカーソルを画像の中心に動かすと、ズームインやズー
ムアウトのコントロールが表示されます。

マウスカーソルがプラス（＋）の形のときにマウスボタ
ンを押すとズームインします。
マウスカーソルがマイナス（－）の形のときにマウスボ
タンを押すとズームアウトします。

2

1

● VB-C50FSi、VB-C50Fiをご使用の場合、パン、チルトの操作を行うことはでき
ません。

● 固定カメラまたはVC-C50iなどの外付けカメラをVB-C50iに接続してご使用の場
合、パン、チルト、ズームの操作を行うことはできません。

お願い

[ゾーン追加]ダイアログでゾーンを追
加する場合は、同じダイアログのロ
ケーションにも追加する必要がありま
す。

ドロップダウンメニューからロケー
ションを選択します。

ロケーションとゾーンの追加については、P.84を参照してください。
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カメラサーバー登録

● 映像を保存するためのドライブを選択する

[ドライブ]ドロップダウンメニューから、録
画サーバーのドライブを選択します。

● [ドライブ]には、録画サーバー設定で登録したネットワークドライブも表示されま
す。詳細は、「ディスクドライブの設定を選択する」（→ P.56）を参照してくださ
い。

● VKビューワー単体でご使用の場合は、[ドライブ]を設定することはできません。

お願い

● [カメラサーバー追加]ダイアログを終了する

[カメラサーバー追加]ダイアログの設定を終了するには、[OK]ボタンをクリックします。

[検索結果]画面から[カメラサーバー追加]ダイアログを表示していた場合は、[検索結果]画面が表示
されます。

この場合は、[キャンセル]ボタンをクリックし、[カメラ登録]画面に戻ります。

[カメラサーバー追加]ボタンをクリックして[カメラサーバー追加]ダイアログを表示していた場合
は、[カメラ登録]画面に戻ります。

[プリセット]ドロップダウンメニューから、あらかじめ設定されている位置（設定済みの場合）
を選択することもできます。

3

サムネイル画像を変更したい場合にプレビュー映像ウィンドウが空白のときは（[更新]
ボタンおよび[コントロール開始]ボタンが無効になっている場合）、[接続]ボタン（[接
続設定]の中にあります）をクリックしてください。ヒント

プリセットはあらかじめカメラサーバー側で設定しておく必要があります。カメラサーバー
のプリセットの設定方法については、カメラサーバーの使用説明書を参照してください。

ヒント
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カメラサーバー登録

● 登録情報を保存する

カメラサーバーの登録を保存するには、[カメラ登録]画面右下の[変更を保存]をクリックします。

登録内容をすべてキャンセルするには、[変更を破棄]をクリックします。

● ビューワー画面に戻る

ビューワー画面に戻る場合は、メニューバーの[表示]メニューから[ビューワー画面]を選択します。

[カメラ登録]画面の右下
隅には、[変更を保存]、
[変更を破棄]という2つ
のボタンがあります。
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カメラサーバー登録

[カメラサーバー編集]ボタンを
クリックします。

[カメラサーバー編集]ダイアロ
グが表示されます。このダイア
ログは、[カメラサーバー追加]
ダイアログとまったく同じです
（項目名をダブルクリックしてダ
イアログを開くこともできま
す）。

● カメラサーバーの設定を変更する

P.89～P.92と同様の手順で、カメラサーバーの設定を変更します。

2

カメラサーバーを編集する

[カメラ登録]画面の右側には[カメラサーバー編集]ボタンがあり、どちらのタブ（[録画サーバー]また
は[ロケーション/ゾーン]）が選択されている場合にも、カメラサーバーの編集を行うことができます。
[カメラサーバー追加]と同じダイアログ（→ P.91）が表示されます。

● カメラサーバーの編集を開始する

[カメラサーバー]リストでカメラサー
バーをクリックして選択します。

1
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カメラサーバー登録

● 編集を終了する

編集を終了するには、[OK]ボタンをクリックします。

[カメラ登録]画面に戻ります。

● 編集情報を保存する

カメラサーバーの編集を保存するには、[カメラ登録]画面右下の[変更を保存]をクリックします。

変更内容をすべてキャンセルするには、[変更を破棄]をクリックします。
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カメラサーバー登録

カメラサーバーを削除する

[カメラ登録]画面の右側には[カメラサーバー削除]ボタンがあり、どちらのタブ（[録画サーバー]
または[ロケーション/ゾーン]）が選択されている場合にも、カメラサーバーを削除することができ
ます。

● カメラサーバーを削除する

[カメラサーバー]リストでカメラサー
バーをクリックして選択します。

1

[カメラサーバー削除]ボタンを
クリックします（または、キー
ボードの[Delete]キーを押して
削除することもできます）。

確認のダイアログで[はい]をク
リックします。

キャンセルする場合は[いいえ]
をクリックします。

3

2
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カメラサーバー登録

● 削除を反映する

カメラサーバーの削除を反映するには、[カメラ登録]画面右下の[変更を保存]をクリックします。

変更内容をすべてキャンセルするには、[変更を破棄]をクリックします。



カメラサーバーの登録を行うと、録画スケジュール設定を行うことができます。

録画スケジュール設定では、「いつ」、「どのような」録画を行うかを設定すれば、録画を行うことが
できるようになります。

「いつ」：いずれかを設定

●指定した曜日（週間スケジュール）

●指定した日（特定スケジュール）

「どのような」：複数設定可能

●指定した時間帯を通じて録画する（常時録画）

●指定した時間帯に「動き検知」で録画する（動き検知）

●指定した時間帯に「センサー」を使って録画する（センサー録画）

「動き検知」で録画を行うと、映像に変化があった時だけ録画を行うことができます。詳細は、「動
き検知録画の設定」（→ P.122）を参照してください。

「センサー」で録画を行うと、センサー入力があった時だけ録画を行うことができます。詳細は、
「センサー録画の設定」（→ P.130）を参照してください。

102

録画スケジュール設定の概要

● 録画スケジュール設定は、VKビューワー単体でご使用の場合には設定することが
できません。

● 録画スケジュールの設定後、必ず運用テストを行ってください。
お願い

１つのスケジュールに、常時録画、動き検知録画、センサー録画の設定を重複して行う
ことができます。たとえば、1フレーム/秒で常時録画を行い、動きが検知されたとき
に5フレーム/秒で録画を行うことを設定することができます。ヒント

● 通常の録画運用は、週間スケジュールで設定します。

● [週間スケジュール]画面での設定方法については、P.107を参照してください。

[週間スケジュール]の設定例： 毎週月・水・金曜日のAM7:00～AM8:30に
録画を設定する

● [特定スケジュール]画面での設定方法については、P.141を参照してください。

[特定スケジュール]の設定例： 12月28日～1月3日の冬季休業期間の録画を
設定する

ヒント

VK-Liteは常時録画のみ使用できます。
お願い
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[録画スケジュール]画面

録画スケジュールには、週間スケジュールと特定スケジュールがあります。

いずれの場合も、[録画スケジュール]画面でカメラサーバーごとに必要な録画スケジュール設定を
行います。

● [録画スケジュール]画面を表示する

VKビューワーを起動し、メニューバーから[表示] → [設定画面]を選択します。

[各種設定]画面が表示されます。

[録画スケジュール]タブをクリックすると、[録画スケジュール]画面が表示されます。

[週間スケジュール]を選択すると、[週間スケジュール]画面が表示されます。3

2

1
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[録画スケジュール]画面

ゾーンに登録されているカメラサーバーゾーン カメラサーバーの時間帯バー

曜日表示

ロケーション

横方向のスクロールバーを
右にドラッグすると、スケ
ジュール上の他の曜日が表
示されます。

縦方向のスクロールバー
を下にドラッグすると、
他のゾーンが表示されま
す。
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[録画スケジュール]画面

[特定スケジュール]を選択すると、[特定スケジュール]画面が表示されます。
4 VK-64/16VK-64/16
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[録画スケジュール]画面

● スケジュールエリアの機能は週間スケジュールと同じですが、対象となる範囲が1
日単位（00:00から24:00まで）である点が異なります。たとえば長い週末休暇
中（金、土、日）に特定スケジュールを機能させるには、このスケジュールを使用
する日付のリストに、この3日分の日付を追加する必要があります。

● 特定スケジュールの実行中は、週間スケジュールが設定されていても無効になりま
す。無効になったスケジュールが存在する場合は、以下の警告が表示されます。
「録画スケジュールが登録されていないカメラがあります。このまま保存してもよ
ろしいですか?」

お願い

スクロールバーをドラッグする
と、他の曜日の録画スケジュー
ルや別のゾーンを確認すること
ができます。

ゾーンに登録されているカメラサーバー一覧特定スケジュールリスト

日付リスト

録画サーバーリスト スケジュールエリア（24時間）
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週間スケジュールの設定

[週間スケジュール]では、以下の設定を行うことができます。

● [録画サーバー]リスト - スケジュールを編集する録画サーバーを選択します。

[録画スケジュール]画面に、リスト内の最初の録画サーバーが表示され、その右側に対応するス
ケジュールが表示されます。

●スケジュールエリア - 曜日別の録画スケジュールを設定します。

録画サーバーリスト スケジュールエリア
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週間スケジュールの設定

週間スケジュールを作成する

● [週間スケジュール]画面を表示する

メニューバーから[表示] → [設定画面]を選択します。

[各種設定]画面が表示されます。

[録画スケジュール]タブをクリックすると、[録画スケジュール]画面が表示されます。

[週間スケジュール]を選択すると、[週間スケジュール]画面が表示されます。

● 録画サーバーを変更する

別の録画サーバーのスケジュールを表示したい場合
は、[録画サーバー]ドロップダウンメニューをク
リックします。それ以外は次の手順に進みます。

ドロップダウンメニューには、割り当て済みの複数の録画サーバーのリストが表示されることがあり
ます。別の録画サーバーを選択すると、スケジュールエリアが再表示され、関連するゾーンが表示さ
れます。

● 録画スケジュールを作成する

カメラ名に対応するスケ
ジュールエリアをドラッグ
してマウスボタンを放しま
す。[録画スケジュール追加]
ダイアログが表示されます。

3

2

1

または、カメラ名の横のスケジュールエリ
アを右クリックし、コンテキストメニュー
の[スケジュール追加]をクリックします。
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週間スケジュールの設定

複数のカメラサーバーを対象にしたスケジュールエリアをドラッ
グすると、[録画スケジュール追加 - 複数カメラ]ダイアログが表
示されます。これによって、複数のカメラサーバーに簡単にスケ
ジュールを設定することができます。一度作成してから、各カメ
ラサーバーの設定を変更することもできます。

● スケジュールの録画時間は最短で15分です。

● 同一カメラサーバーで重複するスケジュールは作成できません。お願い

開始時刻と終了時刻、曜日を設定しま
す（→ P.110）。

フレームレートを設定したり、動き検知やセ
ンサーイベントによる録画を設定します（→
P.111）。

プレビュー映像ウィンドウの中でマウスカー
ソルを移動してカメラアングルを変更します
（→ P.95）。

プリセットカメラアングルと露出補正
を設定します（→ P.112）。

外部デバイス出力を設定します
（→ P.115）。
※カメラサーバーの種類によって設定できる
外部デバイス出力の数が異なります。

暗視機能、映像サイズ等を設定します
（→ P.114）。

設定については次のページ以降で説明します。

Internet Explorerが起動してカメラサー
バーのトップページを表示します。

[カメラ制御パネル]でカメラサーバーの制御を
行います（→ P.194）。

音声の録音を設定します（→ P.111）。
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● 常時録画を設定する

ある時間帯にわたって連続して
録画を行う場合は、[常時録画]
をチェックします。

ドロップダウンメニューからフレームレートを選択するか、または数値を入力してください。

フレームレートは、0.1～30フレーム/秒の範囲で設定できます。5フレーム/秒がデフォル
トのフレームレートです。VK-Liteの場合は、上限5フレームです。

常時録画の詳細については、P.121を参照してください。

2

1

週間スケジュールの設定

● 録画時刻を設定する

時または分をクリックし選択してから、
上矢印/下矢印をクリックもしくは直接
入力して、時刻を変更します。

● 録画する曜日を選択する

[曜日]では、上記の[時間]で設定した
録画時刻を適用する曜日をチェックし
ます。

● 特定スケジュールを設定すると、終日にわたって週間スケジュールよりも優先され
ます。

● 時刻は24時間制です。

● カメラサーバーで[ユーザーへのサービス時間を設定する]項目が有効になっている
場合、VK-64/VK-16ではサービス時間内のみ録画を行うことができます。

● 録画スケジュールに使用される時間帯は、録画サーバーが動作しているPCの時間
帯に基づいています。

● PCのオペレーティングシステムで夏時間の設定が行われている場合、録画サー
バーは夏時間の開始時および終了時に調整を行います。

お願い

● [開始]を22:00、[終了]を8:00のように日付を越える時間帯での録画を設定する
こともできます。

● 24時間録画したい場合は、[終日]ボタンをクリックします。[開始]時刻と[終了]時
刻はそれぞれ00:00に設定されます。

ヒント
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週間スケジュールの設定

● 動き検知録画、センサー録画を設定する

動きを検知した場合に録画を開
始するには、[動き検知録画]を
チェックします。

センサーから録画動作を起動するには、[センサー録画]をチェックします。

[設定...]ボタンをクリックし、詳細設定を行ってください。

動き検知録画、センサー録画の詳細については、P.122、P.130を参照してください。
3

2

1

● 音声の録音を設定する

録画モード設定時に録音もしたい場合
は、[録音]をチェックします。

音声だけの録音はできません。録画＋
録音の設定を行ってください。

● 音声の録音は、音声送信をサポートしているカメラサーバー（VB-C60、VB-
C300、VB-C50i、VB-C50iR、VB-C50FSi）で有効です。音声送信をサポー
トしていないカメラサーバーの場合は、[録音]チェックボックスは無効表示となり
ます。

● 音声の録音は、録画モードがオンのときに有効です。録画はしないで録音だけのス
ケジュールは設定できません。

● 受信映像（→ P.114）がJPEGのとき、録画＋録音の再生は同期します。ただし、
完全な同期を保証するものではありません。

● ライブ映像＋音声は同期しません。

● 音声は8KB/秒で録音されます。通信量は64kbpsです。

● 音声の録音が設定されると、[各種設定]-[カメラ登録]タブ（→ P.80）、[各種設
定]-[録画スケジュール]タブ（→ P.103）の各画面で、「常時録画」＋「センサー
（録音）」のように、録音が設定されている表示がされます。

● ビューワー画面のタイムライン表示（→ P.154）には、録音の有無は表示されま
せん。

● プロキシサーバー経由での録音には対応していません。

お願い

VK-64/16VK-64/16



週間スケジュールの設定
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● プリセットカメラアングルと露出補正を設定する

プレビュー映像ウィンドウには、
選択されているカメラサーバーが
接続されている場合、そのカメラ
サーバーのライブプレビュー映像
が表示されます。

[プリセット]ドロップダウンメ
ニューからカメラサーバーのプ
リセット位置を選択すると、そ
のアングルからのライブプレ
ビュー映像が表示されます。

また、プレビュー映像ウィンドウ上にマウスカーソルを移動すると、矢印が表示されカメラ
アングルを変更することができます（→ P.95）。

複数のプリセット位置を順に移動するには[プリセット巡回]をチェックします（VB-C60、
VB-C300、VB-C50i/VB-C50iRのみ）。プリセット位置の巡回順を設定するには[設定...]
ボタンをクリックします。

プリセット巡回の設定方法については、P.137を参照してください。

[露出補正]ドロップダウンメニューから露出補正の[入]または[切]を設定します（VB-C300、
VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fi では、[強]、[中]、[弱]、[切]。VB-C60で
は、[0]、[+1]、[+2]、[+3]、[-3]、[-2]、[-1]）。

[指定しない]を選択すると、カメラサーバーで設定された露出補正になります。

3

2

1
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週間スケジュールの設定

● プレビュー映像ウィンドウでマウスカーソルを移動しコントロールを表示してカメ
ラアングルを調整することもできます。クリック操作により、パン、チルト、ズー
ムに関する調整を行います（→ P.95）。

● カメラサーバー操作が終わると、[プリセット]は[今の位置で録画]になり、録画時
には現在の露出補正とカメラサーバー位置の設定が使用されます。VB-C300のデ
ジタルズーム領域でのプリセット位置設定は画角がずれることがあります。

● [プリセット]を[指定しない]に設定すると、録画サーバーはカメラサーバーが現在
映像を表示している位置で録画を行います。ただし、ビューワーからカメラアング
ルを変更すると、変更後の位置で録画が行われます。

● 次のような場合に録画サーバーは、カメラサーバーが現在表示している映像を録画
します。

・VB150に複数のカメラを接続し、「ビデオ入力」の設定が「切替え」になっている

・VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fiに外付けカメラを接続し、
「外部ビデオ入力を使用する」の設定がされている

● VB-C50i/VB-C50iR、VB-C300、VB-C60のカメラヘッドポジションの初期化
動作中は、カメラサーバーが現在の位置から一度正面を向き、初期化が終了すると
再び元の位置に戻ります。この間の映像は録画されますのでご注意ください。

● プリセット巡回を使用すると、動き検知による録画、露出補正、追加オプションは
使用できません。

● [カメラ制御パネル]でパン、チルト、ズームを行った場合は、[プリセット]ドロッ
プダウンメニューの値が[今の位置で録画]に変更されます。

● プリセット巡回に追加するプリセットは、カメラサーバーで作成されたものです。
カメラーサーバーを使用してプリセットを作成する方法については、カメラサー
バーの使用説明書を参照してください。

● VB-C300は、カメラサーバー側でプリセット巡回を行うことはできませんが、本
設定を使用してプリセット巡回を行うことができます。

● [プリセット巡回]が設定されている場合は、[露出補正]は設定できません。

● [露出]が設定されている場合は、[露出補正]は[指定しない]に変更されます。

● VB-C60では、[今の位置で録画]が選択された状態で電子ズーム領域まで操作され
た場合、スケジュール追加/編集ダイアログやセンサー設定ダイアログの[OK]ボタ
ンを押したときに、エラー表示され設定できません。

お願い
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週間スケジュールの設定

● [ナイトモード]を選択した場合は、録画スケジュールの終了後、デイモードの状態
になります。

● 受信映像を大きくするとディスクの使用量も大きくなります。ディスクに十分な空
き容量があることを確認してください。

● 暗視機能を「自動」でご使用の場合は、カメラ制御パネルで露出が「オート」に
なっていることを確認してください。

● VB-C60、VB-C300、VB-C50i シリーズとVB150のみで[ナイトモード]、[デイ
モード]、[指定しない]、[自動]（VB-C300、VB-C60のみ）の設定が行えます。

● ナイトモードでは、画面は白黒になります。

● [自動]を指定した場合、カメラ制御パネルでの暗視機能操作は行えません。

● ドームハウジングを使用した場合、内蔵赤外光照明の使用はできません。

お願い

● 暗視機能と受信映像を設定する（VB-C60、VB-C300、VB-C50i/VB-C50iR、
VB-C50FSi、VB-C50Fi、VB150）

[暗視機能]をドロップダウンメ
ニューから選択します。[指定しな
い]、[デイモード]、[ナイトモー
ド]、[自動]の選択項目があります。

1

●［ナイトモード］では、カメラの暗視機能をオンにします。スケジュール期間終了
時にデイモードに変更されます。

●［自動］では、明るさに応じて自動的に暗視モードを切り換えます。
ヒント

ドロップダウンメニューから録画時の[受信映像]を選択します。[JPEG小]、[JPEG中]、
[JPEG大]、[MPEG-4]、[指定しない]の選択項目があります。

[指定しない]を選択すると、カメラサーバー側の暗視機能と映像サイズの設定に従い録画され
ます。

2

指定した受信映像に対する、実際の映像サイズは以下のとおりです。

ヒント JPEG小

JPEG中

JPEG大

MPEG-4

指定しない

160×120

320×240

640×240（VB150のみ）
640×480

設定ページで設定したサイズ（VB-C60のみ）

録画開始時に設定ページで設定されていたサイズ(VB-C60のみ)

設定ページで設定したサイズ

[MPEG-4]は、VB-C60にのみ表示されます。
お願い
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[設定...]ボタンをクリックした場合
は、[外部デバイス出力設定]ダイア
ログで、目的の出力先のドロップダ
ウンメニューをクリックして、[常
に入]または[指定しない]に設定しま
す。

3

● 外部デバイス出力を設定する

外部デバイス出力を操作するに
は[外部デバイス出力を操作す
る]をチェックします。

外部デバイス出力の設定を変更するには[設定...]ボタンをクリックします。設定を変更しな
い場合はデフォルト設定が適用されます。

2

1

週間スケジュールの設定

● 追加オプションを設定する

[カメラ制御パネル]で設定した、露出、
WB（ホワイトバランス）、スマート
シェード補正、フォーカスの設定値を
使用するには、各チェックボックスを
チェックします。

● 追加オプションは、VB-C60とVB-C300のみで使用することができます。ただし
[スマートシェード補正]は、VB-C60のみで有効です。

● [露出]をチェックすると、[露出補正]は無効表示になります。

● [プリセット巡回]が設定されている場合は、追加オプションは設定できません。

● 追加オプションの設定は、スケジュール実行中にカメラサーバーの設定が変更されて
も、録画サーバーによって設定値に戻されます。

お願い

VB-C300では、[外部デバイス出力設定]ダイアログで設定できる出力先は１種類です。
ヒント
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週間スケジュールの設定

● 設定を終了する

新しい設定を保存する場合は[OK]ボタンをクリックします。

変更内容をキャンセルする場合は[キャンセル]ボタンをクリックします。

[OK]ボタンをクリックした後でも、プリセットと露出補正はビューワー画面上に表示される映像
ウィンドウに反映されます。必要に応じて、[カメラ制御]ボタンをクリックしてカメラ制御を行っ
てください。

● 設定を保存する

週間スケジュールを保存するには、[週間スケジュール]画面右下の[変更を保存]をクリック
します。

変更内容をすべてキャンセルするには、[変更を破棄]をクリックします。

ビューワー画面に戻る場合は、メニューバーの[表示]メニューから[ビューワー画面]を選択
します。

2

1

カメラサーバーには、センサー入力やスケジュールによって映像を本体のメモリに録画
する機能があります。カメラサーバー側でこれらの機能が有効になっている場合、VK-
64/VK-16での設定よりも優先されるため、設定した録画スケジュール時に指定の位
置で録画が行われない場合があります。VK-64/VK-16側で録画を行うには、カメラ
サーバーの設定を無効にしてください。

お願い
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カメラサーバー設定の変更

[録画スケジュール追加/編集]ダイアログの[本体設定]ボタンをクリックすると、Internet
Explorerが起動してカメラサーバーのトップページが表示されます（VB-C60の場合）。

[設定ページ]をクリックすると設定ページが表示され、カメラサーバーの設定を変更することがで
きます。
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カメラサーバー設定の変更

録画スケジュール設定に関連する主な設定事項は以下の通りです。詳細は、カメラサーバーの使用
説明書を参照してください。

● ユーザー名とパスワード

●カメラサーバーのユーザー名とパスワードを設定します。VK-64/VK-16側では設定できません。

● 動き検知

●カメラサーバーがVB-C60、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50FiまたはVB150
である場合、カメラサーバー側で動き検知の設定をしてください。

●VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fiなどのカメラサーバー側で動き検知を設定す
る場合は、カメラサーバーに同梱の「VB管理ツール」を使用してください。

●VB150（「ビデオ入力」設定が「切替え」になっている必要があります）の動き検知の設定は、
VK-64/VK-16の「動き検知設定」ダイアログ（→ P.122）を使用して行います。

●動き検知機能は高い信頼性が求められる用途には適していません。監視などで常に高い信頼性が
要求される用途では、使用しないことをおすすめします。動き検知機能の動作の結果生じた事故、
損害などについて、弊社では一切の責任を負いかねます。

● 映像品質

●映像品質を設定することができます。動き検知の設定は、カメラサーバーの映像品質の設定に影
響を受ける場合があります。カメラサーバーの映像品質を変更した場合は、動き検知の設定を見
直してください。

● カメラ名

● [カメラサーバー]リストに表示されるカメラ名を設定します。VK-64/VK-16側では設定できま
せん。
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カメラサーバー設定の変更

● プリセット

●あらかじめカメラサーバー側で設定します。VK-64/VK-16側では設定できません。

●カメラサーバーでプリセットを指定した録画設定を行っている場合には、VK-64/VK-16側で録
画スケジュールやカメラサーバー位置を指定していても、カメラサーバー側の設定が優先されま
す。 カメラサーバー側でカメラ制御を開始した時点で、制御権が失われます。

●カメラサーバー側でプリセットを設定済みであるにもかかわらず、VK-64/VK-16側で[プリ
セット]が無効になっている場合は、映像ウィンドウメニューから[カメラ制御権を取得]を選択す
ると、使用可能になります。

● ユーザーへのサービス時間を設定する

●カメラサーバーで[ユーザーへのサービス時間を設定する]項目を有効に設定した場合、VK-
64/VK-16ではサービス時間内のみ録画を行うことができます。

● 外部デバイス

●センサー名などの外部デバイス名を設定します。VK-64/VK-16側では設定できません。

●カメラサーバー側で外部デバイスが設定されていないと、VK-64/VK-16側で外部デバイスの設
定が行えません。

● センサー入力、本体メモリ録画

●カメラサーバーには、センサー入力やスケジュールによって映像を本体のメモリに録画する機能
があります。カメラサーバー側でこれらの機能が有効になっている場合、カメラサーバー側の設
定が優先されます。
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スケジュールの一括設定

スケジュールを設定する際に、複数のスケジュールを一括して設定することができます。

● 複数のカメラスケジュールを作成する

複数のカメラサーバーを対象にしたスケジュールエリアをドラッグすると、[録画スケジュール追
加- 複数カメラ]ダイアログが表示されます。これによって、複数のカメラサーバーに簡単に録画ス
ケジュールを設定することができます。一度作成してから、各カメラサーバーの設定を変更するこ
ともできます。

例： 3つのカメラサーバーをまたがるように、スケジュールエリアをドラッグすると、同じ時間帯
のスケジュールを3つのカメラサーバーに一括して設定することができます。

● 複数のカメラサーバースケジュールの変更、移動

[Ctrl]キーを押しながら、複数のスケジュール項目をクリックして選択した状態でドラッグすると、
複数の録画スケジュールを変更したり移動することができます。
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常時録画の設定

週間スケジュール、特定スケジュールを設定する際に、0.1～30フレーム/秒の常時録画を設定す
ることができます（VK-Liteでは、5fpsが上限です）。

[fps]では、1秒間に何枚の静止画を録画するかを設定します。

[fps]の設定値が大きいほど、再生される動画は滑らかになりますが、録画サーバーやネットワー
クの負荷も高くなります。また、保存を行う録画データの量が増えるため、ハードディスクの使用
量が増加します。

録画に関するカメラサーバーの各種設定は、次のように操作します。

● 録画を設定する

ある時間帯にわたって連続して
録画を行う場合は、[常時録画]
をチェックします。

ドロップダウンメニューからフレームレートを選択するか、または数値を入力してください。

フレームレートは、0.1～30フレーム/秒の範囲で設定できます。5フレーム/秒がデフォル
トのフレームレートです。

2

1

● 録画サーバーのCPU負荷やディスク負荷が高くなると、指定通りのフレームレー
トで録画できなかったり、録画を一時停止することがあります。

● フレームレートを高くするとディスクの使用量が大きくなります。ディスクに十分
な空き容量があることを確認してください。

● 録画サーバーが実際に録画したフレームレートが、設定した最大フレームレートの
値と異なる場合があります。これは、カメラサーバーにアクセスしているビュー
ワーの数、カメラサーバーと録画サーバーの負荷、ネットワークトラフィックなど
の変化によるものです。VB-C10で映像サイズを640×480に設定している場合、
最大フレームレートは10フレーム/秒となり、VB150で4台のカメラを接続して
いる場合には2～3フレーム/秒となります。

● 受信映像にMPEG-4を設定した場合、この項目は無効表示になります。ただしその
時点でVB-C60の設定ページで指定したフレームレートで録画されます。

お願い
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動き検知録画の設定 VK-64/16VK-64/16

動き検知録画を設定する

「動き検知」で録画を行うと、あらかじめ設定した検知領域内で動きがあった場合に録画を行うこと
ができます。

動き検知録画は、[設定]ボタンをクリックして表示される[動き検知設定]画面で設定を行います。

[動き検知設定]画面の設定項目のうち、[スケジュール追加/編集]画面の設定項目と重複する項目が
あります。動き検知録画が実行される際には、[動き検知設定]画面の設定内容が優先されます。ま
た、[スケジュール追加/編集]画面で行った[プリセット]、[露出補正]の設定は、動き検知録画に適
用されます。

● 動き検知機能は高い信頼性が求められる用途には適していません。監視などで常に
高い信頼性が要求される用途では、使用しないことをおすすめします。動き検知機
能の動作の結果生じた事故、損害などについて、弊社では一切の責任を負いかねま
す。

● 動き検知は、録画サーバー、カメラサーバーのいずれか（[動き検知設定]画面で設
定した方）で行われます。カメラサーバーで実行する場合、カメラサーバーがパン、
チルト、ズームの移動を行っている間は動き検知を停止します（録画サーバーで実
行する場合は、停止しません）。

● 動き検知録画中にスケジュール期間が終了すると、録画も終了します。

お願い
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動き検知録画の設定

動き検知設定を編集する

動き検知録画の設定で検知領域や、動き検知の感度などを編集することができます。たとえば2つ
の入口がありそのうちの1つに関してのみ動きをチェックする場合など、必要に応じて検知領域を
変更することができます。

● ステップ1：[動き検知録画]の隣の[設定...]ボタンをクリックする

[動き検知設定]ダイアログが開きます。
（VB-C60のダイアログを下に示します。）

制御点をドラッグ
すると検知領域の
サイズを調整でき
ます。

動きによって発生する
イベントの優先度を設
定します。

感度オプションを
選択します。

動きによって開始される録画のフレームレート、イベント
前録画時間、イベント後録画時間を選択します。

動作中は検知イン
ジケーターに検知
状況が表示されま
す。

VB-C60、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、
VB-C50Fiの場合、このボタンをクリックしてカメ
ラサーバー上での動き検知を有効にします。

外部デバイス出力を
有効にします。

検知領域を4つに分け
て録画設定します。

感度、大きさ、判
定時間を細かく設
することもできま
す。



● ステップ2：動き検知のオプションを設定する

[動き検知設定]で、次のオプションを設定します。

[検知手段]ドロップダウンメニューから、以
下のいずれかを選択します。
[録画サーバー]
カメラサーバーから映像を取得して、録画
サーバーで動きを検知します。
[カメラサーバー]
カメラサーバーに搭載されている動き検知機
能を利用して動きを検知します。
（「ビデオ入力」設定が「切替え」になってい
るVB150または、VB-C60、VB-C50i/VB-
C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fiのみ）

[フレームレート]メニューから、0.1～30
フレーム/秒の範囲で選択します。

検知手段としてカメラサーバーを選択した場合、[設定...]ボタンが利用可能です。このボタンをク
リックすると、カメラサーバー付属の「動き検知設定ツール」が起動します。あらかじめ、VB-
C60、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fiに同梱の「VB管理ツール」をインス
トールしておいてください。動き検知の設定方法はカメラサーバーに付属の使用説明書を参照して
ください。

2

1

● VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fi側で動き検知設定を行う場合は、スケ
ジュール設定ツールから動き検知を実行するスケジュールを設定する必要があります。

● 録画サーバー側で動き検知を設定していると、CPU負荷が高くなる場合がありま
す。カメラサーバーが動き検知機能を搭載している場合は、カメラサーバー側で設
定することを強くお勧めします。

● 受信映像にMPEG-4を設定している場合は、[検知手段]に[録画サーバー]は選択で
きません。

お願い

動き検知録画の設定
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● このダイアログは、VB-C60接続時に検知手段に「カメラサーバー」を指定して、
[領域を区別する]をチェックした場合のものです。VB-C60では、4つの検知領域
（タブ画面）に対して個別に録画設定ができます。
検知手段に「録画サーバー」を指定した場合や他のカメラに接続した場合、および[領
域を区別する]をチェックしていない場合は、全領域に対する録画設定となります。

● [センサー録画]と併用する場合、動き検知とセンサー入力が同時に発生した時は、
センサー録画が優先されます。詳細は、「動き検知録画とセンサー録画の優先度に
ついて」（→ P.136）を参照してください。

● [プリセット巡回]と動き検知録画は併用できません。

お願い



● ステップ3：録画のための検知領域を設定する

[検知領域]では、動き検知を行う領域を調整することが
できます。デフォルトの場合、[検知領域]は全エリアと
なります。なお、カメラサーバーのパン、チルト、
ズームをこのウィンドウで操作することはできません。

映像エリアの四隅のいずれか、または端の四
角の制御点をクリックします。

動きを検知する境界線（点線の枠）を変更す
るには、制御点をドラッグします。

2

1
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動き検知録画の設定
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動き検知録画の設定

[動き検知設定]で、[検知領域]内で発生する動き検知の感度を設定することができます。[感度]、
[大きさ]の2つをスライドバーを使って設定します。

動き検知の状態は、[検知インジケーター]で確認できます。

[検知インジケーター]の色

[検知インジケーター]では動きが緑のバーで示され、動きの程度が[感度]と[大きさ]の設定値に達し
ない場合は緑のままになっています。設定値に達するとカラーバーが黄色に変わり、その状態が判
定時間で設定された時間だけ続くと、カラーバーが赤に変わり、イベントが発生します。[検知イン
ジケーター]の動作を、以下に示します。

●カラーバーが緑- 変化した部分の面積が指定した[大きさ]より少ない
状態です。このとき、カラーバーは大きさマーカーより左側の範囲
で動いています。

●カラーバーが黄色- 変化した部分の面積が指定した[大きさ]と同じか
大きい状態です。このとき、カラーバーは動きのピークが大きさ
マーカーの位置と同じか右側にあります。しかし、動きの継続時間
は、イベントを発生するのに必要な時間に達していません。

●カラーバーが赤- 設定された動き検知条件を満たす程度の動きの変
化が検出され、設定された時間だけ継続している状態です。このと
きになってはじめて、録画を実行するためのイベントが発生します。

大きさマーカー

大きさマーカー

大きさマーカー
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動き検知録画の設定

● [感度]を設定する

[感度]とは、動きとして検知するための変化の大きさです。

[感度]を調整するには、スライドバーをド
ラッグして、目的の感度に設定します。1～
250の10刻みで設定できます。

● [大きさ]を設定する

[大きさ]とは、動きとして検知するための変化した面の大きさ（設定されている検知領域に対する
比率）です。

[大きさ]スライドバーを、0～100%の間の
任意の位置にドラッグします。これにより、
検知エリア（点線の枠）内で動きが検出され
るのに必要な画像の比率を決定します。

スライドバーをドラッグすると、[大きさ]の設定値の変化に応じて、
検知インジケーター内の大きさマーカー（黒い縦線）が動きます。

大きさマーカー

動きとして認識する判定時間は0.2秒に固定されていますが、変更することもできます。
変更したい場合は[詳細設定]をチェックして、[詳細設定]ボタンをクリックします。
[詳細設定]ダイアログが表示され、0.0～5.0秒の間で変更できます。ヒント

感度は、「低感度」または「高感度」で設定することもできます。設定するには[詳細設
定]をチェックして、[詳細設定]ボタンをクリックします。[詳細設定]ダイアログが表
示され、[低感度]をクリックすると1～128、[高感度]をクリックすると129～256
の範囲で感度を設定できます。

ヒント
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動き検知録画の設定

● ステップ6：フレームレート、イベント前録画時間、イベント後録画時間を設定する

[録画設定]で、[最大フレームレート]
ドロップダウンメニューから録画映像
の最大フレームレートを選択するか、
または数値を入力します。0.1～30
フレーム/秒の範囲で設定できます
（デフォルト値は5フレーム/秒）。

1

●ステップ5：イベントの優先度を設定する

[優先度]で、この動きによって生じたイベン
トの優先度をドロップダウンメニューの[1.
最高]～[5.最低]から選択します。優先度は、
ビューワー画面でタイムライン上で色分けし
て表示されます。

検知領域を区別しないで全領域に対して録画設定を行う場合は、この操作は必要ありま
せん。

ヒント

複数の検知領域に同じ優先度を設定した場合は、検知領域1234の順番でスケジュール
が実行されます。

ヒント

● ステップ4：検知領域を設定する（VB-C60）

検知領域を区別して通知したい場合
は、[領域を区別する]をチェックしま
す。

録画設定を行うタブ画面の[以下の設
定で録画する]をチェックします。

2

1



[イベント前] - イベントが発生する前の録画秒数を入力します（最大30秒まで）。

[イベント後] - イベントが発生した後の録画秒数を入力します（最大999秒まで）。3

2
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動き検知録画の設定

[イベント前]と[イベント後]が0秒に設定されている場合でも、動きが検知されている
間は録画が行われます。

お願い

新しい設定値を保存する場合は[OK]ボタンをクリックします。

変更内容を削除する場合は[キャンセル]ボタンをクリックします。

動き検知動作の最適化については、第6章を参照してください。
ヒント

設定できる出力先はカメラサーバーによって異なります。

お願い

● ステップ7：外部デバイス出力を設定する

目的の出力先のドロップダウンメ
ニューをクリックして、[常に入]または
[指定しない]に設定します。

● [常時録画]と併用する場合は、[イベント前]は設定できません。

● [イベント前]を設定すると、イベント発生からビューワーにイベントが表示される
までに10秒前後かかる場合があります。

● 受信映像にMPEG-4を設定している場合は、VB-C60で設定されいるフレーム
レートが有効になります。

お願い



130

センサー録画の設定 VK-64/16VK-64/16

センサー録画を設定する

「センサー」で録画を行うと、センサーに入力があった場合に録画を行うことができます。

センサー録画は、[設定]ボタンをクリックして表示される[センサー設定]画面で設定を行います。

[センサー設定]画面の設定項目のうち、[スケジュール追加/編集]画面の設定項目と重複する項目が
あります。センサー録画が実行される際には、[センサー設定]画面の設定内容が優先されます。

VB150でビデオ入力を同時に設定し、複数のカメラを接続している場合、各々のカメ
ラに対して異なるセンサー録画の設定（または「録画しない」設定）を行うことができ
ます。ヒント

センサー録画中にスケジュール期間が終了すると、録画も終了します。
お願い
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センサー録画の設定

センサー設定を編集する

センサーイベント発生による録画の設定値を指定することができます。[センサー設定]ダイアログ
に表示されるタブの数は、各カメラサーバーのセンサーの数によって決まります。各センサーごと
に録画設定を変更することができます。

● ステップ1：[センサー録画]の隣の[設定...]ボタンをクリックする

[センサー設定]ダイアログが開きます。

タブをクリックするとそ
のセンサーの設定を変更
できます。
センサー名は、カメラ
サーバーで設定した名前
が表示されます。

Internet Explorerが起
動してカメラサーバーの
トップページが表示され
ます。

追加オプション（露出、
WB（ホワイトバラン
ス）、スマートシェード
補正、フォーカス）の使
用を設定します。

暗視機能は、VB-C60、
VB-C300、VB-C50i/
VB-C50iR、VB-C50FSi、
V B - C 5 0 F i 、 または
VB150に接続したVC-
C50i/VC-C50iRで使用
できます。この機能を、
[指定しない]、[デイモー
ド]、[ナイトモード]から
選んで設定することがで
きます。

センサーイベント発生時
に [外部デバイス出力]
を、[常に入]または[指
定しない]に設定します。

● センサーイベントが頻繁に発生する場合は、録画サーバーのCPU負荷が高くなりま
す。目安として、毎分10件を超えるイベントが発生し続ける場合には常時録画をお
勧めします。

● VB-C50iRをお使いの場合は、暗視機能を[ナイトモード]に設定すると、赤外線
カットフィルターが無効になります。赤外線ライトはオンになりません。赤外線ラ
イトをオンにするには、映像ウィンドウのメニューから行ってください。

お願い

[カメラ制御パネル]でカ
メラサーバーの制御を行
います。カメラ制御パネ
ルについては、第5章を
参照してください。
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● VB-C300のプリセット位置にデジタルズーム領域で画角設定を行うと、設定時の
画角と実際の録画の画角がずれることがあります。

● カメラサーバーには、センサー入力やスケジュールによって映像を本体のメモリに
録画する機能があります。カメラサーバー側でこれらの機能が有効になっている場
合、カメラサーバー側の設定が優先されます。

お願い

センサー録画の設定

● ステップ2：録画とイベントの優先度を設定する

[このセンサーで録画する]をチェッ
クして、センサーがオンになったら
録画できるようにします。

[優先度]で、この動きによって生じ
たイベントの優先度をドロップダウ
ンメニューの[1.最高]～[5.最低]か
ら選択します。優先度は、ビュー
ワー画面でタイムライン上のイベン
トとして色分けされています。

2

1

● ステップ3：センサーがオンになった時のカメラアングルを指定する

[カメラアングル]で、[プリセット]ドロッ
プダウンメニューから、[プリセット]位置
を選択します。センサーがオンになると、
カメラサーバーはこの位置に動くように設
定されます。

[指定しない]を選択すると、プリセットは
適用されません。

[プレビュー]エリアでマウスカーソルを移
動してコントロールを表示し、クリック操
作によりパン、チルト、ズームを調整して
カメラアングルを変更することもできます
（→ P.95）。
カメラサーバー操作を行うと、[プリセッ
ト]は[今の位置で録画]になります。
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センサー録画の設定

● ステップ4：暗視機能を設定する（VB-C60、VB-C300、VB-C50i/VB-C50iR、
VB-C50FSi、VB-C50Fi）

[暗視機能]をドロップダウンメニューから
選択します。[ナイトモード]、[デイモー
ド]、[指定しない]の選択項目があります。

● ステップ5： 追加オプションを設定する（VB-C60、VB-C300）

[カメラ制御パネル]で設定した、露出、
WB（ホワイトバランス）、スマートシェー
ド補正、フォーカスの設定値を使用するに
は、各ボックスをチェックします。

● 追加オプションは、VB-C60とVB-C300のみで使用することができます。ただし
[スマートシェード補正]は、VB-C60のみで有効です。

● [露出]が設定されている場合は、[露出補正]は[指定しない]に設定されます。
お願い

● [露出補正]ドロップダウンメニューをクリックして、[入]を選択すると、逆光になっ
ているカメラサーバー映像を補正することができます。この露出補正機能は、セン
サーがオンになったときに使用されます。たとえば、センサーがオンになったら、カ
メラアングルが室内から屋外の映像へと変わるように設定されている場合に、この機
能を利用してください。

● [センサー設定]画面で[プリセット]を設定した場合は、センサー入力が発生したと
きにカメラの位置が移動するため、イベント前録画の映像は、指定した位置とは異
なる映像になることがあります。
また、イベント後録画時間を0秒に指定していた場合、および、センサー入力が短
時間しか継続しなかった場合、プリセット位置にカメラサーバーが移動される前に
録画が終了する場合があります。

● ノーマルクローズタイプのセンサーをご利用する場合は、カメラサーバー登録画面
で設定する必要があります。詳細は「外部デバイス入力切替を設定する」
（→ P.94）を参照してください。

ヒント



134

センサー録画の設定

● [イベント前]と[イベント後]が0秒にセットされている場合でも、センサー入力が
検知されている間は録画が行われます。

● イベント前の録画時間が長くなるほど、メモリ使用量は多くなります。そのためメ
モリが不足した状態でイベント前録画時間を長くすると、ディスクを消費する仮想
メモリが不足した場合に、大幅に性能が低下する場合があります。

お願い

● ステップ6：フレームレート、イベント前録画時間、イベント後録画時間を設定する

[録画設定]で、次のように設定します。

[最大フレームレート] - 映像を録画
する際の最大フレームレートをド
ロップダウンメニューから選択する
か、または数値を入力します。0.1～
30フレーム/秒の範囲で設定できま
す（デフォルト値は5フレーム/秒）。

1

● 録画サーバーが実際に録画したフレームレートが、設定した最大フレームレートの
値と異なる場合があります。これは、カメラサーバーにアクセスしているビュー
ワーの数、使用されているカメラサーバーの数、カメラサーバーと録画サーバーの
負荷、ネットワークトラフィックなどの変化によるものです。

● 受信映像にMPEG-4を設定した場合、この項目は無効表示になります。ただしその
時点でVB-C60の設定ページで指定したフレームレートで録画されます。

お願い

[イベント前] - イベントが発生する前の秒単位の録画時間を入力します（最大30秒まで）。

[イベント後] - イベントが発生した後の秒単位の録画時間を入力します（最大999秒まで）。

新しい設定値を保存するには[OK]ボタンをクリックします。

変更内容を削除する場合は[キャンセル]ボタンをクリックします。

3

2

● [常時録画]と併用する場合は、[イベント前]は設定できません。

● [イベント前]を1秒以上設定すると、イベント発生からビューワーにイベントが表
示されるまでに10秒前後かかる場合があります。

お願い
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センサー録画の設定

設定できる出力先はカメラサーバーにより異なります。
お願い

[設定...]ボタンをクリックした場合
は、[外部デバイス出力設定]ダイア
ログで、目的の出力先のドロップダ
ウンメニューをクリックして、[常
に入]または[指定しない]に設定しま
す。

3

● ステップ7：外部デバイス出力を設定する

外部デバイス出力を操作するに
は[外部デバイス出力を操作す
る]をチェックします。

外部デバイス出力の設定を変更するには[設定...]ボタンをクリックします。そうでない場合
はデフォルト設定が適用されます。

2

1
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センサー録画の設定

● 動き検知録画とセンサー録画の優先度について

動き検知録画とセンサー録画にはイベントの優先度が設定できます。同時にイベントが発生した場
合は優先度が高い順に実行されます。

動き検知録画とセンサー録画を併用する場合、動き検知とセンサー入力が同時に発生した時はセン
サー録画が優先されます。

また、2つのセンサー録画の優先度が同じ場合は、先に発生したセンサー録画を優先して実行し、
先に発生したセンサー録画が終了した後に、後から発生したセンサー録画が残っていれば、後のセ
ンサー録画を再実行します。
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プリセット巡回の設定

プリセット巡回は、複数のプリセット位置を順に移動する機能です。

[録画スケジュール追加/編集]ダイアログには、プリセット巡回を設定するためのオプションがあり
ます。プリセット巡回を設定する方法を以下に説明します。

プリセット巡回を設定する

● プリセットを追加する

[プリセット巡回]をチェックして、[設
定...]ボタンをクリックします。

[プリセット巡回設定]ダイアログが表示
されます。

[追加]ボタンをクリックします。

[プリセット巡回（追加）]ダイアログが
表示されます。

[プリセット]ドロップダウンメニューか
ら追加するプリセットを選択します。

3

2

1

● プリセット巡回とMPEG-4を併用した場合、映像のデータ量が非常に大きくなりま
す。

● プリセット巡回の設定によっては、カメラのパン・チルト機構の耐久性に影響する
場合があります（→ P.140）。

● プリセット巡回では、最後のプリセット位置の次に、最初のプリセット位置へカメ
ラ位置が移動します。

● プリセット巡回を使用すると、動き検知による録画、露出補正、追加オプションは
使用できません。

● プリセット巡回に利用するプリセットは、カメラサーバーで設定します。プリセッ
トを作成する方法については、カメラサーバーの使用説明書を参照してください。

● プリセット巡回は、VB-C60、VB-C300、VB-C50i、VB-C50iRで利用できます。

お願い
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プリセット巡回の設定

選択したプリセットについて、[移動速度（PT）]、[移動速度（Z）]、[静止時間]の設定を
行います。

設定内容を確認し、[OK]ボタンをクリックします。

[プリセット巡回設定]ダイアログに戻ります。

● プリセット巡回をテストする

[プリセット巡回]をチェックして、[設定...]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回設定]ダイアログが表示されます。

[テスト実行開始]ボタンをクリックします。
[テスト実行開始]ボタンを使用すると、プリセット巡回を1回実行し、確認を行うことがで
きます。

● プリセットの設定内容を変更する

[プリセット巡回]をチェックして、[設定...]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回設定]ダイアログが表示されます。

変更するプリセットを一覧から選択し
て、[編集]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回（編集）]ダイアログが
表示されます。

2

1

2

1

5

4
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プリセット巡回の設定

[移動速度（PT）]、[移動速度（Z）]、[静止時間]の設定を行います。

設定内容を確認し、[OK]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回設定]ダイアログに戻ります。

● プリセットの順番を変更する

[プリセット巡回]をチェックして、[設定...]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回設定]ダイアログが表示されます。

順番を変更するプリセットを一覧から選択して、[上へ]、または[下へ]ボタンをクリックし
ます。

● プリセットを削除する

[プリセット巡回]をチェックして、[設
定...]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回設定]ダイアログが表示
されます。

削除するプリセットを一覧から選択して、[削除]ボタンをクリックします。

[OK]ボタンをクリックします。
[プリセット巡回設定]ダイアログに戻ります。

3

2

1

2

1

4

3

VB-C60、VB-C300を使用している場合、[カメラ操作時にフォーカスをデフォルト
設定に戻す]を選択して、フォーカスをデフォルト設定に戻すことができます。

ヒント

カメラサーバーのプリセットを削除した場合は、VK-64/VK-16のプリセットを見直
してください。

お願い



以下の警告表示が出た場合には、下表を参考に設定内容の変更を検討してください。

警告画面例

*画面内の巡回時間は設定により変わります。

[キャンセル]ボタンを押すと設定画面に戻ります。
[OK]ボタンを押すとそのまま設定データは保存されます。
（プリセット設定ツールをご使用の場合、設定ページの[保存]をクリックしてください。）

VB-C50i、VB-C300のパン・チルト機構の耐久目安はフル角度作動時で10万往復で
す。総巡回時間は移動速度/移動範囲/静止時間の組み合わせで決まります。下表を参考
に設定してください。

パン方向のプリセット巡回が10万往復相当に至るまでの総巡回時間（目安）

例： 移動速度（PT）：１、静止時間：30秒、パン方向の移動範囲（角度）：±50度
の場合、9444時間で10万往復相当に至ります。

VB-C60のパン・チルト機構の耐久目安はフル角度作動時で30万往復です。

パン方向のプリセット巡回が30万往復相当に至るまでの総巡回時間（目安）

移動速度（PT）1の場合 移動速度（PT）2の場合

お願い
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プリセット巡回の設定

移動速度（PT）1の場合 

静止時間 
（秒） 
0 
10 
20 
30

 
 

パン方向移動範囲（度）  
 ±50 
3872 
5666 
7555 
9444

±100 
3825 
4722 
5666 
6611

±150 
3809 
4407 
5037 
5666

（単位：時間） 

移動速度（PT）2の場合 

静止時間 
（秒） 
0 
10 
20 
30

 
 

パン方向移動範囲（度）  
 ±50 
1983 
3777 
5666 
7555

±100 
1936 
2833 
3777 
4722

±150 
1920 
2518 
3148 
3777

（単位：時間） 
 

静止時間 パン方向移動範囲（度）
（秒） ±50 ±100 ±150
0 11616 11475 11427
10 17000 14166 13222
20 22666 17000 15111
30 28333 19833 17000

（単位：時間）

静止時間 パン方向移動範囲（度）
（秒） ±50 ±100 ±150
0 5950 5808 5761
10 11333 8500 7555
20 17000 11333 9444
30 22666 14166 11333

（単位：時間）
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特定日の録画設定 VK-64/16VK-64/16

特定日の録画について

[特定スケジュール]は、祝祭日などの特定日の設定に使用します。[特定スケジュール]を設定する
と、重複している[週間スケジュール]の設定は無効になります。

[各種設定]画面で[録画スケジュール]タブをクリックし、[特定スケジュール]が設定されているこ
とを確認します。[特定スケジュール]では、以下の設定を行うことができます。

● [録画サーバー] - リストから録画サーバーを選択して、そのサーバーのスケジュールを追加/編
集します。関連するロケーションとゾーンがスケジュールエリアに表示されます。

●特定スケジュールリスト - 特定スケジュールを選択することができます。これは、祝祭日や週末
休暇など、ユーザーが定義するスケジュールです。

●日付リスト - スケジュールの日付を選択することができます。

●スケジュールエリア - 24時間が設定の対象となります。週間スケジュールよりも優先されます。
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特定日の録画設定

[スケジュール名]に「会社定休日」のよう
に名前を入力します（全角・半角あわせて
20文字まで）。

[OK]ボタンをクリックします。

特定スケジュールが追加され、ダイアログ
が閉じます。

[特定スケジュール]リストに新しいスケ
ジュールが表示されます。

3

2

特定スケジュールを追加、編集、削除する

[特定スケジュール追加]ダイアログでは、新しい特定スケジュールの名前を入力することができま
す。日付を特定スケジュールに対応付けるためには、先に特定スケジュールを作成しておく必要が
あります。追加できる特定スケジュールの数に制限はありません。

ダイアログを起動してスケジュールを追加するには、次のように操作します。

● 特定スケジュールを追加する

[追加...]ボタンをクリックします。
[特定スケジュール追加]ダイアログが表示されま
す。

1

● スケジュールエリアの機能は週間スケジュールと同じですが、対象となる範囲が1
日単位（00:00から24:00まで）である点が異なります。たとえば週末休暇中
（金、土、日）に特定スケジュールを機能させるには、このスケジュールを使用す
る日付のリストに、この3日分の日付を追加する必要があります。

● 特定スケジュールの実行中は、週間スケジュールが設定されていても無効になりま
す。無効になったスケジュールが存在する場合は、以下の警告が表示されます。
「録画スケジュールが登録されていないカメラがあります。このまま保存してもよ
ろしいですか?」

お願い
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特定日の録画設定

● 特定スケジュールを削除する

[特定スケジュール]で[特定スケジュール]リストの
いずれかのスケジュール名をクリックして選択し
ます。

[削除]ボタンをクリックします。特定スケジュー
ルが削除されます。

2

1

● 特定スケジュールを編集する

[特定スケジュール]で[特定スケジュール]リストの
いずれかのスケジュール項目をクリックして選択
します。

[編集...]ボタンをクリックします。

[特定スケジュール追加]ダイアログが表示されま
す。

新しい名前を入力します。たとえば、「会社の休日」
を「会社の創立記念日」に変更します。

[OK]ボタンをクリックします。

編集内容が保存され、ダイアログが閉じます。
3

2

1

日付が対応付けられている特定スケジュールを削除しようとすると、警告が表示されま
す。対応付けられている日付を削除してから特定スケジュールを削除してください。

お願い
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特定日の録画設定

日付を追加、削除する

[日付選択]カレンダーを使って、特定スケジュールに対応する日付を選択することができます。
日付を追加するには、次のように操作します。

● 日付を追加する

[特定スケジュール]リストの「会社の休日」など
の特定スケジュール（P.141で作成したもの）を
クリックし、[日付]リストの下の[追加...]ボタン
をクリックします。

[日付選択]カレンダーが表示されます（下図参照）。

カレンダーの中の特定の日付をクリックして選択
し、[OK]ボタンをクリックします。

同じ特定スケジュールに別の日付を追加したい場
合はもう一度[追加...]ボタンをクリックします。

追加した日付は[日付]リストに表示されます（次
ページの例を参照）。

カレンダーで別の月や年を選択する方法は、次の
ページで説明します。

2

1

前の月に戻る場合
にクリックします。

次の月に進む場合に
クリックします。

特定の日付をク
リックして選択し、
[OK]ボタンをク
リックするとその
日付が[日付]リス
トに表示されます。
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特定日の録画設定

● 日付を削除する

[特定スケジュール]で[特定スケジュール]リストの
中の「会社の休日」などの特定スケジュールをク
リックし、次に[日付]リストに表示されている特定
スケジュールに対応付けられた日付をクリックしま
す。

[日付]リストの下の[削除]ボタンをクリックしま
す。特定スケジュールから日付が削除されます。

2

1

● 異なる特定スケジュールに同じ日を対応付けようとすると、警告が表示され、他の
項目を削除してから新しい項目を作成するように指示されます。

● 過去の日付はイタリック体で表示されます。
お願い

現在の月をクリックすると月リス
トが表示されます。

別の年を選択するには、現在の
年をクリックし上下の矢印を使
用してスクロールします。
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特定日の録画設定

● 変更内容を保存する

すべての設定内容を保存するには、[スケジュールを保存]をクリックします。

設定内容が録画サーバーに保存されます。

変更内容をすべてキャンセルするには、[変更を破棄]をクリックします。

ビューワー画面に戻る場合は、メニューバーの[表示]メニューから[ビューワー画面]を選択
します。

2

1

[録画スケジュール]画面
の右下隅には、 [スケ
ジュールを保存]、[変更
を破棄]という2つのボタ
ンがあります。
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録画設定サマリーを表示する

スケジュールのサマリー情報を確認する

設定したスケジュールのサマリー情報を確認します。

[録画設定サマリー表示]ボタンをクリックする
と、[録画設定サマリー情報]ダイアログが表示さ
れます。

[録画設定サマリー情報]ダイアログには、スケジュールを実行した場合に負荷がもっとも高くなる
時間帯についての以下の情報が表示されます。

カメラ台数
動き検知カメラ台数
トータル録画フレームレート
トータル録画フレームレート（常時録画）
トータル録画フレームレート（センサー/動き検知録画）

最大保存期間
最大ファイルサイズ/時間
ディスク使用量

確認後[OK]ボタンをクリックして、[録画設定サマリー情報]ダイアログを閉じます。

[週間スケジュール]画面
の中央下には、[録画設
定サマリー表示]ボタン
があります。
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録画設定サマリーを表示する

[コピー]ボタンをクリックすると、[録画設定サマリー情報]ダイアログの内容がクリッ
プボードにコピーされます。

ヒント

負荷が高すぎる場合は、スケジュール内容を調整してください。
お願い



録画設定サマリーを表示する
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録画サーバーのサマリー情報を確認する

設定した録画サーバーのサマリー情報を確認します。

[カメラ一覧サマリー表示]ボタンをクリックする
と、[カメラ一覧サマリー情報]ダイアログが表示
されます。

[カメラ一覧サマリー情報]ダイアログには、以下の情報が表示されます。

帯域使用量の合計（単位はMbps）
録画サーバーの各ドライブの書き込み待ちフレーム数

[カメラ登録]画面の中央
下には、[カメラ一覧サ
マリー表示]ボタンがあ
ります。

● 旧バージョンの録画サーバーの場合は、[カメラ一覧サマリー表示]ボタンは無効表示
となります。

● [ロケーション/ゾーン]タブを選択しているときは、[カメラ一覧サマリー表示]ボタ
ンは無効表示となります。

ヒント



録画設定サマリーを表示する
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確認後[OK]ボタンをクリックして、[カメラ一覧サマリー情報]ダイアログを閉じます。

● [カメラ一覧サマリー情報]ダイアログには、録画サーバー一覧で選択した録画サー
バーの情報が表示されます。すべての録画サーバーの合計値ではありません。

● ここに表示される書き込み待ちフレーム数は、録画待ちのフレーム数です。

● 書き込み待ちフレーム数が常時5,000を超えている場合は、録画のフレームレート
を下げる、映像サイズや品質を下げるなどして、書き込み待ちフレーム数を減少さ
せてください。
書き込み待ちフレーム数が10,000を超えると、録画抜けが発生します。

● [コピー]ボタンをクリックすると、[カメラ一覧サマリー情報]ダイアログの内容が
クリップボードにコピーされます。

● [更新]ボタンをクリックすると、最新のデータが表示され、カメラ一覧の表示も更
新されます。

お願い

[カメラ登録]画面では、カメラごとのフレームキュー全体の処理待ちフレーム数を確認
することもできます（→P.80）。

ヒント



ビューワーリファレンス

第 5 章



この章の概要
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この章では、ビューワーの操作方法や設定方法について説明します。

● ビューワーの設定

ビューワー固有の設定について説明します。

● レイアウトの作成と編集・保存

レイアウトの作成やオートスイッチの設定について説明します。

● 映像ウィンドウの操作

映像ウィンドウを作成して映像表示エリアに表示する方法、カメラサーバーを制御する方法につい
て説明します。

● タイムラインの使用とイベント表示

タイムラインを使用してライブ映像や録画映像を表示する方法、およびイベントを表示、検索する
方法について説明します。
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[今すぐ録画]ボタン
（→ P.209）
1分間の手動録画を
行います。

[スナップショット]
ボタン（→ P.209）
映像ウィンドウの現在
の画像をファイルに保
存することができます。

ビューワー利用の流れ

[ロケーション]リスト（→ P.185）

ロケーションを示すドロップダウ
ンメニューです。

[ゾーン]リスト（→ P.185）

ロケーション内にあるゾーンを示
すドロップダウンメニューです。

カメラ制御パネル（→ P.194）

カメラサーバーを制御して、位置
を素早く決定することができます。

イベントインジケーター
（→ P.192）
イベントが発生すると、映像ウィ
ンドウの上部にカラーバーが表示
されます（映像ウィンドウが表示
されている場合）。

映像表示エリア（→ P.160）

映像ウィンドウを配置する領域で
す。配置した映像ウィンドウは、
サイズを調整できます。
均等なグリッドに調整することも
できます。

再生操作コントロール（→ P.204）

VTRに似たボタンをクリックし
て、再生、巻き戻し、早送り、前
後のイベントへのジャンプなどの
操作を行えます。

タイムライン（→ P.204）

過去の日付と時刻および発生したイベントが表示され
ます。イベントは優先度によって、色分けされたバー
として表示されます。タイムラインのバーをドラッグ
すると、時間を前後に移動することができます。

カメラサーバー（→ P.204）

現在選択されているカメラサー
バー名です。

メニューバー

よく使用するメニューにはこ
こからアクセスできます。

タイムラインコントロール
（→ P.206）

時・日・週単位で移動すること
ができます。

ステータスバー
ビューワーの負荷に関する各種情
報が表示されます。

映像ウィンドウ（→ P.186）

カメラサーバーの録画映像やライ
ブ映像を表示するウィンドウです。
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ビューワー利用の流れ

タイムラインの再生ヘッド（→ P.206）

タイムライン上の適当な位置に再生ヘッドをドラッグする
と、その時刻からの録画映像の再生を開始します。

[ライブ映像に戻る�]ボタン
（→ P.212）

ここをクリックするとタイムライ
ンの再生ヘッドが現在時刻に戻り
ます。また、選択されている映像
ウィンドウがライブ映像の表示を
開始します。

[時刻を指定]ボタン（→ P.210）

特定の時刻を入力して、録画再生
を開始するにはここをクリックし
ます。タイムラインが、選択した
時間へと移動します。

[指定映像を保存]ボタン
（→ P.211）

映像の一部を別ファイルとして保存
するには、ここをクリックします。

[拡大表示]、[縮小表示]ボタン
（→ P.210）

タイムラインの表示を拡大・縮小
します。

[ライブイベント表示]ウィンドウ
（→ P.213）

ビューワーが起動した後のサーバー
に記録されているイベントを示しま
す。

映像ウィンドウメニューボタン
（→ P.199）

あらかじめ設定されたプリセット
位置へのカメラサーバー操作や、
映像ウィンドウのサイズ選択など
のメニューを表示します。

カメラ選択欄（→ P.186）

各ゾーンに追加されたカメラサーバーのサムネイルが表示されます。サムネイル画
像を表示エリアにドラッグすると、映像ウィンドウとして表示することができます。

[イベント検索]ボタン（→ P.215）

ここをクリックしてダイアログを表
示すると、時刻範囲、ロケーション
/ゾーン、優先度など検索詳細条件
を入力して、過去に発生したイベン
トを検索することができます。

タイムラインコントロール
（→ P.206）

時・日・週単位で移動することが
できます。



起動手順

ビューワー画面を起動する前に、ディスプレイの解像度が1024×768ピクセル以上に設定されて
いることを確認してください。

● ステップ1：ビューワーを起動する

VK-Liteビューワーではデスクトップアイコン[VK-Liteビューワーv2.0]をダブルク
リックします。

あるいはWindowsの[スタート]メニューから、プログラム> WebView Livescope >
Network Video Recorder VK-Lite v2.0 > VK-Liteビューワーの順にクリックします。

VK-64/VK-16ビューワーではデスクトップアイコン[VKビューワーv2.0]をダブルク
リックします。

あるいはWindowsの[スタート]メニューから、プログラム> WebView Livescope >
Network Video Recorder VK Series v2.0 > VKビューワーの順にクリックします。
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ビューワーの起動

ビューワーを起動するには、VK-64/VK-16録画サーバーに設定されているユーザ－
名とパスワードが必要となります。

お願い

[localhost]（自機）
ローカルホストの録画サー
バーに接続してビューワーを
起動します。ビューワーが動
作しているPCをマスター録
画サーバーとしても使用した
い場合に選択します。

録画サーバーの接続メニューが表示されます。[マスター録画サーバー]を選択して、[接
続]ボタンをクリックします。

起動画面

[IPアドレスで指定する]
IPアドレスを指定して録画
サーバーに接続し、ビュー
ワーを起動します。録画サー
バーとビューワーを別々の
PCにインストールした場合
に選択します。

[録画サーバーを使用しない]
録画サーバーを使用せずに
ビューワー単独モードで起動
したい場合に選択します。
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ビューワーの起動

ここで入力するVK-64/VK-16のユーザ－名とパスワードは、[録画サーバー設定]ダイ
アログで設定したものです。Windowsのユーザ－名やパスワードとの関係はありませ
ん。お願い

ローカルホストに接続して起動する

ビューワーが動作しているPCをマスター録画サーバーとしても使用したい場合、ローカルホストの
録画サーバーに接続し、ビューワーを起動します。

ドロップダウンメニューから
[localhost]を選択します。

[接続]ボタンをクリックします。

[ユーザ－名]と[パスワード]を入
力して [ログイン]ボタンをク
リックします。

3

2

1

接続エラーが発生する場合は、マスター録画サーバーが動作していない可能性がありま
す。

ヒント
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ビューワーの起動

録画サーバーをIPアドレスで指定して起動する

録画サーバーとビューワーを別々のPCにインストールした場合は、IPアドレスを指定して録画
サーバーに接続し、ビューワーを起動します。

ドロップダウンメニューから[IP
アドレスで指定する]を選択しま
す。

[接続]ボタンをクリックします。

[ホスト名]にマスター録画サー
バーのIPアドレスまたはホスト
名を入力し、[ポート]にポート
番号を入力します。

[接続]ボタンをクリックします。

[ユーザー名]と[パスワード]を
入力して[ログイン]ボタンをク
リックします。

5

4

3

2

1

● プロキシサーバーをご使用になる場合は、以下の手順でインターネットオプション
の設定を変更する必要があります。

1. [スタート] > [コントロールパネル] > [インターネットオプション]

2. [接続]タブを選択

3. [LANの設定...]ボタンをクリック

プロキシサーバーの設定を変更します。

● ビューワーと録画サーバー間でプロキシサーバーを使用する場合は、リプライの
バッファリングを行わないものである必要があります。リプライのバッファリング
を行うプロキシサーバーでは、録画サーバーからビューワーへの少量データ（イベ
ントなど）の送信に遅れが生じることがあります。たとえば、リプライのバッファ
リングを行わないものとして、Squidプロキシサーバーがあります。Apacheプロ
キシサーバーは、リプライのバッファリングを行うため、ご使用できません。

● プロキシサーバーを使用する場合、音声の送受信はできません。

お願い
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ビューワーの起動

録画サーバーを使用せずに起動する（ビューワー単独モード）

録画サーバーを使用せず、ビューワー単独で起動します。録画サーバーを使用しない場合、利用で
きる機能は制限されます。

● 録画サーバーを使用せずに起動する

ドロップダウンメニューから
[録画サーバーを使用しない]を
選択します。

[接続]ボタンをクリックしま
す。

2

1

● ビューワー画面

●タイムラインが表示されません。[表示]メニューの[タイムライン]も使用できません。

● [スナップショット]が使用できません。

● [編集]メニューの[イベント検索]が使用できません。

● [表示]メニューの[ライブイベント表示]が使用できません。

● [共有レイアウト]は表示されません。

● [新規オートスイッチ]ダイアログで、[種類]が[ユーザーオートスイッチ]で固定になります。

● 各種設定画面

● [録画スケジュール]タブは表示されません（→ P.103）。録画、センサー入力や動き検知は利
用できません。

● [録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面で、[録画サーバー]タブは表示されません（→P.80）。

● [録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面で、カメラサーバ一覧の情報には「カメラサー
バー」と「ロケーション/ゾーン」、「機種」しか表示されません（→ P.80）。

● [カメラサーバー追加]と[カメラサーバー編集]ダイアログで、以下の項目がグレー表示になります。
・[録画サーバー設定]
・[カメラサーバー設定]
・[カメラ設定]の[保存先ドライブの指定]

● [ビューワー設定]画面（→ P.164）の[イベント通知の設定]枠の項目がグレー表示になります。

ビューワー単独モードで使用できない機能について

ビューワーを単独モードで起動した場合、以下の機能が使用できません。
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ビューワーの起動

ビューワー起動時の画面

初めてVK-64/VK-16を起動する場合は、下図のように映像表示エリアが空白になっています。使
用可能なカメラサーバーは、画面上部のカメラ選択欄にサムネイル画像として表示されます。これら
のカメラサーバーの映像を見るには、サムネイル画像を映像表示エリアにドラッグします。次回以降
にビューワーを起動するときは、ユーザーレイアウトリストに表示されている最初のレイアウト
（ユーザーレイアウトがない場合は共有レイアウトリストの最初のレイアウト）で映像ウィンドウが
表示されます。

映像表示エリア

ビューワー画面を最大化するに
は をクリックします。

[ 表 示 ] メ
ニューからこ
の部分を非表
示にすること
ができます。

レイアウトの編集については、P.171を参照してください。

ビューワー画面が起動している場合、ご使用のPCは自動的にスリープ状態や休止状態に
はなりません。

ヒント
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ビューワー起動オプション
ビューワーの起動オプションを設定することで、起動画面の表示（→ P.75）を省略したり、ユー
ザー名・パスワードによるログイン画面の表示（→ P.77、P.158）を省略することができます。
デスクトップに、以下の方法で設定するショートカットアイコンをおいて運用すると便利です。

本ソフトをインストールした後でデスクトップに自動的に作成されるビューワー起動のための
ショートカットアイコンからは設定できませんのでご注意ください。

インストール先ディレクトリにある[NVR_Viewer.exe]のアイコンを選択し、マウスの右ク
リックメニューから[ショートカットの作成]を選択します。ショートカットアイコンが作成
されますので、それをデスクトップに移動してください。

デフォルトのインストール先ディレクトリは、以下です。
<システムドライブ>:¥Program Files¥Canon¥WebView¥NVR

1

ショートカットアイコンのプロパティからパスワードを容易に参照することができま
す。セキュリティにご注意ください。

お願い

<システムドライブ>は、オペレーティングシステム（OS）のシステムファイルを格納し
ているディレクトリ（フォルダ）が保存されているドライブのことです。たとえば、Cド
ライブにOSがインストールされていれば、Cドライブがシステムドライブです。ヒント

デスクトップに移動したショートカットアイコンを選択し、マウスの右クリックメニューから
[プロパティ]を選択してください。

記入例

"C:¥Program Files¥Canon¥WebView¥NVR¥NVR_Viewer.exe" -h=192.168.100.1 -
p=80 -u=admin -pw=NVR

"C:¥Program Files¥Canon¥WebView¥NVR¥NVR_Viewer.exe"の後、半角スペースを1個入
れ、指定してください。

2

[リンク先]に、以下の指定を行ってください（半角英数
字）。

-h=＜録画サーバーのIPアドレス＞必ず指定する必要があり
ます（→ P.77、P.158）。

-p=＜ポート番号＞ 省略できます。省略すると80が指
定されます（→ P.77）。

-u=＜ユーザー名＞ ユーザー名を指定します（→ P.76）。

-pw=＜パスワード＞ パスワードを指定します（→ P.77）。

-uと-pwは、省略することもできます。省略すると、起動画
面の表示を省略し（→ P.75、P.155）、ユーザー名とパス
ワードを入力するログイン画面が表示されます。また、
ビューワー単独で使用する場合には、-hに"nohost"を指定し
てください。
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ビューワー画面のメニューバー

メニューバーの機能

ビューワー画面のメニューについて、以下の表
で説明します。

メニュー サブメニューの項目 機能

ファイル マスター録画サーバーの変更 マスター録画サーバーを切り替えます。録画サーバーの接続メニューが表
示されます。

終了 アプリケーションを終了します。

編集 切り取り ビューワー画面でこれを選択すると、選択した映像ウィンドウが削除され
てクリップボードに移されます。後で同じレイアウトや別のレイアウトに
貼り付けることができます。

コピー ビューワー画面でこれを選択すると、選択した映像ウィンドウがクリップ
ボードにコピーされます。後で同じレイアウトや別のレイアウトに貼り付
けることができます。

貼り付け ビューワー画面でこれを選択すると、切り取られた映像ウィンドウやコ
ピーされた映像ウィンドウが現在のレイアウトに貼り付けられます。

削除 ビューワー画面でこれを選択すると、選択した映像ウィンドウが現在のレ
イアウトから削除されます。

[録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面でこれを選択すると、選択し
た録画サーバー、カメラサーバー、ロケーション、またはゾーンが削除さ
れます。

[録画スケジュール]画面でこれを選択すると、選択した週間スケジュール
または特定スケジュールが削除されます。

全て選択 ビューワー画面でこれを選択すると、現在のレイアウトのすべての映像
ウィンドウが選択されます。

イベント検索 イベント検索ダイアログが表示されます。

表示 設定画面 ビューワー画面が開いているときにこれを選択すると、[各種設定]画面に
切り替わります。

ビューワー画面 [各種設定]画面が開いているときにこれを選択すると、ビューワー画面に
切り替わります。

全画面 メニューバーとタイトルバーが非表示になり、映像ウィンドウを表示でき
る面積が広がります。[Esc]キーをクリックすると、ビューワーは前の状
態に復帰します（全画面モードを選択する前のモードになります）。

映像ウィンドウのタイトルバー 映像ウィンドウのタイトルバーの表示/非表示を切り替えます。

カメラ選択欄 カメラ選択欄の表示/非表示を切り替えます。

タイムライン タイムラインの表示/非表示を切り替えます。

ライブイベント表示 ビューワー画面でこれを選択すると、[ライブイベント表示]ウィンドウが、
最後に開いていたときと同じ位置、同じサイズで開かれます。メニュー項
目のチェックマークは、画面が開いていることを示します。メニュー項目
をもう一度選択すると、ウィンドウが閉じ、メニュー項目のチェックが解
除されます。

カメラ制御パネル カメラ制御パネルを表示して、表示位置の設定やズームが行えます。
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ビューワー画面のメニューバー

表示 音声パネル 音声パネルを表示して音声の送受信が行えます。

ステータスバー ステータスバーの表示/非表示を切り替えます。ステータスバーには
ビューワーの負荷に関する各種情報（総フレームレート、CPU％、表示
イベント数、映像ウィンドウ数）が表示されます。

ヘルプ バージョン情報 これを選択すると、[バージョン情報]ダイアログが開き、バージョン番号
が表示されます。
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ビューワー設定

■ [ビューワー設定]画面について

[ビューワー設定]画面は、イベント通知の優先度やライブ映像のフレームレートなどを設定する際
に使用します。これらの設定は、マスター録画サーバーではなく、ビューワーのPCに保存されま
す。

[ビューワー設定]画面は、設定する内容によって管理者用のタブと一般ユーザー用のタブに分けら
れます。管理者用のタブは、管理者でログインした場合のみ表示されます。それぞれのタブは、次
の内容で構成されます。

（管理者用のタブの内容）

● [マスター録画サーバー] - 起動時のマスター録画サーバー選択画面（接続メニュー）の表示/非
表示の設定、接続メニューにマスター録画サーバーを追加/削除することもできます。

● [レイアウトの設定] - ビューワー画面のレイアウト変更を保存するかどうかの設定ができます。

● [映像自動表示の設定] - イベントの発生と同時に映像を表示するかどうかの設定ができます。

● [イベント通知の設定] - オペレーターへの通知の設定、秒単位の通知時間の設定、イベントのオ
ペレーターの承認の設定、警告音の設定、イベント表示の抑制の設定を行うことができます。

（一般ユーザー用のタブの内容）

● [映像ウィンドウの設定] - ライブ映像の最大表示フレームレートを選択します。

● [プロキシ設定] - プロキシサーバーを経由して録画サーバーにアクセスする設定ができます。

● [音声の設定] - 一定時間で音声送受信を自動終了するように設定できます。

● [フォーカス操作の設定] - カメラサーバー操作時にフォーカス位置をカメラサーバー側のデフォ
ルト設定に戻すように設定できます。

● [スナップショットの設定] - スナップショットに撮影日時を追加表示するように設定できます。

ビューワー設定（管理者）また
はビューワー設定（一般ユー
ザー用）をクリックします。

ビューワーの設定後、必ず運用テストを行ってください。
お願い
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ビューワー設定

現在のマスター録画サーバーが表示されます。

■ 管理者用のタブを設定する

ビューワー起動時のマスター録画サーバー選択の有無を設定する

マスター録画サーバーにはカメラサーバーとレイアウトの設定が保存されています。

以下の設定ができます。

[起動にマスター録画サーバーを選択する]をチェックしておくと、ビューワーの起動時にマ
スター録画サーバーの選択を行えます。

[この録画サーバーを接続メニューに追加する]をクリックすると、現在の録画サーバーを接
続メニューに追加します。

[この録画サーバーを接続メニューから削除する]をクリックすると、現在の録画サーバーを
接続メニューから削除します。

ビューワー画面のレイアウトを設定する

ビューワーを終了するときやビュー
ワー画面を切り替えるときに、レイア
ウトの情報が保存済みか確認を行いた
い場合は、[終了時や画面切り替え時に
レイアウトが保存済か確認する]を
チェックし、ビューワーを再起動して
ください。チェックを外すと、レイア
ウト情報を変更しても保存されません。

イベントポップアップの設定をする

[イベント発生時に映像ウィンドを自動
表示する]をチェックしておくと、セン
サーONなどのイベントが発生した場合
に該当する映像が最前面に表示され、
ライブ表示が開始されます。

3

2

1
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ビューワー設定

イベント通知を設定する
イベントが発生すると、ビューワーの[ライブイベント表示]ウィンドウ（→ P.213）に表示され
ます。[ビューワー設定]画面の[イベント通知の設定]では、イベントの優先度に応じてイベントが
発生した時の動作を次のように設定することができます。

● 各優先度のイベントの警告設定を行う

優先度欄では以下の設定ができます。

[オペレーターへの通知]をチェックして、イベントが発生した場合の通知時間を有効にしま
す。[秒]メニューで、秒単位のイベント通知時間を選択するか、キーボードで入力します
（0～99）。イベントが発生すると、ここで設定した時間だけ[ライブイベント表示]ウィンド
ウでイベントが点滅し、優先度を示すカラーバーが映像ウィンドウの上部に1分間点灯しま
す。

0秒にすると点滅せず、1分間点灯します。

イベントに対応する[オペレーターの承認が必要]をチェックします。イベントが発生すると、
（警告音の指定がある場合は）オペレーターがイベントをダブルクリックするまで警告音が
鳴り続け、[ライブイベント表示]ウィンドウでイベントが点滅します。（したがって、イベ
ント通知時間の設定は無視されることになります。）

[警告音]をチェックしておくと、イベント通知時間中、警告音が鳴ります。

警告音には、Windowsシステムのメッセージ（警告）に指定されている音（サウンドポー
トがインストールされていないPCでは、ビープ音となります。）が使用されます。この音が、
[オペレーターへの通知]で指定したイベント通知時間だけ繰り返し鳴ります。[オペレーター
への通知]が設定されていない場合は、警告音が1回しか鳴りません。

[イベントの表示を抑制する]をチェックしておくと、その優先度のイベントが発生しても、
ビューワー画面上のタイムラインや[ライブイベント表示]ウィンドウに表示されません。

4

3

2

1

[イベントの表示を抑制する]をチェックしても、[イベント検索]ダイアログの検索結果
にはイベントが表示されます。

ヒント
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ビューワー設定

● 優先度について

優先度が低い項目ほど、対応
する通知設定が少なくなりま
す。

警告音の時間を設定します。

通知の優先度を1（最高）～5
（最低）のいずれかに設定しま
す。優先度は以下のように色
分けされています。

色 優先度

赤 最高

オレンジ 高

黄 中

黄緑 低

緑 最低
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ビューワー設定

■ 一般ユーザー用のタブを設定する

ライブ表示時のフレームレートを設定する

ライブ映像を表示する場合の最大フ
レームレートを設定します。ドロップ
ダウンメニューからフレームレートの
値を選択します。[フレームレートを自
動調整する]をチェックすると、フレー
ムレートを自動的に調整することがで
きます。

音声送受信の終了方法を設定する

ビューワーで音声接続しているカメラ
サーバーには他のビューワーや管理者
ビューワーで音声接続できません。音
声接続を切り忘れた場合でも、音声送
受信を自動終了できます。

設定する場合は[一定時間で音声送受信を自動終了]をチェックし、自動終了するまでの時間を1～
60分（デフォルトは10分）の範囲で指定します。音声を送受信したまま指定時間が経過すると、
自動的に音声接続が切断されます。

● 最大フレームレートを高く設定すると、PCのCPU負荷が高くなり、ビューワーの
操作に時間がかかることがあります。[フレームレートを自動調節する]をチェック
すると、CPU負荷が高くなった場合に自動的にフレームレートを下げます。

● 受信映像がMPEG－４であった場合、[最大フレームレート]と[フレームレートを
自動調整する]の設定は無効となります。この場合は、VB-C60に設定されている
フレームレートが有効になります。

お願い

会話中でも切断されます。ただし、映像ウィンドウを切り替えると再び音声送受信が利
用できます。

ヒント



フォーカス操作を設定する

フォーカス設定をしたプリセット操作、
またはカメラ制御パネルでフォーカス
操作後にマニュアル操作に切り替えた
あと、カメラサーバーを別の方向に操
作したときに、フォーカスモードをカ
メラサーバー側のデフォルト設定に戻
すように設定できます。

[カメラ操作時にカメラ側のデフォルト設定に戻す]をチェックすると設定されます。

プロキシサーバーの設定をする

インターネットオプションで設定して
いるプロキシサーバー設定を利用して
録画サーバーにアクセスする場合は、
[インターネットオプションのプロキシ
設定を使用する]をチェックし、ビュー
ワーを再起動してください。

スナップショットに日時を書き込む

[スナップショットに日時を重畳する]を
チェックすると、スナップショットに
撮影日時が追加表示されます。

VK-64/16VK-64/16
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ビューワー設定

プロキシサーバーを使用するには、インターネットオプションの設定が必要です（→
P.77）。

お願い



ビューワー設定

170

ビューワーの設定を保存する

●すべての設定内容を保存するには、[変更を保存]をクリックします。設定内容がビューワーの
PCに保存されます。

変更内容をすべてキャンセルするには、[変更を破棄]をクリックします。

●ビューワー画面に戻る場合は、メニューバーの[表示]メニューから[ビューワー画面]を選択しま
す。

[ビューワー設定]画面の
右下隅には、[変更を保
存]、[変更を破棄]という
2つのボタンがあります。
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レイアウト作成と編集・保存

オプション
レイアウト
メニュー

共有
レイアウト
リスト

ユーザー
レイアウト
リスト

ビューワー起動時に最初に表示される画面は、ユーザーレイアウトリストに表示されて
いる最初のレイアウト（ユーザーレイアウトがない場合は共有レイアウトリストの最初
のレイアウト）です。ヒント

ここでは、レイアウトの作成やオートスイッチの設定方法などについて説明します。

■ レイアウトを管理する

レイアウトメニューについて

レイアウトメニューを使用すると、映像表示エリアに表示されている映像ウィンドウの配置（以下、
レイアウト）を保存することができます。

現在表示されているレイアウトの名前は、映像表示エリアの
左上隅のレイアウトメニューボタンの横にあります。新しい
レイアウトを作成し、レイアウトを保存したり、以前に保存
したレイアウトを開いて、名前を変更することができます。

レイアウトメニューボタンをクリックすると、メニューが開きます。また、映像表示エリア内を、
右クリックすることでレイアウトメニューを表示することができます。

レイアウトメニューの選択項目の下には、現在の
レイアウトが２つの領域に分けて表示されます。

共有レイアウトリスト：
すべてのユーザーが利用することができるレイアウト
です。作成するには管理者権限が必要です（→ P.70）。
一般ユーザーは、これらのレイアウトを変更すること
はできません。

ユーザーレイアウトリスト：
現在のユーザーが利用できるレイアウトを表示し
ます。これらは共有レイアウトリストの下に区別
して表示されます。他のユーザーが使用すること
はできません。
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レイアウト作成と編集・保存

● 新規レイアウトを作成するには（前に保存したレイアウトが表示されている場合）

レイアウトメニューボタンをクリックしてレイアウトメニューを開き、[レイアウト追加...]を
選択します。

映像表示エリアは空白となり、デフォルトのレイアウト名“新規レイアウト”が表示されます。

レイアウトを作成して保存する過程は、次の順序で行われます。

1

レイアウトを作成する

2
レイアウトに映像
ウィンドウを配置する

3

レイアウトを保存する

カメラサーバーのサムネイルを映像表示エリアにドラッグし、レイアウトを作成します。
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[レイアウトとオートスイッチの管理]ダイアログで、共有レイアウトフォルダかユーザーレ
イアウトフォルダをクリックして選択し、[フォルダの作成...]ボタンをクリックします。

名前（全角・半角あわせて50文字
まで）を入力して[OK]ボタンをク
リックします。

[レイアウトとオートスイッチの管
理]ダイアログ中に、新しいフォル
ダが表示されます。

2

1

レイアウト作成と編集・保存

レイアウトとオートスイッチを管理する

[レイアウトとオートスイッチの管理]ダイアログでは、フォルダやサブフォルダを作成して、その
中にアイテム（レイアウトやオートスイッチ）を保存することができます。このダイアログを表示
するには、以下のように操作します。

● レイアウトメニューを開き、[レイアウトとオートスイッチの管理...]を選択する

[レイアウトとオートスイッチの管理]ダイアログが開きます。一般ユーザーとしてログインしてい
る場合には、[共有レイアウト]フォルダは表示されません。

新しいフォルダを作
成します。

アイテムを別のフォ
ルダに移動します。

アイテムをフォルダ
内で上または下に移
動します。

アイテムまたはフォ
ルダを削除します。

アイテム名または
フォルダ名を変更し
ます。

アイテムを別のフォルダにコピーします。



● レイアウトまたはオートスイッチを別のフォルダに移動またはコピーする

[レイアウトとオートスイッチの管理]ダイアログで、アイテムをクリックして選択し、[フォ
ルダへ移動...]ボタンをクリックします。

[フォルダを選択]ダイアログが開き、作成されたフォルダのリストが表示されます。

リストから移動先のフォルダをクリックして選
択し、[OK]ボタンをクリックします。

選択したフォルダにレイアウトが移動します。

[フォルダにコピー...]ボタンを選択すると、同
様の操作でアイテムをコピーすることができま
す。

2

1
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レイアウト作成と編集・保存

●「共有レイアウト」と「ユーザーレイアウト」のフォルダ名は変更できません。

● 共有フォルダを管理するには管理者権限が必要です（→ P.70）。お願い

● 上または下に移動する

アイテムまたはフォルダをクリックして選択し、[上へ]または[下へ]ボタンをクリックします。ア
イテムは、フォルダ内で上または下に移動します。

● レイアウトまたはフォルダを編集または削除する

アイテムまたはフォルダをクリックして選択し、[編集]ボタンをクリックします。[レイアウト名]
ダイアログまたは[フォルダ名]ダイアログが表示されるので、新しい名前を入力します。

アイテムまたはフォルダをクリックして選択し、[削除]ボタンをクリックします。一般ユーザーと
してログインしている場合には、共有レイアウトや共有オートスイッチを削除できません。



レイアウトまたはオートスイッチを保存する

管理者と一般ユーザーは、[レイアウト保存]ダイアログを使用して、既存のフォルダや新しいフォ
ルダに、レイアウトやオートスイッチを保存することができます。

● ステップ1：レイアウトメニューを開き、[保存]または[名前を付けて保存]を選択す
る

[レイアウト保存]ダイアログが開きます。[新規フォル
ダ]ボタンと[フォルダ名]入力欄も使用でき、コピーし
たレイアウトやオートスイッチに新しい名前や保存場所
を指定することができます。
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● ステップ2：新しいレイアウト名またはオートスイッチ名を作成する

[名前]の「新規レイアウト」または既存レイアウト名を変更して、新しい名前でアイテムを
保存します。

リスト内の保存したいフォルダをクリックして選択します。[OK]ボタンをクリックすると、
アイテムがそのフォルダに保存されます。

あるいは、[フォルダの作成...]ボタンをクリックして、新しいフォルダを作成し（→ P.173）、
アイテムを保存します。たとえば、共有レイアウトの1つをユーザーレイアウトとして保存
したい場合などに使用してください。

レイアウトを保存すると、その名前は映像表示エリア
のレイアウトメニューボタンの横に表示されます。

2

1

レイアウト作成と編集・保存

管理者用の
[レイアウト保存]
ダイアログ

一般ユーザー用の
[レイアウト保存]
ダイアログ
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レイアウト作成と編集・保存

オートスイッチの作成

オートスイッチは、一定の時間間隔であらかじめ設定した共有レイアウトやユーザーレイアウトを
順次、自動的に映像表示エリアに表示することができます。

レイアウトメニューから、[新規オートスイッチ...]を選択します。[新規オートスイッチ]ダイ
アログが表示されます。

オートスイッチ名を入力し、[種類]メニューから、[ユーザーオートスイッチ]か[共有オート
スイッチ]のいずれかを選びます。

[追加≫]ボタンをクリックして、新しいオートスイッチにレイアウトを追加します。レイア
ウトの表示順を変更する場合は、[上へ]または[下へ]ボタンで変更します。レイアウトを削
除する場合は、[削除]ボタンで削除します。

[インターバル]メニューで、各レイアウトを表示する時間を設定します。4

3

2

1

VK-64/16VK-64/16

● 前に保存したレイアウトを開く

レイアウトメニューボタンをクリックしてメニューを開きます。リストからレイアウトまたはオー
トスイッチをクリックすると、アイテムが映像表示エリアに表示されます。

現在のアイテムを保存しないで別のアイテムを選択
すると、現在のレイアウトまたはオートスイッチを
保存するかどうかを確認するダイアログが表示され
ます（[ビューワー設定]画面の[レイアウトの設定]
（→ P.165）をチェックしている場合）。



● オートスイッチを実行する

オートスイッチを実行するには、レイアウトメニューからオートスイッチを選択します。

オートスイッチの実行中には、レイアウトメニュー内で選択で
きる項目が追加されます。

● [オートスイッチ編集]をクリックすると、現在実行中のオー
トスイッチの設定を変更することができます。実行中のオー
トスイッチは、[一時停止]と表示されます。

● [オートスイッチ再開]をクリックすると、現在選択中のオー
トスイッチが再開されます。
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レイアウト作成と編集・保存

新しいオートスイッ
チ名を入力します。 [追加≫]をクリックし

て、左側のリストで選
択したレイアウトを追
加します。

時間を選択または入力
します。
1～9999秒の範囲で
設定できます。

[OK]ボタンをクリック
すると、[フォルダを選
択]ダイアログが表示さ
れます。

オートスイッチの種
類を選択します。

レイアウトをクリッ
クして選択します。

共有オートスイッチ：

すべてのユーザーが利用することができるオートスイッチです。作成するには管理者権限が必要で
す。一般ユーザーは、これらのオートスイッチを変更することはできません。

ユーザーオートスイッチ：

現在のユーザーが利用できるオートスイッチを表示します。他のユーザーが使用することはできま
せん。

オートスイッチに登録できるのは、レイアウトのみです。
お願い



■ 配置オプションに関する操作

配置オプションを指定して、映像ウィンドウの配置方法を変更することができます。

● [グリッドを使用しない] - 映像ウィンドウを任
意に配置することができます。

● [グリッドを使用する] - 小さな点（グリッド）
が映像表示エリアに表示されます。グリッド単
位で映像ウィンドウのサイズを変更できます。

● [固定配置（小）]、[固定配置（中）]、[固定配置（大）] - 小（160×120）、中（320×240）、
大（640×480）の大きさの枠が表示され、映像ウィンドウをタイル状に並べて配置することが
できます。

● [カスタムグリッド] - 固定配置の枠の大きさを設定することができます（→ P.182）。

178

レイアウト作成と編集・保存
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レイアウト作成と編集・保存

● さらに多くの映像ウィンドウを作成して位置を揃える

必要に応じて、他のカメラ
サーバーのサムネイル画像を
映像表示エリア上にドラッグ
し、サイズ調整してください。
レイアウトの一例を右に示し
ます。

● 映像ウィンドウのドラッグ、ドロップ、サイズ変更

カメラ選択欄でサムネイル画像をク
リックし、映像表示エリアのグリッド
の上にドラッグします。

表示させたい位置に移動してください。
マウスを放すと、配置枠に合わせてサ
イズと位置が調節されます。

映像ウィンドウのサイズを変更するには、いず
れかの隅をドラッグしてサイズを変更してくだ
さい。マウスを放すと、配置枠に合わせてサイ
ズが調節されます。

2

1

[グリッドを使用する]を選択する

[配置オプション]サブメニューから[グリッドを使用する]を選択します。映像表示エリアにはドッ
トのグリッドが表示されます。映像ウィンドウを配置すると、グリッドにぴったりと揃います。
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● 映像表示エリアの映像ウィンドウのない任意の場所を右クリックすると、レイアウ
トメニューを表示することができます。

● 映像ウィンドウは複数の配置枠を占めるサイズに拡大することができます。4タイ
ル、9タイルなどのさまざまなサイズや優先度の映像ウィンドウを表示することが
できます。

● 映像表示エリア上にドラッグした直後の画像の大きさは160×120固定となりま
す。

ヒント

レイアウト作成と編集・保存

● [固定配置（小）]、[固定配置（中）]や[固定配置（大）]に関する操作

[配置オプション]から[固定配置（小）]、[固定配置（中）]または[固定配置（大）]を選択すると、
映像表示エリアに映像ウィンドウを配置するための枠が表示されます。これは、タイルのように映
像ウィンドウを表示するため、均等な寸法を使用することを示す境界線です。

● カメラサーバーのサムネイル画像を空白のタイル上にドラッグする

カメラ選択欄でサムネイル画
像をクリックし、映像表示エ
リア上にドラッグします。

表示させたい位置に移動して
ください。マウスを放すと、
配置枠に合わせてサイズと位
置が調節されます。

2

1
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レイアウト作成と編集・保存

[固定配置（小）]を使用した場合の映像表示エリアの例です。

[固定配置（中）]を使用した場合の映像表示エリアの例です。

ビューワーで同時に表示可能な映像ウィンドウの数は、使用しているPCのビデオカー
ド、CPU性能、ビューワーの最大フレームレートの設定（→ P.168）、カメラサー
バーから送られてくる映像サイズ・映像品質、表示する各映像ウィンドウの数などの要
因によって異なります。一度に表示するカメラサーバーを16台以下にすることをお勧
めします。なお、MPEG-4ライブ映像を表示する映像ウィンドウが20個以上になると、
警告メッセージが表示されます。

お願い
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レイアウト作成と編集・保存

[固定配置（大）]を使用した場合の映像表示エリアの例です。

この例は、カメラ選択欄とタイムラインが非表示の画面です（→ P.183)。

カスタムグリッドに関する操作

映像ウィンドウの表示枠（グリッド）を自由に設定できます。

● カスタムグリッドの設定

[配置オプション]サブメニューから[カスタムグリッド]を選択します。[カスタムグリッド]
ダイアログが表示されます。値は、ピクセル単位で入力します。

[横サイズ]または[縦サイズ]の入力ボックスに値を入
力するか、上/下矢印を使用して値を選択します。片
方の入力ボックスの値を調整すると、もう一方の入力
ボックス内の値も変化します。これは、映像ウィンド
ウの縦横比が一定になるように調整されるためです。

[OK]ボタンをクリックして、ダイアログを閉じます。
グリッドが、設定したサイズになります。

3

2

1

カスタムグリッドを使用するとCPU負荷が高くなることがあります。
お願い
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レイアウト作成と編集・保存

■ タスクエリアの表示と非表示

[表示]メニューによって、カメラ選択欄やタイムラインなどのタスクエリアの表示/非表示を切り替
えることができます。[カメラ選択欄]と[タイムライン]を非表示にし、[全画面]を選択すると、下
に示した固定配置（大）の例のように、映像ウィンドウを表示する面積が広くなります。

ディスプレイに映像ウィンドウを何枚表示できるかは、ディスプレイの解像度によって変わります。
解像度が高いほど、表示できる映像ウィンドウの枚数が増えます。

[表示]メニューから[全画面]（固定配置（大）、1280×1024）を選択した例です。[Esc]キーを
押すと、元に戻ります。

[表示]→[カメラ選択欄]

[表示]→[タイムライン]
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映像ウィンドウの操作

ここでは、映像ウィンドウを作成して映像表示エリアに表示する方法や、カメラサーバーの制御方
法などについて説明します。

■ 表示するカメラサーバーを選択する

カメラ選択欄について

カメラ選択欄には、カメラサーバーのサムネイルが表示されます。[ロケーション]、[ゾーン]ド
ロップダウンメニューから、ロケーションやゾーンを選択して、サムネイル表示を切り替えること
ができます。

● [ロケーション]ドロップダウンメニューには、ロケーションのリストが表示されます。

● [ゾーン]ドロップダウンメニューには、各ロケーションに含まれるゾーンのリストが表示されます。

カメラサーバーのサムネイルについて

ロケーションを選択すると、そのロケーションに登録されているカメラサーバーのサムネイル一覧
が表示されます。選択したロケーションに含まれるカメラの数によっては、カメラ選択欄の下にス
クロールバーが表示されます。

サムネイル画像を映像表示エリアにドラッグすると、映像ウィンドウを表示することができます。

ロケーションを選択すると、それに関連するゾーンも下に表示されます。

カメラ選択欄を非表示にすることができます。[表示]メニューから[カメラ選択欄]を選
び、表示/非表示を切り替えることができます。

ヒント
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映像ウィンドウの操作

● ステップ2：メニューまたはサムネイルのフォルダ部からゾーンを選択する

[ゾーン]ドロップダウンメニューまたは下矢印をクリッ
クします。

あらかじめ設定されたゾーンのリストが表示されます。

リストからゾーンをクリックします。

ドロップダウンメニューからゾーンを選択すると、選択
したゾーンが先頭（一番左側）に表示されるようにカメ
ラ選択欄がスクロールします。

あるいは、カメラ選択欄の下に位
置するスクロールバーをクリック
します。目的のゾーンが表示され
るまで、右にドラッグします。

ロケーションと対応するゾーンを選択する

次の順序で選択します。

● ステップ1：ドロップダウンメニューからロケーションを選択する

[ロケーション]ドロップダウンメニューまたは下矢印を
クリックします。

あらかじめ設定されたロケーションのリストが表示され
ます。

リスト内のいずれかのロケーションをクリックします。
そのリストに対応するゾーンが、右側のサムネイルエリ
アに表示されます。

1

ロケーション
を選択する

2

そのロケーション
に含まれるゾーン
を選択する

3

サムネイルを
ドラッグしてライブ
映像を見る
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映像ウィンドウの操作

■ 映像ウィンドウの基本機能

映像ウィンドウの作成、サイズ調整、移動

ロケーションとゾーンの選択が終わると、そのゾーン内のカメラサーバーが表示可能になります。カ
メラサーバーのサムネイル画像は映像表示エリアの映像ウィンドウの作成に使用します。映像表示エ
リアには複数の映像ウィンドウを表示することができ、ライブ映像と録画映像の表示を同時に行うこ
とも可能です。

● カメラサーバーのサムネイルをクリックしてから映像表示エリアにドラッグします

サムネイル画像をクリックし、マウスボタ
ンを押したまま映像表示エリアの任意の場
所にその画像枠をドラッグします。

マウスボタンを放します。映像ウィンドウ
が開き、ライブ映像の表示を開始します。

2

1

サムネイルを映像表示エリアに
配置すると、[配置オプション]に
従って、映像ウィンドウのサイ
ズが変更されます（[配置オプ
ション]についてはP.178を参照
してください）。

選択された映像ウィンドウの外
枠がハイライト表示されます。

映像ウィンドウにエラーが発生したときは、各種エラー
メッセージが表示されます。詳しくはP.260をご参照くだ
さい。お願い
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映像ウィンドウの操作

● 映像ウィンドウのサイズ調整

映像ウィンドウをクリックしてハイライ
ト表示にします。右下隅にサイズ調整操
作用のアイコンが表示されます。そのア
イコンをクリックし、外側に向かってド
ラッグします。また、他の隅をクリック
してドラッグすることもできます。

希望するサイズになったらマウスボタン
を放します。

あるいは、映像ウィンドウのメ
ニューボタンをクリックして、[映

像表示サイズ]を選択します。サブメ
ニューのオプション[小（160×120）]、
[中（320×240）]、 [大（640×
480）]、[デフォルト]の中から1つを選
択します。

映像ウィンドウを右クリックしても同じ
メニューが表示されます。

2

1



映像ウィンドウの操作
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● 映像ウィンドウの移動

映像ウィンドウのどこかをク
リックし、映像表示エリアの任
意の場所にドラッグします。

標準的なサイズ（160×120、320×240、640×480）以外で表示すると、PC
のCPU負荷が高くなり、ビューワーの操作に時間がかかることがあります。

お願い
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映像ウィンドウの操作

● 映像ウィンドウを追加する

必要に応じて他のカメラサーバーのサムネイルを映像表示エリアにドラッグし、映像ウィンドウを
表示してください。ビューワー画面の表示例を以下に示します。
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映像ウィンドウの配置を調整する

映像表示エリアに配置された映像ウィンドウは、さまざまな方法で調整することができます（→
P.179）。

複数の映像ウィンドウを選択する

複数の映像ウィンドウを選択することができます。また、選択した複数の映像ウィンドウは、一度
に移動したり、切り取ったりコピーすることができます。

● 複数の映像ウィンドウを選択する

複数の映像ウィンドウを選択するには、次の3つの方法があります。

●キーボードの[Ctrl]キーを押しながら映像ウィンドウをクリック
します。

● 異なるゾーンとロケーションの映像ウィンドウでも、1つの映像表示エリアに表示
することができます。

● 複数の映像ウィンドウを一度にコピーして新しいレイアウトに貼り付けることがで
きます。

ヒント

● ビューワーで同時に表示可能な映像ウィンドウの数は、使用しているビデオカード、
カメラサーバーの映像サイズと映像品質、および[各種設定]画面の[ビューワー設
定]画面でのライブ映像の設定（フレームレート）によって異なります。

● ご使用のPCのCPU負荷が高くなると、ビューワーの操作に時間がかかることがあ
ります。

お願い

●選択したい複数の映像ウィンドウ
の外側でドラッグ操作を行って、
左図のように複数の映像ウィンド
ウを囲む選択ボックスを作成しま
す。選択ボックスに含まれるウィ
ンドウだけが選択されます。画像
の一部しか選択ボックスに含まれ
ていない映像ウィンドウは、選択
されません。

●すべての映像ウィンドウを選択し
たい場合は、[編集]メニューの
[全て選択]をクリックします（ま
たはキーボードの[Ctrl]+[A]
キーを押します）。



■ 映像ウィンドウの状態

映像ウィンドウのプロパティ

●タイトルバー - カメラサーバー名、ライブ映像か録画映像のいずれかが表示されます。

●映像表示 - ライブ映像か録画映像が表示されます。

●録画済み映像のインジケーター - 録画映像の時刻と日付がタイトルバーに表示されます。

●イベント・インジケーター - 映像ウィンドウの上部に横方向のカラーバーが表示されます。

●パン、チルト、ズームのコントロール - 映像ウィンドウをダブルクリックするか、映像ウィンド
ウのメニューから[カメラ制御権を取得]を選択すると、コントロールが表示され、パン、チルト、
ズーム操作を行うことができます。

映像ウィンドウの状態について

映像ウィンドウは、状態によって以下の通り映像表示
エリアに表示されます。

●ライブ - カメラサーバーからのライブ映像を表示します。

●録画済み - 録画サーバーからの録画映像を表示します。
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映像ウィンドウの配置を調整する

[ライブイベント表示]ウィンドウ

イベントをダブルクリックすると、対応
する映像ウィンドウで録画再生を開始し
ます。[ライブイベント表示]ウィンドウ
を開けたままビューワーを終了すると、
次回ビューワーを起動したときに、自動
的にウィンドウが表示されます。

タイムライン上のイベント表示

クリックすると、対応する映像ウィン
ドウで録画再生を開始します。
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映像ウィンドウの配置を調整する

各映像ウィンドウには、個々のカメラサーバーか
らの映像が表示されます。映像ウィンドウは、サ
イズや位置を調整したり、閉じることができます。

●タイトルバー
タイトルバーには、メニュー、カメラサーバー名、
ライブ映像か録画映像が表示されます。

ライブ映像 録画映像
再生

●録画済みの映像のインジケー
ター
録画再生時には、映像ウィンド
ウのタイトルバーが黒からグ
レーに変わります。

●映像表示

録画映像の場合、映像ウィンド
ウのサイズを小さくしてあると
時刻/日付インジケーターが完
全に表示されない場合がありま
す。

●イベントインジケーター
[オペレーターへの通知]が設定
されている場合にイベントが発
生すると、ライブ映像ウィンド
ウの上部にカラーバーが点滅し
ます。バーの色はイベントの優
先度を示します。バーは、あら
かじめ設定された時間だけ点滅
を続けた後、1分間点灯し、消
えます。また、設定されている
場合は警告音も鳴ります。

色 優先度

赤 最高

オレンジ 高

黄 中

黄緑 低

緑 最低

右下隅の“ ”は、ライブ映像を表示して
いることを表しています。
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映像ウィンドウの配置を調整する

● VB-C50FSi、VB-C50Fiをご使用の場合、パン、チルトの操作を行うことはでき
ません。

● 固定カメラまたはVC-C50iなどの外付けカメラをVB-C50iなどに接続してご使用
の場合、パン、チルト、ズームの操作を行うことはできません。

お願い

■ パン、チルト、ズームの操作

この操作は、下記の3通りの方法のいずれかで行います。

●映像ウィンドウ内から直接操作する

●カメラ制御パネルを使用する

●プリセットを選択する

● 映像ウィンドウ内から直接操作する

映像ウィンドウをダブルクリックします。

あるいは、映像ウィンドウの下部の小さい下矢印をクリックするか、
映像ウィンドウを右クリックすると、ドロップダウンメニューが表
示されます。メニューから[カメラ制御権を取得]を選択します。

カメラサーバーに付属のビューワーやVB管理ツールでカメラ
サーバーを使用中の場合は、「カメラ制御権を取得できません」
というメッセージが映像ウィンドウに表示されます。しばらく
待ってもう一度制御権の取得を試みてください。

カメラ制御権を取得できた場合は、マウスカーソルが
変化してカメラサーバー操作が可能な状態になります。
映像ウィンドウの上でマウスカーソルを動かすと、マ
ウスカーソルが変化します。矢印の形のときにマウス
ボタンを押すかマウスをドラッグすると、矢印の方向
にカメラサーバーが操作されます。画像の中心に向
かってマウスカーソルを動かすと、ズームイン/ズーム
アウトのコントロールが表示されます。

マウスカーソルがプラス（＋）の形のときにマウスボ
タンを押すとズームインします。

マウスカーソルがマイナス（－）の形のときにマウス
ボタンを押すとズームアウトします。

操作を完了したら、映像ウィンドウのメニューから[カメラ制御権を解放]を選択します。
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映像ウィンドウの配置を調整する

● カメラ制御パネルを使用する

表示するには、メニューバーから[表示] > [カ
メラ制御パネル]を選択するか、映像ウィンド
ウのメニューアイコンをクリック（または映
像ウィンドウ内を右クリック）し、メニュー
から[カメラ制御パネル]を選択します。

映像ウィンドウが選択されていなければ、プ
レビューウィンドウには、何も表示されませ
ん。カメラサーバー制御を行いたい映像ウィ
ンドウをクリックしてください。

クリックしてすぐ放すか、
クリックしたままにするこ
とでパン・チルトの制御を
行います。

クリックするとパ
ネル下部に露出操
作の項目が表示さ
れます（→P.195）。

クリックするとパネル
下部にホワイトバラン
ス操作の項目が表示さ
れます（→P.196）。

カメラサーバーのプリセッ
ト位置がカメラサーバーに
設定されている場合、ド
ロップダウンメニューから
利用することができます。

暗視機能の
設定ができ
ます。

カメラサーバーの外部デバ
イス出力の[入]と[切]を切
り替えることができます。

ズームスライドバーをドラッグすることでズームの制
御を行います。

パノラマ画像からパン・チルト、ズームの制御が行え
ます。画像上をクリックするとそこが中心となるよう
パン・チルトが制御されます。また黄色のスコープを
移動したり拡大・縮小することでパン・チルト、ズー
ムの制御が行えます。

映像ウィンドウが選択されているときに、[制御権を取
得]をクリックします。もう一度クリックすると、[制御
権を解放]します。

カメラサーバー側で電子ズームを使用する設定になっ
ている場合、光学ズームと電子ズームの境界線が表示
されます。

クリックするとパネル下部に拡張カメラサーバー操作
の項目が表示されます（→ P.197）。

このボタンをクリック
すると、カメラサー
バーが正面を向きます。

● カメラ制御権を取得している場合、映像ウィンドウを移動するにはタイトルバーを
ドラッグしてください。

● カメラ制御権を解放せずに30秒間放置すると、「あと10秒で制御権が失われます。」
というメッセージが表示され、カウントダウンが開始されます。引き続きカメラ
サーバーを操作したい場合は、映像ウィンドウをクリックしてください。

● 現在録画中のカメラサーバーも操作することができます。録画位置が設定されてい
る場合は、ビューワーが制御権を解放すると、カメラサーバーは録画位置に戻りま
す。

ヒント

● VB-C60/VB-C300をご利用の場合、以下の設定時には暗視機能を操作できませ
ん。

・「映像とカメラ」設定ページで「デイナイト」を「オート」に設定している場合

・ 録画スケジュールで暗視機能を「自動」に設定している場合

● パノラマ画像はカメラサーバー側であらかじめ設定しておく必要があります。
VB-C50FSi/VB-C50Fiでは、パノラマ画像は表示されません。

お願い

クリックするとパネル下
部にカメラ側のスマート
シェード補正操作の項
目が表示されます。
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映像ウィンドウの配置を調整する

露出モードを[オート]にします。
（VB-C60、VB-C300）
[オート]： 自動で露出を調整します。
[オート（フリッカーレス）]：

VB-C60専用のモード。
詳細はカメラの取扱説明
書を参照してください。

[オート（シャッター優先）]：
シャッター速度の値を指
定できます。

露出モードを[マニュアル]に設定します
（VB-C300、VB-C60）。
[マニュアル]： 各スライドバーをドラッ

グ し て 、 絞 り の 値 、
シャッター速度、ゲイン
の値を指定できます。

各スライドバーをドラッグして、絞り、
シャッター速度、ゲインを設定します。

測光モードを選択します。（VB-C60のみ）
詳細はカメラの説明書を参照してください。

● 露出操作の項目（露出モードがオートの場合）

● 露出操作の項目（露出モードがマニュアルの場合）

露出補正の値を選択します。
（VB-C300、VB-C50iシリーズ）
「切」： 露出補正を切ります。
「弱」： 弱レベルの露出補正を行います。
「中」： 中レベルの露出補正を行います。
「強」： 強レベルの露出補正を行います。

● 露出を操作できるカメラサーバーは、VB-C60とVB-C300のみです。

● VB-C60の場合、露出補正の値は「-3」「-2」「-1」「0」「+1」「+2」「+3」とな
ります。

● [測光モード]はVB-C60以外のカメラでは無効となり、操作できません。

お願い
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ホワイトバランスのモードを選択すること
ができます。選択できるモードは次の通り
です（VB-C300、VB-C60）。
[オート]： 自動的にホワイトバラン

スを調整します。
[蛍光灯 H]（VB-C300）または
[蛍光灯 昼光色]（VB-C60）：

昼光色蛍光灯のもとで撮
影する場合に選択してく
ださい。

[蛍光灯]（VB-C300）または
[蛍光灯 白色]（VB-C60）：

昼白色蛍光灯、白色蛍光
灯のもとで撮影する場合
に選択してください。

[蛍光灯 暖色]： 暖色蛍光灯のもとで撮影
する場合に選択してくだ
さい。

[水銀灯]： 水銀灯のもとで撮影する
場合に選択してください。

[ナトリウム灯]：オレンジ色のナトリウム
灯のもとで撮影する場合
に選択してください。

[ハロゲン灯]： ハロゲン電球、白熱電球
のもとで撮影する場合に
選択してください。

[マニュアル]： 各スライドバーをドラッ
グすることでパラメー
ター（Rゲイン、Bゲイン）
を指定できます。

ホワイトバランスを強制的に合わせたい場合
には、白い紙など白に合わせたい被写体を撮
影した状態で［ワンショットWB］をクリッ
クします。

各スライドバーをドラッグして、ゲイン
を設定します。

● ホワイトバランス操作の項目

● スマートシェード補正操作の項目

チェックをすると、カメラ側のスマートシェード補正機能がONになります。（VB-C60のみ）

カメラ側のスマートシェード補正の強度を
１（最弱）～７(最強)の７段階で設定します。

スマートシェード補正を使用できるカメラサーバーは、VB-C60のみです。
お願い

ホワイトバランスを操作できるカメラサーバーは、VB-C60とVB-C300のみです。
お願い
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映像ウィンドウの配置を調整する

［オート（ドーム対応）］は、VB-C60では選択できません。
お願い

オートフォーカスとマニュアルフォーカスを切り替えます。
オート： 自動的にピントを合わせます。
オート（ドーム対応）：

オプションの屋内ドームハウジングを使用している場合、ドーム面にピントが合わないようにしな
がら、自動的にピントを合わせます。

無限遠固定：無限遠近傍にフォーカスを固定したままにできます。
マニュアル：[遠く][近く]のボタンを押し続けて、フォーカスを調整します。[ワンショットAF]ボタンをクリッ

クすると、1回だけオートでフォーカスをあわせます（VB-C300、VB-C60）。

ズームの操作速度を、「遅い」、「速い」
から選択します。

パン/チルトの操作速度を、「遅い」、「普通」、
「速い」から選択します。

● その他の項目
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● [プリセット]を選択する

カメラサーバーのプリセット位置が登録されている場合は、映像
ウィンドウの[プリセット]ドロップダウンメニュー、またはサブメ
ニューから利用することができます。ここではサブメニューからの
操作を説明します。

映像ウィンドウをダブルクリックする
か、メニューから[カメラ制御権を取
得]を選択します。

映像ウィンドウのメニューボタンをク
リックして、メニューを表示し、[プリ
セット]をクリックします。

サブメニューからプリセット位置を選
択します。

3

2

1
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映像ウィンドウの配置を調整する

■ 映像ウィンドウのその他の機能

映像ウィンドウのサイズを変更する

映像ウィンドウをクリックしてから四隅をドラッグしてサイズを変更するだけでなく、映像ウィン
ドウのメニューからサイズを設定するオプションを選択することもできます。

メニューから映像ウィンドウの表示サイズを変更するには、次のように操作します。

● 映像ウィンドウのメニューを開き、[映像表示サイズ]を選択する

映像ウィンドウのメニューボタンをクリッ
クするか、映像ウィンドウを右クリックし
てメニューを表示します。

メニューから[映像表示サイズ]を選択し、
サブメニューから[小（160×120）]、[中
（320×240）]、[大（640×480）]、[デ
フォルト]のいずれかを選択します。[デ
フォルト]を選択すると、映像ウィンドウは、
[映像受信サイズ]で選択した映像サイズで
表示されます。

2

1

映像の受信サイズを変更する（VB-C60、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fiのみ）

ビューワーが受信する映像のサイズを変更することができます。メニューから映像の受信サイズを
変更するには、次のように操作します。

● 映像ウィンドウのメニューを開き、[映像受信サイズ]を選択する

映像ウィンドウのメニューボタンをクリッ
クするか、映像ウィンドウを右クリックし
てメニューを表示します。

メニューから[映像受信サイズ]を選択し、
サブメニューから[小（160×120）]、[中
（320×240）]、[大（640×480）]、[デ
フォルト]のいずれかを選択します。[デ
フォルト]を選択すると、カメラサーバーで
設定した映像サイズで受信します。

2

1

VB-C60をご利用の場合、メニュー項目は次のようになります。

お願い
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映像ウィンドウの配置を調整する

露出補正を有効にする

露出補正は、逆光が強い映像を補正するために使用します。露出補正機能は、映像ウィンドウのメ
ニューから有効にすることができます。

露出補正を有効にするには、次のように操作します。

● カメラサーバーの制御権がある状態で、[露出補正]を選択する

映像ウィンドウのメニューボタンをクリッ
クするか、映像ウィンドウを右クリックし
てメニューを表示します。

メニューから[露出補正]を選択し、サブメ
ニューから[切]または[入]を選択します。

VB-C300、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、
VB-C50Fiをご使用になる場合、露出補正の選択
項目は、「切」、「弱」、「中」、「強」です。

VB-C60をご使用になる場合、選択項目は、「-3」、
「-2」、「-1」、「0」、「+1」、「+2」、「+3」です。

2

1

● [MPEG-4]の指定はVB-C60でのみ行えます。

● VB-C60で[MPEG-4]を指定してライブ表示を行う場合、映像と音声の同期はと
れません。

● 同一カメラサーバーの映像を複数表示している場合、そのうちの1つを変更すると
他の映像ウィンドウの受信サイズも変更されます。

● レイアウトを保存すると選択した映像の受信サイズも保存されます。

● [デフォルト]で使用するサイズは、カメラサーバーの映像を最初に表示したとき決
定されます。接続後にカメラサーバー側の設定を変更しても、受信サイズは変わり
ません。

お願い

● 選択した項目にチェックマーク（黒丸）がつきます。ただし、操作前には表示され
ません。

● 露出補正を「切」にしたい場合は「0」にしてください。
お願い
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映像ウィンドウの配置を調整する

[ビューワ－シェード補正]をクリックすると、映像
ウィンドウ内の暗くなった領域を補正して明るくす
ることができます。ビューワー上の1つの映像ウィ
ンドウに適用できます。ビューワ－シェード補正に
ついては、次のページで説明します。

管理者ビューワーまたはNCビューワーがインストールされている場合、この
メニューをクリックすると、管理者ビューワーが起動します。VB-C300で
は、NCビューワーが起動します。VB-C60では、IEが起動してVB-C60の
トップページが表示されます。管理者ビューワーまたはNCビューワーについ
て詳しくは、カメラサーバーの使用説明書を参照してください。

VB-C60、VB-C300、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSiの音声を使用
する場合、このメニューをクリックして音声パネルを表示してください
（→ P.202）。音声機能の設定については、VB-C60、VB-C300、
VBC50i/VB-C50iR、VB-C50FSiの使用説明書を参照してください。

[閉じる]をクリックすると、現在選択されている映像ウィンドウが閉じます。キーボード
の[Delete]キーを押しても選択した映像ウィンドウを閉じることができます。

その他のメニューオプション

映像ウィンドウのメニューで利用できるその他の機能には、次のようなものがあります。

[暗視機能]をクリックすると、[デイモード]、[ナイト
モード（内蔵照明切）]、[ナイトモード （内蔵照明
入）]をサブメニューから選択することができます。
[ナイトモード （内蔵照明入）]を選択すると、VBC50i/
VB-C50iRの赤外線カットフィルターが外れ、内蔵の赤外
線ライトが点灯します。VB-C60、VB-C300、VB-
C50FSi、VB-C50Fiでは赤外線ライトは使えません。

[外部デバイス出力]をクリックすると、カメラサーバー
に接続された外部デバイスを制御できます。この機能は、
カメラ制御権があるときに有効になります。
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映像ウィンドウの配置を調整する

● あらかじめ管理者ビューワーおよびNCビューワーをインストールしておくことを
お勧めします。

● 音声接続しているカメラサーバーには他のビューワーや管理者ビューワーで音声接
続できません。

● ビューワーシェード補正は、複数の映像ウィンドウには適用できません。

● ビューワーシェード補正の処理は、カメラサーバー上で行われるのではなく、
ビューワー内で行われます。ビューワーシェード補正は、ライブ映像にも録画映像
にも使用することができます（下記参照）。

お願い

ビューワーシェード補正について

ビューワーシェード補正は、映像内の暗い領域を明るく補正します。

補正は、ビューワー内に表示さ
れる映像ウィンドウにのみ適用
されます。

ビューワーシェード補正[切] ビューワーシェード補正[強]

暗い領域が、ビューワーシェード補正の影響を最も強く受けます。

音声パネルについて

映像ウィンドウを1つ選択してからクリッ
クするか、クリックした後で映像ウィンド
ウを1つ選択すると、音声再生を開始しま
す。

映像ウィンドウを1つ選択してからクリッ
クするか、クリックした後で映像ウィンド
ウを1つ選択すると、音声送信を開始しま
す。

チェックすると、マイ
ク使用時にも音声が再
生されます。

クリックすると、パネ
ル下部に無音検出機能
の設定項目が表示され
ます。
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映像ウィンドウの配置を調整する

チェックすると、音声送信時に無音区間の
検出処理を行います。無音時はデータを減
らすことで、ネットワーク使用量を節約す
ることができます。

あらかじめ決められた
感度設定で無音検出を
行う場合に選択します。

検出感度を手動で設定
する場合に選択します。
検出感度は下のスライ
ドバーをドラッグして
設定します。

● プロキシサーバー使用時には、音声の送受信はできません。

● 音声再生は、通常の再生時のみ行います。次の場合は、音声再生は行いません。
映像ウィンドウを複数選択した場合
停止、早送り、コマ送り、コマ戻し、巻き戻し時

お願い
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タイムラインの使用とイベント表示

タイムラインを
拡大/縮小表示
します。

映像表示エリアで選択していないカメラ
サーバーのイベントを、「二次イベント」
と呼びます。「一次イベント」より薄い色
で表示されます。

ここでは、タイムラインを使用してライブ映像や録画映像を表示する方法、およびイベントを表示
したり検索する方法を説明します。

タイムラインの概要
ビューワー画面上で、表示されているカメラサーバーに対応した過去のイベントは、タイムライン
内に色付きのバーで表示されます。色付きのバーを選択すると、再生ヘッドがそのイベントに移動
し、録画映像を表示します。

再生ヘッドのこの部分
をドラッグしてタイム
ライン上を移動します。

前のイベント

巻き戻し

コマ戻し

再生/停止

コマ送り

早送り

次のイベント

再生操作コントロール

再生操作コントロール
録画再生や巻き戻しなどの
操作ボタンです。

カメラサーバー名
現在選択しているカメラ
サーバー名を表示します。

再生ヘッド

時、日、週単位で移動しま
す。

映像ウィンドウに表示され
ている画像をファイルに保
存することができます。

1分間の手動録画
を開始します。

暗くなっている部分は、
この期間に録画映像が
あることを示します。
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タイムラインの使用とイベント表示

過去のイベント
を検索します。

時刻を指定してジャン
プすることができます。

録画映像を抽出して
ファイルに保存します。

イベント表示エリア 日付インジケーター

再生ヘッドがライ
ブ位置に戻ります。

映像表示エリアで選択した
カメラサーバー（映像ウィ
ンドウ）に関連するイベン
トを、「一次イベント」と呼
びます。

色 優先度

赤 最高

オレンジ 高

黄 中

黄緑 低

緑 最低

タイムラインを使用してライブ映像をモニタリングする

サムネイル画像をドラッグして映像ウィンドウを作成すると、ライブ映像が表示されます。このと
き下の再生ヘッド（下図）は「ライブ」位置になっています。「ライブ」位置は現在を表しています。
時間の経過とともにタイムラインは左側に移動していきますが、再生ヘッドの位置は変わりません。

優先度は次のように色分け
されています。

カメラサーバーが1台も選択されていない場合は、すべてのイベ
ントが一次イベントとして表示されます。

お願い

タイムバーをドラッグすると、タ
イムライン全体がスクロールしま
す。

時、日、週単位で移
動します。

[表示]メニューから[タイムライン]の選択を解除することで、タ
イムラインを非表示にすることができます。

ヒント
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タイムラインの使用とイベント表示

タイムラインを使用して映像を再生、保存する

録画を再生したいカメラサーバーの映像ウィンドウを選択してから再生ヘッドを移動させるか、[時
刻を指定]ボタンを押して時刻を指定すると、録画映像の再生が開始されます。

● 再生操作コントロールを使用する

再生、巻き戻し、早送り、コマ送り、前後のイベン
トへのジャンプなどの操作が行えます。

巻き戻し、早送りの各ボタンは、一度押すたびに
1倍→2倍→5倍→10倍の順で速度がかわります。

● 再生ヘッドをドラッグする

再生ヘッドをクリックして、別の位置までドラッグします。移動し
た位置の時刻から、録画映像の再生が開始されます。

● 複数のカメラサーバーの映像を同時再生することができます。

● 1つのカメラサーバーの異なる時刻の映像を、同時に再生することができます。ヒント

● MPEG-4形式の録画では、巻き戻しとコマ戻しはできません。

● MPEG-4形式の録画の早送り速度は2倍に固定です。

● MPEG-4形式で録画していたスケジュールをJPEG形式の録画に切り替えた場合、
JPEG形式の時間帯から巻き戻し再生でMPEG-4形式の時間帯に入ると、巻き戻し
再生は継続しますが映像は表示されず、「録画映像はありません。」というエラーが
表示されます。

お願い
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● 再生する録画映像は、録画サーバーからビューワーに送信されます。再生時の応答
性と滑らかさは、ネットワークのトラフィックや、その他の要因により左右される
場合があります。

● タイムラインに表示される時刻は、ビューワーが動作しているPCの時刻です。

お願い

● タイムラインをクリックする

タイムライン上の時刻をクリックすると、再生ヘッド
がその位置に移動して、その時刻から再生が開始され
ます。

● タイムバーをドラッグし、タイムライン全体をスクロールさせる

マウスカーソルをタイムバーの上に移動させると、マ
ウスカーソルは手の形になります。タイムバーをク
リックして左または右にドラッグすると、時間が前ま
たは後に移動します。右へのスクロールは、「ライブ」
時刻までしか移動しません。



208

タイムラインの使用とイベント表示

● 時刻を入力してジャンプする

映像ウィンドウを選択して[時刻を指定]ボタンをクリックします。

[時刻を指定]ダイアログが開きます。日付や時刻を
選択します。

[OK]ボタンをクリックします。

再生ヘッドとタイムラインが、選択した時刻へと移
動します。映像ウィンドウが選択されていない場合
には、タイムラインだけが移動します。

カレンダーの使い方を下記に示します。

3

2

1

ここをクリックすると前の
月に戻ります。

ここをクリックすると次の
月に進みます。

特定の日をクリックして選
択し、[OK]ボタンをクリッ
クすると、タイムラインに
その日が表示されます。

上/下矢印をクリックして時
刻を選択するか、時刻の数
字をクリックして、値を入
力します。

また、現在の月をクリック
すると月リストが表示され
ます。

別の年を選択するには、現在の
年をクリックし上下の矢印をク
リックして、値を変更します。
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タイムラインの使用とイベント表示

1分間の手動録画を行う（今すぐ録画）

1分間の手動録画を実行することができます。手動録画はタイムラインと[ライブイベント表示]ウィ
ンドウに[ユーザ－が手動録画を開始]イベントとして表示されます。これは、録画スケジュールの
設定がない時間帯に急に録画を実行する必要が生じたときなどに使用します。

手動録画を実行するには、次のように操作します。

手動録画する映像ウィンドウを1
つ選択します。

[今すぐ録画]をクリックします。2

1

● [今すぐ録画]機能は最大フレームレートで録画を行います。何回も行うと録画サー
バーのディスク容量を消費します。VK-Liteでは5fpsに制限されています。

● [今すぐ録画]機能は、カメラサーバーの登録時に録画サーバーを設定した場合のみ
有効です。

● 録画時間は約1分間です。実際の録画時間は、設定やネットワークの遅延によって
異なることがあります。

● [今すぐ録画]で手動録画を行った場合に発生するイベントは、常に優先度が[1.最
高]となります。

● [今すぐ録画]機能はJPEGで録画します。MPEG-4では録画できません（VB-C60）。
カメラ側で音声送信可であれば、録音も行われます。

お願い

スナップショットを撮る

映像ウィンドウの現在の画像をファイ
ルに保存することができます。

スナップショットを撮る映像
ウィンドウを1つ選択します。

[スナップショット]をクリック
します。

2

1



● タイムラインの拡大表示と縮小表示

[拡大表示]をクリックすると、タイムラインが拡大表示され
ます。

[縮小表示]をクリックすると、タイムラインが縮小表示され
ます。

● イベントをクリックして選択する

イベントをクリックして選択す
ると、対応する映像ウィンドウ
にそのイベントが表示されます。

イベントのタイプ

ユーザ－名 イベントの時刻

カメラ名

イベントを
クリックし
て選択する

タイムライン上で色が濃くなっている部
分には、録画データがあります。

マウスカーソルをイベント上に移動させ
ると、イベントの詳細が表示されます。

タイムラインの使用とイベント表示
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● Windows Vistaをご使用の場合は、画像の保存先としてシステムドライブの
「Windows」フォルダや「Program Files」フォルダを指定しないでください。
画像を保存することができません。

● ビューワーの設定で「スナップショットに日時を重畳する」と設定した場合、ス
ナップショット画像の右下端に日時が表示されます（位置、フォント、大きさ、色
は固定です）。

● スナップショットの映像はビットマップ形式で保存されます。

お願い
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タイムラインの使用とイベント表示

夏時間での表示について

コントロールパネルの「日付と時刻」のプロパティで「自動的に夏時間の調整をする」をオンにし
たPCでは、夏時間の開始および終了時には、タイムライン上で以下のように表示されます。

●夏時間の開始 - 1時間が省略して表示されます。

●夏時間の終了 - 1時間（たとえば2：00～3：00）が2回表示されます。

1時間が省略されます

1時間が重複します

夏時間の表示が変更された場合でも、タイムラインの表示は継続しています。影響を受
けるのは、時刻を示すラベルのみです。

お願い

映像を抽出してファイルに保存する

録画映像の一部をファイルに保存することができます。映像データは、QuickTimeの.movフォーマッ
トで保存され、QuickTimeプレイヤー、あるいはその他の.movファイルの再生をサポートするプレイ
ヤーで見ることができます。最長1時間の映像を1つのファイルに保存することができます。
QuickTimeプレイヤーがインストールされていない場合は、http://www.apple.co.jp/ quicktime/
にアクセスして無料でダウンロードすることができます。

● [指定映像を保存]をクリックして録画映像をファイルに保存する

映像ウィンドウをクリックして選択し、タイムラインで保存
したい時間帯の開始時刻から終了時刻までをドラッグします。

[指定映像を保存]をクリックすると、[指定映像を保存]ダイ
アログが開きます。

[日付]：矢印をクリックして
日付を選択するか、日付の数
字をクリックして、値を入力
します。

[開始時刻]と[終了時刻]：
上/下矢印をクリックして時
刻を選択するか、時刻の数字
をクリックして、値を入力し
ます。

4

3

2

1
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タイムラインの使用とイベント表示

[OK]ボタンをクリックする
と[名前を付けて保存]ダイ
アログが表示されます。[保
存する場所]ドロップダウン
メニューから保存したい場
所を選んでファイル名を入
力し、[保存]をクリックし
ます。

5

● ライブ映像に戻る

ライブ映像に戻るには、[ライブ映像に戻る�]をクリックします。再生
ヘッドは、タイムライン内のライブ位置に戻ります。

● 抽出できる映像は、1回につき1つの映像ウィンドウです。

● QuickTimeはVersion 6.5.1以上をお勧めします。

● Windows Vistaをご使用の場合は、映像の保存先としてシステムドライブの
「Windows」フォルダや「Program Files」フォルダを指定しないでください。
映像を保存することができません。

● 録画＋録音をしている場合、映像データだけや、音声データだけの保存はできませ
ん。映像＋音声を1つのMOVファイルに保存します。

● 2つ以上のMPEG-4録画スケジュールにまたがる時間帯を保存しようとした場合
は、先頭のスケジュールで録画された映像のみを保存します。

● JPEGとMPEG-4が混在した時間帯を保存しようとした場合も、先頭のスケジュー
ルで録画された映像のみを保存します。

お願い
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タイムラインの使用とイベント表示

■ イベントの表示と検索

[ライブイベント表示]について

[ライブイベント表示]ウィンドウは、本システムで発生したイベントを表示するウィンドウです。
イベントは優先度に従って色分けされています。

イベントの説明を見る場合には、スクロールバーをドラッグします。

承認が必要なイベントには、ベルアイコンが表示されます。イベントをダブルクリックして承認すると、
ドットアイコンに変わります。

前回VK-64/VK-16を終了させたときに開いたままにしておいた場合は、ビューワー
を起動すると[ライブイベント表示]ウィンドウが自動的に開きます。

ヒント

[ライブイベント表示]ウィンドウに表示されるイベントは200件までです。

お願い
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タイムラインの使用とイベント表示

[ライブイベント表示]ウィンドウを表示する

[ライブイベント表示]ウィンドウを表示するには、次のように操作します。

● [表示]メニューから[ライブイベント表示]を選択する

VK-64/VK-16のメニューバーの[表示]メニューから[ライブイベント表示]を選択します。

[ライブイベント表示]ウィンドウが開きます。

イベントの表示内容

承認/未承認

イベントの優先度（1:最高、2:高、3:中、4:低、5:最低）

発生したイベントの種類

イベントが発生したカメラの名前

イベントの日付と時刻

ロケーションとゾーン

● イベントを確認して表示する

新たに発生したイベントは[ライブイベント表示]ウィンドウのリストの先頭に表示され、設定され
た時間だけ点滅を続けます。オペレーターの承認が必要な場合は、承認されるまで点滅を続けます。

[ライブイベント表示]ウィンドウでイベントをダブルクリックして承認します。映像の確認
が必要な場合は、再度ダブルクリックします。

録画映像の表示が終わったら、ビューワーの右下隅の[ライブ映像に戻る�]をクリックして
ください。映像ウィンドウはライブ映像の表示に戻ります。

2

1
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タイムラインの使用とイベント表示

イベントを検索する

多数のイベントがある場合は、[イベント検索]ダイアログで特定のイベントを検索することができ
ます。

[イベント検索]ダイアログを起動するには、次のように操作します。

● [イベント検索]をクリックする

タイムライン上の[イベント検索]をクリックします。

[イベント検索]ダイアログが開きます。

ロケーション
とゾーンを選
択します。

特定のイベントのキー
ワードを入力します。

検索終了日時を入力します。検索開始日時を入力します。

優先度を選択
します。

イベントの状
態を選択しま
す。

イベントの種
類を選択しま
す。

検索結果
表示エリア

イベントを映像ウィンドウに表示するには、イベントをダブルクリッ
クするか、イベントをクリックして選択してから[録画映像を見る]ボ
タンをクリックします。

カメラを選択
します。



● ステップ5：状態を選択する

イベントの状態、時間中に[入]であったか[切]であったかを選択します。ま
たは、[すべての状態]を選択します。

● ステップ4：イベントの種類を選択する

ドロップダウンメニューからイベントの種類を選択します。

216

タイムラインの使用とイベント表示

検索条件を選択する

検索処理を始める時に優先度、ネットワーク上のロケーションとゾーン、イベントが発生した日付
や時刻の範囲など、いくつかの条件を指定することができます。

検索を始めるには、次のように操作します。

● ステップ1：検索する日付と時刻の範囲を選択する

[開始日時]や[終了日時]をクリックして、月/日/年や時刻を入力します。

また、各日付表示の右にある下矢印をクリックしてカレ
ンダーを開くこともできます。カレンダーを閉じるには、
カレンダーの外側をクリックします。

[イベント検索]ダイアログ中でも、上下の矢印を使用し
て時刻をスクロールすることができます。時間、分、秒
の部分をクリックして選択してから、上下の矢印をク
リックします。

● ステップ2：カメラを選択する

ドロップダウンメニューから検索したいカメラを選択します。特定
のカメラを選択した場合、[場所：]で指定したロケーションとゾーン
は無効になります。

● ステップ3：検索するロケーションとゾーンを選択する

[場所：]では、ロケーションとゾー
ンをドロップダウンメニューから選
択します。



● ステップ6：イベントの優先度を選択する

ドロップダウンメニューから優先度を選択します。
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タイムラインの使用とイベント表示

● ステップ7：[検索開始]ボタンをクリックする

日付と時刻の範囲を入力したら、[検索開始]ボタンをクリックしてイベント検索処理を開始します。
検索されたイベントが下に表示されます。[検索中止]ボタンをクリックすれば、いつでも検索処理
を中止できます。

映像ウィンドウでのイベントの表示が終わったら、タイムラインの[ライブ映像に戻
る�]をクリックすると映像ウィンドウがライブ表示状態に戻ります。

お願い

検索されたイベントの録画映像を見る

イベント発生時の映像を見るには、そ
のイベントを選択してから[録画映像を
見る]ボタンをクリックします。

また、イベントをダブルクリックして
も、録画映像を見ることができます。

[キャンセル]ボタンをクリックすると、
検索処理が中止されダイアログが閉じ
ます。

カスタムトリガー使用時には、「削除」、「録画」、「フレーム」などのキーワードでイベ
ントを検索できます。検索で見つかるイベントは、入力したテキストに基づくイベント
になります。ヒント
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■ イベント発生時の映像ポップアップについて

[ビューワー設定]画面の管理者用タブの[映像自動表示の設定]で[イベント発生時に映像ウィンドウ
を自動表示する]にチェックをしておくと、センサー入力および動き検知発生時に該当の映像ウィン
ドウが最前面に表示され、ライブ表示が開始されます。

動き検知がONになると、該当する
映像が自動的に表示されます。

● ポップアップ対象の映像ウィンドウが映像表示エリアにある場合は、そのウィン
ドウが自動的に最前面に表示されます。

● 自動表示される映像ウィンドウの大きさは「中（320×240）」となります。
お願い
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第 6 章



この章の概要
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この章では、ネットワークカメラのシステムを運用管理する際の、録画サーバーの注意点や運用の
ガイドラインについて説明します。

● 録画サーバーのヘルスチェック

VKイベントの表示メッセージと対応例、カメラごとの処理待ちフレーム数について説明します。

● 録画・表示の運用ガイドライン

録画フレームレートや、ビューワーのライブ映像表示のフレームレートについて説明します。

● イベント録画の運用ガイドライン

センサーイベントの録画運用について、注意点や対応方法など、運用上のヒントを説明します。

● 動き検知動作の最適化（指標）

動き検知の運用について、注意点や対応方法など、運用上のヒントを説明します。



イベントの種類 表示メッセージ 説明 対応例

録画設定、カ
メラサーバー
設定を見直し
て く だ さ い
（ → P.117、
P.121）。

ネットワーク
接続を見直し
て く だ さ い
（→ P.37）。

録画設定を見
直すか、録画
サーバーの追
加を検討して
ください（→
P.86）。

録画サーバーのヘルスチェック
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VKイベント（VKビューワーのタイムライン）

次の表に示すイベントが発生した場合は、何らかの対応が必要になります。

表示メッセージの｛ ｝内の表示は、状況により異なります。

ディスクの空き容量
通知（*）

容量不足による削除
の開始/終了（*）

容量不足による録画
の停止/再開（*）

カメラサーバーへの
接続エラー

録画フレームレート
の変更

通知（on）/回復（off）
｛ドライブ｝ドライブのディスク
容量低下：｛状態｝

開始（on）/停止（off）
ディスクの空き容量低下による
｛ドライブ｝ドライブのファイル
削除：｛状態｝

開始（on）/停止（off）
ディスクの空き容量低下による
｛ドライブ｝ドライブの録画の一
時待機：｛状態｝

エラー発生（on）/回復（off）
ホスト（{カメラサーバーアドレ
ス}：{ポート}）への接続：｛状
態｝

実効録画レート（{変更前録画率}
→ {変更後録画率} %）
例:
「実効録画レート（100.0 →
90.0 %）」
※ON/OFF イベントではあり
ません。

このイベントは、ディスクの
空き容量またはディスク使用
量が通知の値を超えた時に発
生します。
この場合、指定した録画保存
日数を満たせないことがあり
ます。
なお、ディスク容量通知には
ON状態のみ有効です。

このイベントは、ディスクの
空き容量またはディスクの使
用量がしきい値を超えた場合
に発生します。

このイベントは、ディスクの
空き容量またはディスクの使
用量が制限値を超えた場合に
発生します。

このイベントは、カメラサー
バーへの接続時にエラーが起
こった場合に発生しますが、
接続に失敗した時に必ず発生
するわけではありません。こ
のイベントが起きると録画エ
ンジンは再接続を実行し、失
敗した場合にのみCOMM エ
ラーが発生します。

このイベントは、サーバーの
負荷増大による録画フレーム
レートの変化を通知します。

（*）の項目は、「ディスク容量の管理＜重要＞」（→ P.62）を参照してください。
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カメラごとの処理待ちフレーム数

[カメラ登録]画面には、カメラごとの処理待ちフレーム数が表示され、PCの負荷状況を確認できま
す。

この情報は、5秒間隔で更新されます。

処理待ちフレーム数が常時500を超えている場合は、録画のフレームレートを下げる、
映像サイズや品質を下げるなどして、処理待ちフレーム数を減少させてください。処理
待ちフレーム数が1,000を超えると、録画抜けが発生します。お願い
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録画・表示の運用ガイドライン

表示フレームレートと録画フレームレートの自動調整機能について説明します。

本機能は、録画サーバーやビューワーの稼動するPCの負荷の状況を判断して、録画フレームレート
やビューワーのライブ映像表示のフレームレートを調節する機能です。

表示フレームレート調整

● ビューワー設定の[フレームレートを自動調節する]（→ P.168）

※デフォルトでは、使用する設定になっています（推奨）。

ライブ映像を表示する際に、ビューワーは設定したフレームレートでの映像送信をカメラサーバー
に要求します（→ P.168「最大フレームレート」）。

本機能は、PCが何らかの原因で一時的に高負荷になった場合に、一時的にフレームレートを低下さ
せますが、安定してライブ映像表示を行うことができます。

本機能を使用しない場合は、PCの負荷が高くなった場合、メニュー操作や表示レスポンスに影響が
出ることがあります。

MPEG-4形式の映像の場合は、「最大フレームレート」の設定や「フレームレートを自動調整する」
の設定は無効となり、カメラから送信されてくるフレームレートで表示されます。

本機能の使用をお勧めしますが、必ず事前に十分な運用テストを行い、動作を確認して
から運用を開始してください。

お願い
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録画・表示の運用ガイドライン

録画フレームレート調整

● サーバー設定の[高負荷時に録画フレームレートを低下させる]（→ P.55）

※デフォルトでは、使用する設定になっています（推奨）。

カメラサーバーから受信した画像をハードディスクに書き込むとき、録画サーバーの稼動するPCの
負荷（主にハードディスクへの書き込み負荷）が高いとすぐに書き込むことができず、書き込み待
ち状態が発生します。

この書き込み待ちの画像が一定期間増加し続けると、録画サーバーはPCが高負荷状態であると判断
します。このとき、録画サーバーはカメラサーバーから受信した画像をすべて録画するのではなく、
一定間隔で間引いて録画することにより、PCの負荷を軽減します。

本機能を使用すれば、PCが何らかの原因で一時的に高負荷になった場合に、設定した通りの録画の
フレームレートで記録されませんが、一時的な録画停止を防ぐことができます。このとき、録画フ
レームレートは0.5fps以下に低下しないように調整されます。

なお、本機能の動作開始時と終了時にはイベントが記録されます（→ P.286「録画フレームレート
の変更」）。本機能の動作状況は、イベントの検索から確認することができます（→ P.221）。

本機能を使用しない場合は、PCの負荷が高くなった場合、録画抜けが不定期に発生することがあり
ます。本ソフトで録画抜けを検出することはできません。

本機能は「受信映像」にMPEG-4を設定した場合、無効となります。
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イベント録画の運用ガイドライン

イベント録画の適正運用（センサー配置・感度の最適化）

センサーイベントが頻繁に発生する場合、録画サーバーの負荷が高くなり、録画フレームレートの
低下や録画抜けが発生することがあります。目安として、毎分10件を超えるイベントが発生し続け
る場合には、常時録画をお勧めします。

録画サーバーごとに、次のような状況の場合は、センサー感度を鈍くするか、常時録画をお勧めし
ます。

●イベントの発生が1日2万件以上。

●毎分10件を超えるイベントが発生する。

イベント件数は、ステータスバーで確認してください。
ヒント
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動き検知動作の最適化（指標）

動き検知機能は、高い信頼性が求められる用途には適していません。監視など、常に高い信頼性が
要求される用途では常時録画をお勧めします。動き検知機能の動作の結果生じた事故などについて、
キヤノンは一切の責任を負いません。

動き検知のイベントが頻繁に発生する場合は、録画サーバーの負荷が高くなり、録画フレームレー
トの低下や録画抜けが発生することがあります。目安として、毎分10件を超える動き検知が発生し
続ける場合には、常時録画をお勧めします。

「フレームレート」は、動き検知に使用する毎秒の画像数を示します。この値を低くするほど、録画
サーバーの負荷が軽くなります。

● 機種ごとの動き検知設定について

VB-C60、VB-C50i/VB-C50iR、VB-C50FSi、VB-C50Fi、VB150

カメラサーバー側で動き検知を設定します。

詳細は、各カメラサーバーの使用説明書をご確認ください。

VB150では、「ビデオ入力」設定が「切替え」になっている必要があります。

VB-C300

録画サーバー側で動き検知を設定します。

動き検知の設定については、「動き検知録画の設定」（→P.122）を参照してください。

QVGAで、総フレームレート150fps（30fpsなら5台）程度にしてください。

● メモリが不足した状態でイベント前録画時間を長くすると、ディスクを消費する仮
想メモリが使用されることがあり、大幅に性能が低下することがあります。イベン
ト前の録画時間が短くなるほど、メモリ使用量は減ります。

● データサイズ、ネットワーク上の遅延の影響によりイベント録画後の設定値通りに
録画されないことがあります。

ヒント



バックアップ運用

第 7 章



この章の概要
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この章ではバックアップの目的ごとの運用方法について説明します。

バックアップ対象の各種データの中では録画データが特に容量が大きいため、バックアップを行う
ための機材の選定やノウハウが必要になります。
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バックアップの目的

バックアップを行う目的は、次のようなものが挙げられます。

●データを保護するためのバックアップ

システムのクラッシュ、あるいはハードディスクの障害からデータを保護するためのバックアッ
プです。対象は、録画データ、イベントデータ、および設定ファイルです。

●アーカイブ目的のバックアップ

録画データ、イベントデータを他のメディアなどに長期保存するためのバックアップです。



バックアップの準備
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バックアップ装置について

VK-64/VK-16のバックアップには、データ量に応じて必要な装置を用意します。基本的な考え方
として、1回のバックアップで数GBから40GB程度であればDDS-4規格、70GB相当までは
DAT72もしくはAITなどの選択が可能です。

100GB～400GB程度であれば、LTO装置などを選択します。また、それ以上の容量が必要な場
合や、メディアの交換作業を省く場合には、LTO装置のオートローダなどを検討してください。

●VK-64/VK-16とバックアップ運用例

カメラサーバー=10台　1fps（10KB）30日間録画の場合

データ容量＝300GB/月　70GB/週　10GB/日　となります。

この場合に使用するバックアップ装置としては、LTO装置（Ultriumテープ）をお勧めします。
100GB～数100GBまで、転送速度平均25～30MB/秒（圧縮時40～60MB/秒）で記録で
きます。

この場合、30日分=300GBをバックアップするのに必要な時間は、約12,000秒=3.5時間と
なります。圧縮時にはおよそ2.5時間です（ハードウェアのスペックでは、圧縮時には倍になり
ますが、データフォーマットにより圧縮に対する期待値が変動するため、2倍と考えるのは危険
です）。

1週間分=70GBでは、約2,800秒=46分強となります。

1日分＝10GBでは、約400秒=約6分40秒となります。

注意点：バックアップを取る際にも録画が停止することはありませんが、ディスクのI/O負
荷およびCPU負荷により、設定通りのコマ数（fps値）では録画ができない可能性
があります。

VK-64/VK-16の録画データは非可逆圧縮されたデータです。テープ装置等で行う圧
縮処理は必要ありません。

ヒント

バックアップツールについて

Windows用サードパーティ製のツールのご利用をお勧めします。利用するツールの取扱説明書に基
づいて、運用を開始してください。

アーカイブ目的のリストア用サーバーについて

バックアップの目的がアーカイブである場合、データをリストアする録画サーバー用PCを別途用意
する必要があります。ハードウェア上のハードディスクなどのドライブ構成が同じである必要があ
ります。たとえば、元のサーバーのドライブ構成が、Cドライブ＝システム、Dドライブ＝録画デー
タ、Eドライブ＝録画データであれば、同じドライブ構成のPCが必要です。ただし、ハードディス
クの容量は、リストアするデータを考慮して決定してください。
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バックアップの対象となるファイル

録画データと音声データ、イベントデータの保存先

録画中の映像は一時ファイル（下記の「一時ファイルについて」参照）に記録され、サイズが1GB
（デフォルト設定の場合）になった時点で確定した録画データとして保存先ドライブに保存されます。

音声データはG711μLaw形式で録音され、QuickTimeファイル形式で保存されます。また、録音
音声のビットレートは64Kbpsとなります。

録画データ、音声データおよびイベントデータは、カメラサーバー登録時にカメラサーバーごとに
行った[保存先ドライブの指定] - [ドライブ]の指定（→P.96）により、下記のフォルダに保存され
ます。

● 録画データ

[保存先ドライブ]:¥WebView-NVR¥videofiles

バックアップの対象となるファイルは以下の2つです。

ファイル名＝
NVR_INDEX_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss_yyyymmdd_hhmmss.mov

カメラID 録画開始年月日_時間 録画終了年月日_時間

（映像がJPEGの場合）

ファイル名＝
NVR_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss_yyyymmdd_hhmmss.avi

または

（映像がMPEG-4の場合）

ファイル名＝
NVR_MPEG4_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss_yyyymmdd_hhmmss.mov

●一時ファイルについて

ファイル名＝NVR_STANDBY_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.avi

ファイル名＝NVR_STANDBY_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.avi.tmp

ファイル名＝NVR_STANDBY_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.mov

ファイル名＝NVR_STANDBY_MPEG4_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.mov

以上4つのファイルは、システムにより確定される前のファイルです。

録画データのファイル名に記載される時刻は、グリニッジ標準時となります。日本時間
はこの値に9時間を足したものになります。

ヒント

この2つのファイルはペアになっています。必ず2つともバックアップしてください。

お願い



イベントデータのファイル名に記載される時刻は、グリニッジ標準時となります。日本
時間はこの値に9時間を足したものになります。

ヒント

バックアップの対象となるファイル
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●録画データの概念

録画中の映像は一時的なファイルとしてハードディスクに記録され、デフォルトではそのサイズが
1GBになった時点で確定されたファイルとして保存先ドライブに保存されます。この記録単位は、
[録画サーバー設定］-［設定］タブの［最大ファイルサイズ/時間］で設定変更が可能です（→
P.55）。

一時ファイルは、通常の方法ではバックアップを行うことはできません。

● 音声データ

[保存先ドライブ]:¥WebView-NVR¥videofiles

バックアップの対象となるのは以下のファイルです。

ファイル名＝
NVR_AUDIO_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss_yyyymmdd_hhmmss.mov

カメラID 録画開始年月日_時間 録画終了年月日_時間

●一時ファイルについて

以下のファイルは、システムにより確定される前のファイルです。

ファイル名＝NVR_STANDBY_AUDIO_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.avi

● イベントデータ

[保存先ドライブ]:¥WebView-NVR¥eventfiles

バックアップの対象となるファイルは以下のものです。

ファイル名＝NVR_EVENT_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.evt
カメラID 録画開始年月日_時間

音声データのファイル名に記載される時刻は、グリニッジ標準時となります。日本時間
はこの値に9時間を足したものになります。

ヒント
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バックアップの対象となるファイル

● 設定ファイル

録画サーバーおよびビューワーの設定は、それぞれをインストールしたPCの下記フォルダに保存さ
れます。

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
[システムドライブ]:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Canon

¥WebView¥NVR¥

Windows Vistaの設定ファイルのパス
[システムドライブ]:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 

このフォルダの内容をすべてバックアップします。

設定ファイルは、Windowsのフォルダオプションで隠しファイルの表示を行う設定に
なっていない場合、表示されません。

ヒント

NVR_STANDBY_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.avi

NVR_STANDBY_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.avi.tmp

NVR_STANDBY_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.mov

NVR_STANDBY_AUDIO_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.avi

NVR_EVENT_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.evt

NVR_INDEX_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss_yyyymmdd_hhmmss.mov

NVR_MEDIA_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss_yyyymmdd_hhmmss.avi

NVR_EVENT_xxxxxxxxxxxxxxxx_yyyymmdd_hhmmss.evt 

録画中（JPEG画像の場合）

録画データ（確定後）

Windows Vistaのシャドウバックアップ機能はご使用になれません。
ヒント
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データを保護するためのバックアップ

バックアップについて

データ保護の目的でバックアップを実施する場合には、以下のデータをバックアップする必要があ
ります。

●録画データ・・・ 毎日、増分バックアップを行うことをお勧めします。ファイル名と格納
場所はP.231を参照してください。

●イベントデータ・・・ 毎日、増分バックアップを行うことをお勧めします。ファイル名と格納
場所はP.232を参照してください。

●設定ファイル・・・ 通常の運用ではシステム導入時に1回バックアップを行い、VK-64/VK-
16の各種設定を変更した際には、再度バックアップを行ってください。
ただし、管理が煩雑になる場合は、毎日フルバックアップを行ってくだ
さい。格納場所はP.233を参照してください。

● 録画データのバックアップについての注意点

録画中のファイルは一時的なファイルとしてハードディスクに記録されます。確定される前のファ
イルは、通常の方法ではバックアップを行うことはできません。詳細は、「録画データ」（→ P.231）
を参照してください。

一時ファイルが録画データに変換されるまでの間の録画データはバックアップできません。

注意点は、バックアップデータの容量により、最適なハードウェアの選択が必要になります。１回
のバックアップ量が、1GB～10GB程度であればDDS装置、10GB～100GB未満であればAIT装
置、100GB以上～400GB程度であれば、LTOなどの装置が有効です。それ以上の容量が必要な
場合は、複数のバックアップ装置の検討が必要です。また、データ転送速度の速いバックアップ装
置をお勧めします。

また、ハードディスクの総容量が数TBになる場合は、バックアップを行うよりも、ハードディスク
のホットスペアや高信頼性のストレージシステムの利用、または、より信頼性、可用性の高いRAID
レベルなどを検討してください。
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アーカイブ目的のバックアップ（データの長期保存）

アーカイブ目的でバックアップを実施する場合には、以下のデータをバックアップする必要があり
ます。

●録画データ・・・ 毎日、増分バックアップを行うことをお勧めします。ファイル名と格納
場所はP.231を参照してください。

●イベントデータ・・・ 毎日、増分バックアップを行うことをお勧めします。ファイル名と格納
場所はP.232を参照してください。

●設定ファイル・・・ 通常の運用ではシステム導入時に1回バックアップを行い、VK-64/VK-
16の各種設定を変更した際には、再度バックアップを行ってください。
ただし、管理が煩雑になる場合は、毎日フルバックアップを行ってくだ
さい。格納場所はP.233を参照してください。

● 録画データのバックアップについての注意点

録画中のファイルは一時的なファイルとしてハードディスクに記録され、デフォルトではそのサイ
ズが1GBになった時点で確定されたファイルとしてハードディスクに記録されます。確定される前
のファイルは、通常の方法ではバックアップを行うことはできません。そのため、確定されたファ
イルのみをバックアップの対象として運用してください。詳細は、「データを保護するためのバック
アップ」（→ P.234）を参照してください。

バックアップ装置の選択としては、保存単位を考慮して決定することをお勧めします。たとえば、
保存単位が100GB～400GB程度の場合は、LTO装置と呼ばれる高密度テープなどを使用します。
また、400GBを超えて2TB程度であれば、LTOオートローダ装置などを検討してください
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録画データ、イベントデータのバックアップ手順

録画データ、イベントデータをバックアップします。

バックアップする録画データの総容量を予測します。

1日あたりの録画データ量は、1枚あたりの映像ファイルサイズ×フレームレート×カメラ
サーバーの台数 × 1日の録画設定時間（秒）で求めます。

詳細は、「サーバーサイジングの考え方」（→ P.31）を参照してください。

予測に応じたバックアップ装置とWindows用バックアップツールを準備します。

P.230を参照してバックアップツールを設定します。

一時ファイルをバックアップ対象からはずしてください。
3

2

1

バックアップを行っている間もVK-64/VK-16での録画を継続している場合は、バッ
クアップに使用する装置の転送速度によるハードディスク装置へのI/O負荷の増大も考
慮する必要があります。バックアップを行うことにより、録画サーバーの録画フレーム
レートの低下が見られた場合には、以下の方法を検討してください。
● 録画スケジュール設定画面で、バックアップ時間中の録画フレームレートを低めに

設定します。

● 録画サーバーに複数のI/Oチャンネル（具体的にはRAIDカードなど）を設置して、
複数のストレージ構成を導入し、録画データを振り分けます。バックアップ装置を
ストレージ構成にあわせて導入します。

● 複数の録画サーバーを導入し、それぞれのサーバーにバックアップ装置を導入しま
す。複数の録画サーバーの導入についてはP.30を参照してください。

お願い
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リストア運用手順

データ保護の目的でバックアップしたデータをリストアする

メンテナンスあるいは不測の事態により、VK-64/VK-16の録画サーバーを再構築する場合の手順
を説明します。

再構築するPCのハードウェア環境が完全に元通りであることを確認してください。

フォルダ構成は必ず再構築前と同じ状態にしてください。

VK-64/VK-16をインストールします。

インストールが終わったら、録画サーバー設定で録画サーバーをいったん停止させます。

VK-64/VK-16の設定ファイルを元の場所にリストアします。

デフォルトでは以下の通りです。

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
<システムドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Canon

¥WebView¥NVR¥

Windows Vistaの設定ファイルのパス
<システムドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 

録画データファイルを元の場所にリストアします。

デフォルトでは以下の通りです。

<保存先ドライブ>:¥WebView-NVR¥videofiles

イベントファイルを元の場所にリストアします。

デフォルトでは以下の通りです。

<保存先ドライブ>:¥WebView-NVR¥eventfiles

録画サーバー設定で録画サーバーを起動します。

録画が正常に稼動していることを確認します。また、リストアした録画データが正常に再生
されることを確認します。

8

7

6

5

4

3

2

1

録画サーバー設定で「最大保存期間」を設定している場合は、リストアした録画データ
の中に保存期限を過ぎたデータがあった場合、録画サーバーの起動と同時にデータが削
除されます。お願い
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リストア運用手順

アーカイブ目的でバックアップしたデータをリストアする

アーカイブ目的でバックアップしたデータのうち、必要なファイルだけをリストアして再生させる
場合の手順を説明します。

リストアするPCのドライブの構成が、バックアップしたPCと同じであることを確認してく
ださい。

ハードディスクの容量は、リストアする録画データファイルのサイズ以上の大きさである必
要があります。

VK-64/VK-16をインストールします。

VK-64/VK-16の設定ファイルを元の場所にリストアします。デフォルトでは以下の通りで
す。

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
<システムドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Canon

¥WebView¥NVR¥

Windows Vistaの設定ファイルのパス
<システムドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 

録画サーバー設定で、最大保存期間のチェックを外します。

ビューワーを立ち上げて、「設定画面」「録画スケジュール」タブで、すべてのカメラサー
バーのスケジュールを削除します。

上記の設定が終わったら、録画サーバー設定で録画サーバーをいったん停止させます。

再生させたい日付時刻に合致する録画データファイルを、元の場所にリストアします。デ
フォルトでは以下の通りです。

<保存先ドライブ>:¥WebView-NVR¥videofiles

再生させたい日付時刻に合致するイベントファイルを、元の場所にリストアします。デフォ
ルトでは以下の通りです。

<保存先ドライブ>:¥WebView-NVR¥eventfiles

録画サーバー設定で録画サーバーを起動します。

リストアした録画データが正常に再生されることを確認します。10

9

8

7

6

5

4

3

2

1
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リストア運用手順

● アーカイブ目的でバックアップしたデータをリストアする場合の注意

●設定ファイルをリストアする際、録画設定情報もリストアされます。リストアした状態では、録
画スケジュール情報によってリストア終了後にPCが録画を開始します。録画を行わない場合は、
リストア終了後に録画スケジュール情報を削除してください。

●録画サーバーで最大録画保存期間が設定されている場合は、最大録画保存期間の設定をオフにし
てください。オンにしておくと、過去のデータが消える可能性があります。
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運用例

構成例1 データ保護目的のバックアップの場合1

前提条件

VB-C50i 5台

録画条件

1fps（1秒1枚）、カメラサーバーの画質=50、画像サイズ=320×240、画像データの1枚あたり
のサイズを15KBとします。

録画サーバー設定の「最大ファイルサイズ・時間」の項目を6時間に設定します。

上記条件から導き出される映像ファイルサイズは、1カメラサーバー1日あたりに、310MB×4
ファイルとなります。

これにより1台のカメラサーバーの1日分の録画データ量＝1.25GB、5台のカメラサーバーでは
6.25GBの容量となります。

ハードウェア要件

1日6.25GB×30日＝190GB・・・・ハードディスク容量で240GB程度のものが必要です。

映像データのサーバーへの保存日数を30日とすると、AITドライブの50GBのテープを使用した際
には、アーカイブ用のバックアップを1週間分保存できます。30日間のすべてのデータを1本の
テープに収めるには、200GBのLTOドライブを選択します。

構成例2 データ保護目的のバックアップの場合2

前提条件

VB-C50i 10台

録画条件

1fps（1秒1枚）、カメラサーバーの画質=50、画像サイズ=320×240、画像データの1枚あたり
のサイズを15KBとします。

録画サーバー設定の「最大ファイルサイズ・時間」の項目を6時間に設定します。

上記条件から導き出される映像ファイルサイズは、1カメラサーバー1日あたりに、310MB×4
ファイルとなります。

これにより1台のカメラサーバーの1日分の録画データ量＝1.25GB、10台のカメラサーバーでは
12.5GBの容量となります。
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運用例

ハードウェア要件

1日12.5GB×30日＝375GB・・・・ハードディスク容量で450GB程度のものが必要です。

映像データのサーバーへの保存日数を30日、アーカイブで180日必要であると仮定すると、LTO
（Ultrium）ドライブの100GBのテープを使用した際には、アーカイブ用のバックアップを1週間
分保存できます。400GBのLTOを選択した場合には、1ヶ月分のすべてのデータを1本のテープに
収めることも可能です。

構成例3 アーカイブ目的のバックアップの場合

前提条件

VB-C50i 5台

録画条件

1fps（1秒1枚）、カメラサーバーの画質=50、画像サイズ=320×240、画像データの1枚あたり
のサイズを15KBとします。

録画サーバー設定の「最大ファイルサイズ・時間」の項目を6時間に設定します。

上記条件から導き出される映像ファイルサイズは、1カメラサーバー1日あたりに、310MB×4の
ファイルとなります。

これにより1台のカメラサーバーの1日分の録画データ量＝1.25GB、5台のカメラサーバーでは
6.25GBの容量となります。

ハードウェア要件

1日6.25GB×30日＝190GB・・・・ハードディスク容量で240GB程度のものが必要です。

映像データのサーバーへの保存日数を30日、アーカイブを180日とすると、AITドライブの50GB
のテープを使用した際には、アーカイブ用のバックアップを1週間分保存できます。100GBの
LTO装置で1週間分のバックアップが可能です。

ただし、アーカイブの場合テープの容量が大きすぎると、戻したいデータの検索に時間がかかると
いうデメリットも考慮する必要があります。
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運用例

構成例4 複数の録画サーバーで構成されている場合（データ保護目的の
バックアップ）

前提条件

VB-C50i 100台

録画条件

1fps（1秒1枚）、カメラサーバーの画質=50、画像サイズ=320×240、画像データの1枚あたり
のサイズを15KBとします。

録画サーバー5台で20台のカメラサーバーを登録し、録画すると想定します。

録画サーバー設定の「最大ファイルサイズ・時間」の項目を6時間に設定します。

上記条件から導き出される映像ファイルサイズは、1カメラサーバー1日あたりに、310MB×4
ファイルとなります。

これにより1台のカメラサーバーの1日分の録画データ量＝1.25GB、20台（サーバーあたり）の
カメラサーバーでは25GBの容量となります。

ハードウェア要件

1日25GB×30日＝750GB・・・・ハードディスク容量で900GB以上のサーバーが10台必要に
なります。

この場合のバックアップは1台のサーバーにつき1台のバックアップ装置を用意して運用する方法が
理想的です。LTOドライブであれば、400GBのもので2週間分のバックアップが可能となります。
あるいは、バックアップ用のサーバーを2、3台用意し、ネットワークバックアップを利用すること
により集中管理を行うこともできます。
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この章では、VK-64/VK-16のバージョンアップ、再インストール、旧バージョンへの回復方法、
およびカメラファームのバージョンアップについて説明します。
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VK-64/VK-16のバージョンアップ

VK-64/VK-16の旧バージョンをお使いの場合の、バージョンアップの方法について説明します。

● バージョン1.0からのアップデート

バージョン2.0の製品版を入手します（アップグレードプログラムは使用できません）。

バージョン1.0の録画サーバーの以下のフォルダをバックアップします。

<VK-64のインストール先>¥NVR¥1.0¥conf

例 C:¥Program Files¥Canon¥Webview¥NVR¥1.0¥conf

<全ドライブ>:¥WebView-NVR"
このフォルダは容量（サイズ）が大きいのでご注意ください。

新バージョンをインストールします。

失敗した時は、「旧バージョンへの回復手順」（→ P.248）に従い、旧バージョンに戻して
ください。

● バージョン1.1、1.2、1.3、1.4からのアップデート

バージョン2.0アップグレードプログラム（無償）を入手します。

入手先: canon.jp/webview

バージョン1.1、1.2、1.3、1.4の録画サーバーの以下のフォルダをバックアップします。

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data

¥Canon¥WebView¥NVR¥
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

Windows Vistaの設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

ホームページ記載のアップグレード手順に従い、新バージョンをインストールします。

失敗した時は、「旧バージョンへの回復手順」（→ P.248）に従い、旧バージョンに戻して
ください。

3

2

1

3

2

1

● ご使用のPCをWindows Vistaにアップグレードする場合は、まずバージョン2.0
へのアップグレードインストールを完了させてから、Windows Vistaにアップグ
レードしてください。

● バージョン1.3および1.4から2.0にアップグレードした場合、NASをご使用のお
客様は、再度ログオン設定を行ってください。

お願い
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● VK-Liteからのアップグレード

バージョン2.0の製品版を入手します（アップグレードプログラムは使用できません）。

VK-Lite録画サーバーの以下のフォルダをバックアップします。

Windows Vista以外の場合
<OSの起動ドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data

¥Canon¥WebView¥NVR
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

Windows Vistaの場合
<OSの起動ドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥Webview¥NVR
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

コントロールパネルの「プログラムの追加と削除」(Windows Vistaでは「プログラムのア
ンインストール」あるいは「プログラムと機能」)でVK-Liteをアンインストールします。

バージョン2.0の製品版をインストールします。

失敗した時は、「旧バージョンへの回復手順」（→P.248）に従い、VK-Liteに戻してくださ
い。

4

3

2

1
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VK-64/VK-16の再インストール

アップグレードプログラムでは、再インストールできません。

製品版をお持ちの場合

バージョン2.0をアンインストールします。

バージョン1.1、1.2、1.3、1.4の録画サーバーの以下のフォルダをバックアップします。

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data

¥Canon¥WebView¥NVR¥
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

Windows Vistaの設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

ホームページ記載のアップグレード手順に従い、新バージョンをインストールします。

失敗した時は、「旧バージョンへの回復手順」（→ P.248）に従い、旧バージョンに戻して
ください。

バージョン2.0の製品版をお持ちでない場合

バージョン2.0をアンインストールします。

旧バージョンをインストールします。

バージョン2.0アップグレードプログラム（無償）を入手します。

入手先: canon.jp/webview

バージョン2.0のアップグレードプログラムを実行します。4

3

2

1

3

2

1

完全に新規のインストールを行いたい場合
コントロールパネルの「プログラムと機能」でアプリケーションを削除した場合、設定
ファイルや録画データは削除されないままフォルダごと残った状態になっています。こ
れらのファイルを完全に削除する場合は、次の各フォルダを削除してください。
● <システムドライブ>:¥Program Files¥Canon¥Webview¥NVR

● <システムドライブ>:¥Webview-NVR（録画データ、イベントデータの格納フォ
ルダ）

● <システムドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application
Data¥Canon¥WebView¥NVR（設定ファイルの格納フォルダ）

ヒント
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旧バージョンへの回復手順

必要なメディア/データ

旧バージョンのインストールCD/パッチインストーラー/バックアップデータが必要です。

[コントロールパネル]－[プログラムの追加と削除]から、[Canon Network Video
Recorder VK Series v2.0]を削除します。

以下のフォルダを削除します。

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data

¥Canon¥WebView¥NVR¥
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

Windows Vistaの設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 
<全ドライブ>:¥WebView-NVR"

旧バージョンのCD/パッチインストーラーを利用して、旧バージョンをインストールします。

録画サーバー設定で録画サーバーを停止します。

ビューワーも終了してください。

以下の場所のバックアップデータを、フォルダごと入れ替えます。

バージョン1.1、1.2、1.3、1.4の場合

Windows Vista以外の設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data

¥Canon¥WebView¥NVR¥

Windows Vistaの設定ファイルのパス
<OSの起動ドライブ>:¥ProgramData¥Canon¥WebView¥NVR¥ 

バージョン1.0の場合

<VK-64/VK-16のインストール先>¥NVR¥1.0¥conf

例 C:¥Program Files¥Canon¥WebView¥NVR¥1.0¥conf 

録画サーバーを起動します。6

5

4

3

2

1
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カメラサーバーのメンテナンス

最新のファームウェアおよび設定値バックアップ・リストアツールは、以下のホームページから無
償配布されています。

製品紹介ホームページ：canon.jp/webview

カメラファームのアップデート手順

ファームウェアをアップデートしたい場合は、それぞれの機種ごとに対応したツールを使用してく
ださい。

ファームウェアアップデートツール、設定値バックアップツール/リストアツールの最新
ファームウェアを入手します。

設定値バックアップツールでカメラサーバーの設定値を保存します。

ファームウェアアップデートツールでファームアップデートを行います。

手順3で失敗した時は、設定値リストアツールで回復してください。

参照：canon.jp/webview

3

2

1
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この章では、障害時対応チャート、トラブル時の対処（トラブルシューティング）、各種エラーメッ
セージ、ログファイルについて説明します。
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録画障害時対応

録画データの再生時に録画映像がないなどの録画障害が確認された場合、VK-64/VK-16のイベン
ト記録や録画サーバーログ（re_log）の内容を確認することで、原因のおおよその目安をつけるこ
とができます。

＜カメラサーバーの
IPアドレス＞への接
続：エラー発生
（＜エラー番号＞：
＜エラー説明＞）
例：
192.168.100.1
への接続エラー：
エラー発生
（10060：接続タ
イムアウト）

実効録画レート（＜
変更前録画率＞ →
＜変更後録画率＞
％）
例：実効録画レート
（100→90.0％）

記録無し

記録無し

記録無し

ディスクの空き容量
低下によるE:
¥ドライブの録画の
一時待機

ERROR(connect): socket
type=(IMAGE/EVENT/COM
MAND),
cameraserver=(<host>:<port
>) win32_error=(<Winsockエ
ラーコード>:<エラーメッセージ
>)

Camera <camera> Effective
recording rate (y%->z%)
特に下記メッセージが同時に記
録されている場合は、多数の録
画映像が記録されずに、破棄さ
れている可能性があります。
・Camera <camera>:
<x>/<y> frames discarded
due to busy frame queue
in last 1 minutes.

Camera <camera>: <x>/<y>
frames discarded due to
busy drive thread in last 1
minutes.

Camera <camera>: <x>/<y>
frames discarded due to
busy frame queue in last 1
minutes.

Error writing frame for
camera <camera>:
<error message>
特に下記メッセージが同時に記
録されている場合は相当数の取
得映像が記録されず、破棄され
ている可能性があります。
・Camera <camera>:
<x>/<y> frames discarded
due to busy frame queue
in last 1 minutes.

・Camera <camera>:
<x>/<y> frames discarded
due to busy drive thread in
last 1 minutes.

録画ログには記録されません。

エラー番号

10050

10054

10060

10061

10064

エラー説明

ネットワークがダウン
している可能性があり
ます。

カメラサーバー側のネッ
トワークの問題、または
カメラサーバー再起動に
よるセッション切断が発
生しています。

実効録画レートが極端に低くなっ
ています（50%以下）。
・センサー、動き検知のイベント
発行数がガイドラインの基準を超
えている可能性があります。

・録画サーバーPCのCPU処理負荷
が高い可能性があります。

ハードディスクへの録画データ書
込みの負荷が高すぎる可能性があ
ります。

録画サーバーPCのCPU処理負荷が
高すぎる可能性があります。

・指定したドライブが書き込みで
きない状態である可能性がありま
す。

・VK-64/VK-16録画サーバーPC
の時刻が過去に戻された（例えば
NTP運用環境）可能性がありま
す。

ハードディスクへの録画データ書
込みの負荷が高すぎる可能性があ
ります。

ネットワーク（HUB、ケーブル等）
の運用に問題がないかどうか、カメ
ラサーバーが動いているかどうかを
確認してください。

・録画スケジュールや動き検知の感
度を調整してください。

・現状のCPU使用状況を確認して、
負荷が高いアプリケーションを終
了してください。

Windows標準のパフォーマンスモ
ニター等でハードディスクの書込み
状況を調査します。録画スケジュー
ルの再検討、またはサーバー増設を
検討してください。

・タスクマネージャーを利用して、
原因となっているアプリケーショ
ンを調査します。

・VK-64/VK-16のモジュール
（AE.EXE）の負荷が高い場合は、
イベント発行数がガイドラインを
超えていることが多いため、以下
を検討してください。
- 録画の最大保存期間を短縮化する
- イベント発行数を減少させる
- サーバーを増設して負荷分散を図
る

・録画用ドライブの状態を調査して
ください。

・NTP等で時刻調節を行っている場
合は、NTPへの同期間隔を小さく
（例えば7日→1日）してください。

最大保存期間を現在より短く設定す
る、またはハードディスクの増設等
を検討してください。さらに、録画
スケジュールを再検討してください。

記録
原因 対策

イベント 録画サーバーログ
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VKトラブルシューティング

ビューワー画面と映像ウィンドウ

VK-64/VK-16の使用時に問題が発生した場合の対処方法を説明します。

●カメラ選択欄に表示されないサムネイルがある。

状　況 スクロールバーが表示されるほど多くのサムネイルはありませんが、以前に表示されてい
たサムネイルの一部が表示されなくなりました。

解決法 ドロップダウンメニューから別のゾーンまたはロケーションを選択したため、カメラ選択
欄が左にスクロールしたものと思われます（→ P.185）。選択されているロケーションと
ゾーンを確認してください。

●映像ウィンドウ内でカメラサーバーのパン、チルト、ズームが行えない。

状　況 カメラサーバーを制御するために映像ウィンドウをクリックしましたが、マウスカーソル
がカメラサーバー操作用の表示になりません。

解決法 映像ウィンドウをダブルクリックするか、または映像ウィンドウメニューから[カメラ制御
権を取得]を選択してください（→ P.193）。あるいは、録画映像が表示されていないか確
認してください。その場合、映像ウィンドウのタイトルバーは、黒でなくグレーになって
います（→ P.192）。

●ある映像ウィンドウメニュー内では[今すぐ録画]機能がグレー表示になり選択できない（別の映
像ウィンドウメニューでは選択できる）。

状　況 ある映像ウィンドウをクリックして映像ウィンドウメニューを表示すると、[今すぐ録画]
がグレー（無効）表示になっています。別の映像ウィンドウでは使用できます。

解決法 その映像ウィンドウのカメラサーバーが、録画を実行できない設定（カメラサーバー登録
時に「録画しない」を選択）になっていないか確認してください。

●別のユーザーが設定したレイアウトが見えない。

状　況 [レイアウトとオートスイッチの管理]ダイアログ内で、別のユーザーが作成したレイアウ
トを開くためにユーザーレイアウトフォルダ内をクリックしました。

解決法 ユーザーレイアウトフォルダ内のレイアウトは、別のユーザーから見ることはできません。
作成したレイアウトをすべてのユーザーに見せる場合は、管理者権限を持つユーザーがそ
のレイアウトを作成し、共有レイアウトフォルダに保存しなければなりません（→ P.171）。

●ライブ映像や録画映像の画質がよくない。

状　況 映像ウィンドウ内で表示されるライブ映像や、録画映像（映像再生時）の画質がよくあり
ません。

解決法 VK-64/VK-16では、ライブ映像や録画映像の品質は変えられません。映像ウィンドウに
よって映像品質が異なるのは、カメラサーバーの設定が原因です。映像品質はカメラサー
バーの管理画面内で高い設定に変更できます。
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VKトラブルシューティング

●録画されなくなった。

状況① すべてのネットワークカメラで録画されていません。

状況② 特定のネットワークカメラで録画されていません。

解決法 ①の場合：以下の項目を確認してください。

・サーバーのネットワークケーブルが外れていませんか？

・停電などではありませんか？

・特定スケジュールなどで録画しない設定になっていませんか？

・HUB（Switch）とサーバーのネットワークコネクター部のリンクランプは正常に点灯
していますか？
→点灯していない場合は、ケーブル不良、HUB（Switch）の不良、サーバーのネット
ワークコネクターの不良が考えられます。

②の場合：以下の項目を確認してください。

・録画されていないカメラサーバーの電源、ネットワークは正常ですか？

・ネットワークカメラにPingは通りますか？

・VB-C60ビューワー、NCビューワーやPC用ビューワーなどで、カメラサーバーのライ
ブ画像は見ることができますか？

・特定スケジュールなどで、録画しない設定などになっていませんか？

・センサー録画や動き検知録画などが設定されていませんか？

●ビューワーから録画サーバーにログインできない。

状　況 ビューワーから録画サーバーにログインできません。

解決法 以下の項目を確認してください。

・ログインユーザー名、パスワードは正しいですか？

・サーバーとビューワーの間のネットワークは正常ですか？

・ログインしたいサーバーのIPアドレスは正しいですか？

・ビューワーからサーバーにPingが通りますか？

・ Internet Explorerでプロキシが設定されている場合、VKサーバーを除外する設定にし
てください。
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●ライブ映像が表示されなくなった。

状　況 ライブ映像が表示されません。

解決法 以下の項目を確認してください。

・映像ウィンドウに「カメラに接続できませんでした。」と表示された場合、カメラサー
バーの電源、ネットワークを確認してください。

・ビューワーのタイムラインにエラー表示がありませんか？
→「＜カメラサーバーIPアドレス＞への接続：エラー発生」の表示がある場合、カメラ
サーバーの電源、ネットワークを確認してください。

・レイアウトを切り替えた際にいったん黒くなるが、数秒間待つと表示される場合
→ビューワーにPCの性能を上まわるカメラサーバーの台数を表示している場合、または
PCの性能を上まわるライブフレームレートが設定されています。カメラサーバーの表示
台数を減らすか、ライブのフレームレートを減らしてください。

●ビューワーでオートスイッチを見ていたら、今まで見えていた映像ウィンドウが黒くなりカメラ
サーバーの映像が表示されなくなった。

状　況 オートスイッチのとき、映像ウィンドウが黒くなりカメラサーバーの映像が表示されなく
なりました。

解決法 1個のレイアウトにたくさんのカメラサーバーを配置して、短時間でオートスイッチを使
用した場合、通信に必要なシステムリソースが不足する場合があります。レイアウトに表
示するカメラサーバー台数を減らすか、オートスイッチの切替え間隔を長めに設定してく
ださい。

●ビューワーの動作が遅く感じる。

状　況 ビューワーの動作が遅くなりました。

解決法 ビューワーに使用するPCのCPUスペック、グラフィックスのスペックにより表示能力が、
大きく左右されます。ビューワーの動作が重く感じるときは、カメラサーバーの表示台数
を減らす、ライブフレームレートを減らすことを試みてください。また、カメラサーバー
の映像品質が高く設定されていたり、解像度がVGAなどに設定されている場合、画像デー
タが大きいため処理に時間がかかることがあります。その場合は、カメラサーバー側の設
定で、映像品質や映像サイズの見直しを行ってください。
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タイムライン

●再生操作コントロールが使えない。

状　況 どの再生操作コントロールをクリックしても何も起こりません。

解決法 再生ヘッドをライブ位置から移動してください。そうすると、再生操作コントロールが使
えるようになります。再生するには、映像ウィンドウを選択する必要があります。また、
コマ戻し・送りボタン（→ P.204）と[指定映像を保存]ボタン（→ P.211）は、1つの
映像ウィンドウを選択したときのみ有効になります。

「指定映像を保存」についての問題

●データが見つからないため映像を保存できない。

状　況 指定映像を保存しようとしましたが、選択したタイムラインの場所に映像がないというエ
ラーメッセージが表示されます。

解決法 選択したタイムラインの場所に録画映像が含まれていることを確認してください（→
P.211）。

スケジュールと録画

● [今すぐ録画（1分間）]機能が使えない。

状　況 映像ウィンドウの[今すぐ録画（1分間）]機能が使えません。

解決法 [各種設定]画面の[カメラサーバー編集]ダイアログで、カメラサーバーが「録画しない」
に設定されていないか確認し、録画サーバーで録画できるように設定を変更してください
（→ P.93）。

●カメラサーバーを[録画しない]に設定できない。

状　況 [カメラサーバー編集]ダイアログで、カメラサーバーの設定を「録画しない」に設定しよ
うとしましたが、「そのカメラサーバーは録画設定はされていませんがすでに登録済み」と
いうメッセージが表示されます。

解決法 [録画サーバーとカメラサーバーの登録]画面中の[ロケーション/ゾーン]タブに表示される
カメラサーバーリストで、選択したカメラサーバーが複数登録されているものと思われま
す。録画サーバーが同じ列に表示されているカメラサーバーのリストを選択してから[カメ
ラサーバー削除]ボタンをクリックしてください。ただし、削除を行う前に、そのカメラ
サーバーを削除してもよいか確認してください。
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●録画サーバーのディスク空き容量が極端に少なくなる。

状　況 録画サーバーのディスク使用量が計算値（→ P.31、P.62）より極端に増え、空き容量が
少なくなっています。

解決法 カメラサーバーの映像品質が高く設定されていると、1フレームあたりのデータサイズが
大きくなります。また、ウイルス対策ソフトを使用している場合は、録画サーバーとカメ
ラサーバー間の通信が記録され、そのファイルが数GBになることがあります。録画サー
バーを対象から除外するように、ウイルス対策ソフトの設定を変更してください。

接続の問題

●カメラサーバーに接続できない。

状　況 ビューワーで画面が暗くなり、「カメラに接続できませんでした」というメッセージが表示
されます。

解決法 ネットワークのダウンか、カメラサーバーがネットワークから外されたか、または電源が
オフになっていることが考えられますので、確認してください。

●マスター録画サーバーに接続できない。

状　況 ビューワーを起動しようとしましたが、マスター録画サーバーへの接続エラーメッセージ
が表示されます。

解決法 指定したマスター録画サーバーが正常に動作しているか確認してください。録画サーバー
として使用しているPCで[録画サーバー設定]ダイアログを開いて、録画サーバーが停止し
ている場合は[録画サーバーを起動]ボタンをクリックしてください（→ P.59）。

● [各種設定]画面を表示するまでに非常に時間がかかる。

状　況 ビューワー画面から[各種設定]画面に切り替えようとすると、「お待ちください...」という
メッセージが表示され、その状態がしばらく続きます。

解決法 切断するカメラサーバーが複数設定されていないか確認してください。待ち時間はネット
ワークと各カメラサーバーとの接続を切断するのに必要な時間に影響されます。重要でな
いカメラサーバーはビューワー画面に表示しないことをお勧めします。

● [各種設定]画面に切り替えようとすると録画サーバーに接続できない。

状　況 [各種設定]画面に切り替えようとしたとき、マスター録画サーバーに接続している状態で
も、「特定の録画サーバー（名）への接続に失敗した」というエラーメッセージが表示され
ました。

解決法 指定した録画サーバーが正常に動作しているか確認してください。ネットワークエラーが
原因とも考えられます。
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設定の問題

● [各種設定]画面に切り替えられない。

状　況 ビューワー画面から[各種設定]画面に切り替えようとしましたが、エラーメッセージが表
示されます。

解決法 [各種設定]画面にアクセスできるのは、管理者のみとなります。管理者権限を持っている
か確認してください。

● [カメラ登録]画面にカメラサーバーが表示されない。

状　況 [カメラ登録]画面のカメラサーバーリストの中で、表示されないカメラサーバーがありま
す。

解決法 [録画サーバー]タブもしくは[ロケーション/ゾーン]タブ上で対応付けられているカメラ
サーバーだけがカメラサーバーリストに表示されます。また、[録画サーバー]タブが表示
されている場合は、「録画しない」という設定になっているカメラサーバーは表示されませ
ん。

アップグレード時の問題

●バージョン2.0にアップグレードできない。

状　況 OSをWindows Vistaにアップグレードして、バージョン1.1、1.2または1.3から2.0に
アップグレードしようとしましたが、録画サーバーが停止できずインストールを完了でき
ません。

解決法 以下の操作を実行してください。

1．デスクトップの[[録録画画ササーーババーー設設定定]]アイコンを右クリックし、[[ププロロパパテティィ]]を選択しま
す。

2．[[互互換換性性]]タブで[[管管理理者者ととししてて起起動動]]をチェックします。

3．デスクトップの[[録録画画ササーーババーー設設定定]]アイコンをダブルクリックし、録画サーバー設定
ツールを起動します。

4．[[録録画画ササーーババーーのの起起動動とと停停止止]]で[[録録画画ササーーババーーをを停停止止]]をクリックします。

5．バージョン2.0のインストーラで[[再再試試行行]]をクリックすると、インストール作業を再開
できます。

VKトラブルシューティング
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各種メッセージ一覧

操作メッセージとエラーメッセージ

VK-64/VK-16の通常録画・操作中に表示されるエラーメッセージと操作メッセージを以下に示し
ます。

映像ウィンドウのエラーメッセージ

映像ウィンドウ カメラに接続中です。

カメラに接続できません。

カメラ制御権を取得中です。

カメラ制御権を取得できません。

あと｛カウントダウン｝秒で制御権が失
われます。

カメラ制御権が失われました。

録画映像はありません。

録画サーバーに接続できません。

このカメラは録画設定されていません。

お待ちください。

ビューワーがカメラサーバーへの接続処
理を実行しています。

ビューワーがカメラサーバーに接続でき
ず、ライブ映像を表示できません。

ユーザーがカメラ制御権を要求した後、
制御を開始する前に表示されます。

制御権を要求した時、すでに他のユー
ザーがより高い優先度でカメラを制御し
ていました。

カメラを制御せずに30秒間放置すると、
このメッセージが表示されカウントダウ
ンを開始します。カウントダウンは10か
ら始まり0秒になるまで1秒ずつ減ってい
きます。

ビューワーがカメラを制御している時に
タイムアウトになったか、他のより高い
優先度の要求がカメラサーバー側に送ら
れたため制御権が失われました。この
メッセージは3秒間表示されます。

録画映像を再生する時、再生ヘッドがあ
る現在の時刻には録画映像が存在しない
場合に表示されます

録画映像を再生するために録画サーバー
へ接続できない場合に表示されます。

「録画しない」に設定されているカメラで
録画映像を再生しようとすると表示され
ます。

MPEG-4のライブ/再生画像表示開始に時
間がかかる場合に数秒間表示されます。

メッセージ 原因
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メッセージ 原因

ログオン設定

イベント通知

指定されたアカウントには、サービスと
してログオンする権限がありません。
Windows付属のローカルセキュリティ
ポリシーエディタで権限を確認してくだ
さい。¥n指定されたアカウントが使用
できないため、ローカルシステムアカウ
ントに変更します。

送信先メールアドレスに不正な文字が含
まれています。

送信先メールアドレスを指定してくださ
い。

差出人メールアドレスに不正な文字が含
まれています。

差出人メールアドレスを指定してくださ
い。

SMTPサーバーのホスト名に不正な文
字が含まれています。

SMTP サーバーのホスト名を指定して
ください。

SMTP サーバーのポートには1～
65535の番号を指定してください。

ユーザー名は1～100 文字で指定して
ください。

ユーザー名に不正な文字が含まれていま
す。

パスワードは1～20文字で指定してく
ださい。

管理者権限のないアカウントでログオン
しました。

送信先メールアドレスに半角英数字およ
びアンダースコア（_）以外の文字を入力
しました。

送信先メールアドレスを入力しませんで
した。

差出人メールアドレスに半角英数字およ
びアンダースコア（_）以外の文字を入力
しました。

差出人メールアドレスを入力しませんで
した。

SMTPサーバーのホスト名に不正な文字
が含まれています。

SMTP サーバーのホスト名を入力しませ
んでした。

不正なSMTP サーバーのポート番号を使
用しました。

ユーザー名が有効な文字数の範囲内では
ありませんでした（ユーザー名を入力し
なかった場合も含みます）。

ユーザー名に不正な文字を入力しました。

パスワードが有効な文字数の範囲内では
ありませんでした（パスワードを入力し
なかった場合も含みます）。

ビューワーの警告メッセージ
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メッセージ 原因

各種メッセージ一覧

イベント通知

ユーザー管理

設定

パスワードに不正な文字が含まれていま
す。

POPサーバーのホスト名に不正な文字
が含まれています。

POPサーバーのホスト名を指定してく
ださい。

POPサーバーのポートには1～65535
の番号を指定してください。

このユーザー名は既に存在するため使用
できません。

ユーザー名に不正な文字が含まれていま
す。

パスワードに不正な文字が含まれていま
す。使用できる文字は、半角英数字およ
びアンダースコア（_）のみです。

パスワード（確認）が一致していません。

このユーザーを削除してよろしいです
か？

録画サーバー名は1～20文字で指定し
てください。

プロキシサーバーのホスト名を指定して
ください。

プロキシサーバーのホスト名に不正な文
字が含まれています。

プロキシサーバーのポートには1～
65535 の番号を指定してください。

プロキシサーバーの設定が変更されまし
た。録画サーバーを再起動してよろしい
ですか？

パスワードに不正な文字を入力しました。
使用できる文字は、半角英数字およびア
ンダースコア（_）のみです。

POPサーバーのホスト名に不正な文字を
入力しました。

POPサーバーのホスト名を入力しません
でした。

不正なPOPサーバーのポート番号を使用
しました。

既に登録されているユーザー名を使用し
て、録画サーバーにユーザーを追加しよ
うとしました。

半角英数字およびアンダースコア（_）以
外の文字が含まれたユーザー名を入力し
て、ユーザーを追加しようとしました。

半角英数字およびアンダースコア（_）以
外の文字が含まれたパスワードを入力し
て、ユーザーを追加しようとしました。

入力したパスワードと一致しないパス
ワードを[パスワード（確認）]欄に入力
して、ユーザーを追加しようとしました。

ユーザーを削除しようとしました。

録画サーバー名が有効な文字数の範囲内
ではありませんでした（録画サーバー名
を入力しなかった場合も含みます）。

プロキシサーバーのホスト名を入力しま
せんでした。

不正なプロキシサーバーのホスト名を使
用しました。

不正なプロキシサーバーのポート番号を
使用しました。

プロキシサーバーの設定が変更されまし
た。
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メッセージ 原因

各種メッセージ一覧

設定

全てのタブで、アプ
リケーションを終了
するとき、または変
更を承認するとき

全てのタブ

最大保存期間を指定してください。

最大保存期間には1日以上を指定してく
ださい。

最大ファイルサイズ/時間を指定してく
ださい。

最大ファイルサイズには1024MB 以下
を指定してください。

最大ファイルサイズには32MB以上を
指定してください。

最大ファイル時間には24時間以下を指
定してください。

最大ファイル時間には1時間以上を指定
してください。

最大ディスク使用量を指定してくださ
い。

最大ディスク使用量には32MB以上を
指定してください。

ディスク空き容量低下の通知設定を指定
してください。

設定ファイルでエラーが発生しました。

ユーザーファイル書き込み中にエラーが
発生しました。

保存期間を変更すると録画した映像が削
除される可能性があります。このまま続
けてもよろしいですか？

変更を保存してもよろしいですか？

ネットワーク通信の初期化に失敗しまし
た。

最大保存期間の値を入力しませんでした。

最大保存期間を1日未満で設定しようとし
ました。

最大ファイルサイズ/時間の値を入力しま
せんでした。

最大ファイルサイズを1024MBより大き
い値で設定しようとしました。

最大ファイルサイズを32MB未満で設定
しようとしました。

最大ファイル時間を24時間よりも大きい
値で設定しようとしました。

最大ファイル時間を1時間未満で設定しよ
うとしました。

最大ディスク使用量に値を入力しません
でした。

最大ディスク容量を32MB未満で設定し
ようとしました。

ディスク空き容量低下の通知を行う値を
入力しませんでした。

録画サーバーの設定を保存するときにエ
ラーが発生しました。

ユーザー管理の情報（the users.txt
ファイル）を保存するときにエラーが発
生しました。

最大保存期間が短く変更されました。

設定の変更を保存せずにアプリケーショ
ンを終了しようとしました。

録画サーバー設置の起動時に、内部のプ
ログラムもしくはOSの問題により、通信
の初期化が妨害されました。
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録画サーバーとカメ
ラサーバーの登録

別の「カメラサー
バー追加」ダイアロ
グ

レイアウト保存・管
理する

カメラサーバー‘カメラサーバー名’を
削除してもよろしいですか？

‘カメラ番号’に設定された全てのスケ
ジュールを削除します。
このまま続ける場合は「はい」を、中止
する場合は「いいえ」を選択してくださ
い。

同じ名前のレイアウトが既に登録されて
います。上書きしてよろしいですか？

以下のレイアウトを削除してもよろしい
ですか？
‘レイアウト名’

以下のフォルダをレイアウトごと削除し
てもよろしいですか？
‘フォルダ名’

カメラサーバーを削除しようとしました。

VB150の設定を編集しようとしたとき、
VB150側でカメラの構成が変更され、
スケジュールが設定されていたカメラが
なくなっていることが検出されました。

すでに存在するレイアウトと同じ名前で
使用中のレイアウトを保存しようとしま
した。

レイアウトを削除しようとしました。

レイアウトフォルダを削除しようとしま
した。

メッセージ 原因

ビューワーの確認メッセージ

メッセージの‘ ’内の表示は、状況により異なります。
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各種メッセージ一覧

録画スケジュール追
加

「動き検知」ダイア
ログ

プリセット巡回設定

カメラの音声送信機能が有効になってい
ません。カメラの設定を確認してくださ
い。

録画ストリームの設定は最大フレーム
レート10fps以下のJPEG録画のみに適
用されます。10fpsより高レートな
JPEG録画やMPEG-4録画には適用さ
れません。

MPEG-4録画でプリセット巡回を設定
した場合、録画のディスク使用量が非常
に大きくなる可能性があります。このま
ま設定してもよろしいですか？

カメラのユーザーが管理者ではないため
動き検知設定ツールを起動することがで
きません。

ご注意
現在のプリセット巡回設定では、パン・
チルト機構が短期間で交換修理が必要に
なる場合があります。なお、パン・チル
ト機構などの消耗機構部品は保証の対象
外となる場合があります。
推奨回避方法
－「開始時間」と「終了時間」の設定
で巡回時間を‘時間’時間‘分’分
以内へ変更してください。

－巡回スケジュールの設定などで移動
量（角度）を減らしてください。

－静止時間を長くしてください。
設定画面に戻る場合は「キャンセル」を
クリックしてください。

カメラの音声送信機能が無効になってい
ます。

高レートなJPEG映像またはMPEG-4映
像に録画ストリームを設定しようとしま
した。

MPEG-4は動きの大きな映像の場合、
データ量が数倍となます。プリセット巡
回は画像全体が動くため、MPEG-4録画
と組み合わせる場合には注意が必要とな
ります。

管理者以外のユーザーが[動き検知設定]ダ
イアログを起動しようとしました。

VB-C50iまたはVB-C300に対してパン
チルトの耐久回数10万回（VB-C60の場
合は30万回）を１年以内に越える設定が
行われています。

メッセージ 原因

ビューワーの警告メッセージ
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各種メッセージ一覧

ビューワーを起動しようとしましたが、
指定したマスター録画サーバーに接続で
きませんでした。

旧バージョン（V1.1以前）の録画サー
バーをマスター録画サーバーとして接続
しようとしました。あるいは、旧バー
ジョン（V1.2、V1.3またはV1.4）の
ビューワーをV2.0のマスター録画サー
バーに接続しようとしました。

旧バージョン（V1.1以前）の録画サー
バーをスレーブ録画サーバーとして接続
しようとしました。あるいは、旧バー
ジョン（V1.2、V1.3またはV1.4）の
ビューワーをV2.0のスレーブ録画サー
バーに接続しようとしました。

V1.0のVKビューワーをV2.0のスレーブ
録画サーバーに接続しようとしました。

V1.1のVKビューワーをV2.0のスレーブ
録画サーバーに接続しようとしました。

管理者権限をもたないユーザーが設定画
面に切り替えようとしました。

[各種設定]画面にアクセスしたとき、マ
スター録画サーバー以外の録画サーバー
への接続に失敗しました。

[各種設定]画面のカメラサーバー一覧で
変更を保存しようとしましたが、録画
サーバーに接続できませんでした。

カメラサーバー一覧で変更を保存しよう
としましたが、別の管理者が変更してい
ました。

カメラサーバー一覧を表示中に、他の管
理者がマスター録画サーバーの設定を変
更しました。

マスター録画サーバーへの接続に失敗し
ました。設定内容を確認してからもう一
度試してください。

バージョンが異なるため、マスター録画
サーバー‘録画サーバーのIPアドレス’
への接続に失敗しました。

この録画サーバー‘新規録画サーバー’
にカメラサーバーの録画設定をすること
はできません。バージョンが違います。

録画サーバー‘新規録画サーバー’への
接続に失敗しました。この録画サーバー
にカメラサーバーの録画設定をすること
はできません。

この録画サーバー‘新規録画サーバー’
にカメラサーバーの録画設定をすること
はできません。HTTPエラー505

設定画面は管理者ユーザーのみ使用でき
ます。

この録画サーバー‘録画サーバー名’に
カメラサーバーの録画設定をすることは
できません。
‘エラーが発生した理由’

‘録画サーバー名’に送信できないため、
変更を保存することができません。

他の管理者によってマスター録画サー
バーの設定が変更されたため、サムネイ
ル、ロケーション、ゾーンの変更は保存
されませんでした。ビューワーを起動し
なおしてください。

他の管理者によってマスター録画サー
バーの設定が変更されました。ビュー
ワーを起動しなおしてください。

ビューワーを起動す
る

[各種設定]画面

メッセージ 原因

ビューワーのエラーメッセージ

メッセージの‘ ’内の表示は、状況により異なります。
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メッセージ 原因

ル ー プ バ ッ ク ホ ス ト / ア ド レ ス
（“localhost”、“127.0.0.1”、または
“localhostlocaldomain”など）を指定し
て録画サーバーを登録しようとしました。

登録済みの録画サーバーを追加しようと
しました。

マスター録画サーバーを編集しようとし
ました。

保存されていないカメラサーバーの設定
がある状況で、録画サーバーを変更・削
除しようとしました。

マスター録画サーバーを削除しようとし
ました。

[OK]ボタンを押したが、ホスト名/IPア
ドレスが無効でした。

[OK]ボタンを押したが、ポート番号が無
効でした。

名前を入力せずに録画サーバーにゾーン
を追加または編集しようとしました。

既に登録済みのロケーション名で登録し
ようとしました。

名前を入力せずにロケーションを登録し
ようとしました。

ゾーンが追加されたロケーションを削除
しようとしました。

ロケーションが登録されていない状態で
ゾーンを追加しようとしました。

既に登録済みの名前でゾーンを追加しよ
うとしました。

名前を入力せずにゾーンを追加しようと
しました。

カメラサーバーが追加されたゾーンを削
除しようとしました。

このホスト名あるいはIPアドレスは指定
できません。

この録画サーバーは既に登録済みです。
設定内容を確認してからもう一度試して
ください。

ここではマスター録画サーバーを変更で
きません。

カメラサーバーの設定が保存されていま
せん。保存するか破棄してから、録画
サーバーの設定を変更してください。

マスター録画サーバーは削除できませ
ん。

録画サーバーのホスト名が不正です。ホ
スト名あるいはIPアドレスを確認してく
ださい。

録画サーバーのポート番号が不正です。
1～65535の番号を指定してください。

録画サーバーのホスト名を入力してくだ
さい。

このロケーション名は既に存在するため
使用できません。

ロケーション名が指定されていません。

追加されているゾーンを削除してからロ
ケーションを削除してください。

ロケーションを選択してください。

このゾーン名は既に存在するため使用で
きません。

ゾーン名が指定されていません。

追加されているカメラサーバーを削除し
てからゾーンを削除してください。

録画サーバーを追
加・編集・削除する

ロケーションとゾー
ンを追加・編集する

各種メッセージ一覧
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各種メッセージ一覧

メッセージ 原因メッセージ 原因

カメラサーバーを追
加する

録画スケジュール

このカメラサーバーは選択した録画サー
バーで既に録画設定されています。設定
内容を確認してからもう一度試してくだ
さい。

ロケーションとゾーンを選択してくださ
い。

ロケーションとゾーンを選択してくださ
い。‘カメラ番号’

同じホスト名とポート番号をもつカメラ
サーバーを削除しています。変更を保存
してから追加しなおしてください。

「接続設定」で指定したホスト名が不正
です。ホスト名あるいはIPアドレスを確
認してください。

「接続設定」で指定したポート番号が不
正です。1～65535の番号を指定して
ください。

「録画サーバー設定」で指定したホスト
名が不正です。ホスト名あるいはIPアド
レスを確認してください。

「録画サーバー設定」で指定したポート
番号が不正です。1～65535の番号を
指定してください。

録画サーバー‘録画サーバー名’に登録
されているカメラ‘カメラ名’の‘スケ
ジュール名’のスケジュール変更に関し
て問題が発生しました。この変更は録画
サーバー側に反映されません。

録画サーバー‘録画サーバー名’に登録
されているカメラ‘カメラ名’の‘スケ
ジュール名’のスケジュール削除に関し
て問題が発生しました。この変更は録画
サーバー側に反映されません。

録画サーバー‘録画サーバー名’のスケ
ジュール設定情報の取得で問題が発生し
ました。この変更は録画サーバー側に反
映されません。

あるカメラサーバーの映像を録画サー
バーで録画するように設定しましたが、
使用したIPアドレスおよびポートが、既
にその録画サーバーで録画設定されてい
るカメラサーバーと同じものでした。

ロケーションやゾーンを選択せずにカメ
ラサーバーを追加しようとしました。

ロケーションやゾーンを選択せずにカメ
ラサーバーを追加しようとしました。
VB150を「同時」モードで2台以上のカ
メラを接続した場合に表示されます。

カメラサーバーを削除した後で、変更を
保存していないカメラサーバーを再度追
加しようとしました。

不正なホスト名/IPアドレスで接続しよう
としました。

不正なポート番号で接続しようとしまし
た。

不正なホスト名/IPアドレスで録画サー
バーに接続しようとしました。

不正なポート番号で録画サーバーに接続
しようとしました。

スケジュールを保存しようとしたとき、
保存先の録画サーバーが見つかりません
でした。

スケジュールの削除を保存しようとした
とき、保存先の録画サーバーが見つかり
ませんでした。

[録画スケジュール]画面を表示しようとし
たとき、あるいは録画サーバーを切り替え
ようとしたとき、スケジュール保存先の録
画サーバーが見つかりませんでした。
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メッセージ 原因

録画スケジュールが重複しています。

15分より短いスケジュールを登録しよう
としました。

変更を保存せずに、週間または特定スケ
ジュール画面を閉じようとしました。

複数の録画スケジュールを追加するため
に録画スケジュール画面をドラッグしま
したが、すでにスケジュールが設定され
ているカメラサーバーがありました。

レイアウト、オートスイッチの移動先な
いしコピー先フォルダに、同じ名前のレ
イアウト、オートスイッチが存在しまし
た。

録画モードをすべてOFFにした状態で、
録音モードをONにしました。

「今の位置で録画」が選択された状態で、
VB-C60の電子ズーム領域まで操作しま
した。

実行予定の特定スケジュールを削除しよ
うとしました。

既に他の特定スケジュールに設定されて
いる日付を使用しようとしました。

24：00を越えるスケジュールを登録し
ようとしました。

既に登録されている名前で特定スケ
ジュールを追加しようとしました。

このスケジュールは他のスケジュールと
重複しています。設定内容を確認してか
らもう一度試してください。

スケジュールの終了時刻には、少なくと
も開始時刻の15分後以降を指定する必
要があります。設定内容を確認してから
もう一度試してください。

録画スケジュールの変更を保存します
か？

指定された時間帯にすでに他のスケ
ジュールが設定されていたため、以下の
カメラに対するスケジュールは作成され
ませんでした。

複数のスケジュールを追加できませんで
した。作成しようとしたスケジュールは
全て他のスケジュールと重複していま
す。

録画モードを指定してください。

「今の位置で録画」でデジタルズームの
領域を指定することはできません。

この特定スケジュールには、スケジュー
ルを使う日付が追加されています。日付
を削除してから特定スケジュールを削除
してください。

この日付はすでに使用されています。別
の特定スケジュールで使用するために
は、元の特定スケジュール‘特定スケ
ジュール名’からこの日付を削除する必
要があります。

特定スケジュールの終了時刻を翌日に設
定することはできません。設定内容を確
認してからもう一度試してください。

この特定スケジュール名は既に存在する
ため使用できません。

録画スケジュール

特定スケジュール

各種メッセージ一覧
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各種メッセージ一覧

メッセージ 原因メッセージ 原因

録画サーバー‘録画サーバー名’との通
信に失敗しました。OKボタンを押して
録画サーバーに再接続してください。
キャンセルボタンを押した場合、この録
画サーバーに登録されているカメラサー
バーの録画映像やイベント情報を参照す
ることができなくなります。手動で
ビューワーを再起動してください。

以下のレイアウトはこのオートスイッチ
から削除されています。:
‘レイアウト名’
オートスイッチを継続するには[OK]を
押してください。

以下のレイアウトが見つかりません。
オートスイッチから削除するには管理者
に連絡してください。‘レイアウト名’
オートスイッチを継続するには[OK]を
押してください。

このオートスイッチに登録されているレ
イアウトが見つかりません。

このオートスイッチに登録されているレ
イアウトが見つかりません。[OK]を押
してこのオートスイッチを編集するか、
キャンセルを押して前のレイアウトに
戻ってください。

設定画面は管理者ユーザーのみ使用でき
ます。

このレイアウトへの変更を保存します
か？

画像を保存できませんでした。

指定時刻には映像が録画されていないた
め保存できませんでした。

ビューワー画面を表示する場合、ビュー
ワーは録画サーバーに接続しますが、そ
のとき問題が発生しました。録画サー
バーが複数登録されている場合、それぞ
れについて表示される可能性があります。

オートスイッチの実行中に見ることがで
きないレイアウトがあり、ユーザーが
オートスイッチを編集する権限を持って
います。

共有オートスイッチを開始しましたが見
ることができないレイアウトがあり、
ユーザーが管理者権限を持っていません。

共有オートスイッチを開始しましたが、
見ることができるレイアウトがなく、
ユーザーが管理者権限を持っていません。

オートスイッチを開始しましたが見るこ
とができるレイアウトはありませんでし
た。オートスイッチを編集する権限を
持っています。

管理者以外のユーザーが設定画面に切り
替えようとしました。

変更されたレイアウトを閉じようとしま
した。

スナップショットで静止画を撮影しまし
たが保存できませんでした。

選択したセグメントに録画映像がなく、
保存できませんでした。

ビューワー画面
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メッセージ 原因

録画サーバー‘録画サーバー名’に登録
されているカメラ‘カメラ名’の手動録
画を開始することができませんでした。

※カメラサーバーがライセンスの制限台
数をこえている場合には、下記のメッ
セージが追加されます

ライセンスで許可されている台数をこえ
ています。

オートスイッチの設定を上書きします
が、よろしいですか？

同じ名前のレイアウトが既に登録されて
います。上書きしてよろしいですか？

MPEG-4を表示している映像ウィンド
ウの数が20を越えています。このまま
MPEG-4に切り換えますか？

‘レイアウト名’は、現在使用中のため
削除することができません。

名前が指定されていません。設定内容を
確認してからもう一度試してください。

画像を保存できませんでした。

指定時刻には映像が録画されていないた
め保存できませんでした。

画像を保存できませんでした。

このカメラサーバーは録画設定されてい
ませんが、既に登録済みです。設定内容
を確認してからもう一度試してくださ
い。

カメラサーバーに接続できませんでし
た。入力内容を確認してください。
‘通信エラーメッセージ-詳細’

ビューワー画面

レイアウト保存・管
理する

メニューボタン

指定映像を保存する

カメラサーバーを追
加・編集する

手動録画の開始に失敗しました。

保存先のフォルダですでにレイアウトも
くしはオートスイッチとして使用されて
いる名前を使って、オートスイッチを保
存しようとしました。

既にレイアウトまたはオートスイッチとし
て登録済みの名前を使ってオートスイッチ
をフォルダに保存しようとしました。

「受信映像の選択」でMPEG-4を選択した
映像の数が20を越えています。

現在使用中のレイアウトを削除しようと
しました。

名前を入力せずにレイアウトフォルダを
追加しようとしました。

映像ウィンドウでスナップショットを撮
ろうとしましたが、何らかの問題が発生
しました。

選択したセグメントに録画映像がなく、
保存できませんでした。

スナップショットやMOVファイルの保存
先にWindowsフォルダやProgram Files
フォルダを指定しました。

既に「録画しない」カメラサーバーが追
加されている時に、同じホスト名/IPアド
レスとポート番号でカメラサーバーを追
加または編集しようとしました。

カメラサーバーに接続できませんでした。

各種メッセージ一覧
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各種メッセージ一覧

メッセージ 原因メッセージ 原因

このバージョンの録画サーバーは指定さ
れたカメラに対応していません。

カメラサーバーへの接続が切れました。

カメラサーバー接続に関して問題が発生
しました。

曜日を指定してください。

録画モードを指定してください。

録画フレームレートは‘fps’から
‘fps’の間で指定してください。

イベント前録画の上限は30秒です。

録画サーバー‘録画サーバー名’に送信
できないため、変更を保存することがで
きません。
‘通信エラーメッセージ-詳細’

録画サーバー‘録画サーバー名’を削除
してもよろしいですか?

ロケーション‘ロケーション名’を削除
してもよろしいですか？

ゾーン‘ゾーン名’を削除してもよろし
いですか？

カメラサーバー‘カメラサーバー名’を
削除してもよろしいですか？

サーバー登録の変更を保存しますか？

マスター録画サーバーに設定を保存して
いるときにエラーが発生しました。

カメラサーバーを追
加・編集する

カメラサーバー追加
/編集ダイアログ・
録画スケジュール追
加 /編集ダイアロ
グ・動き検知設定ダ
イアログ・センサー
設定ダイアログ

録画スケジュール追
加/編集ダイアログ

録画スケジュール追
加 /編集ダイアロ
グ・動き検知設定ダ
イアログ

カメラ登録画面

旧バージョンの録画サーバーにVB-C300
またはVB-C60を登録しようとしました。

カメラサーバーへの接続に関して問題が
発生しました。

カメラサーバーへの接続に関して不明な
問題が発生しました。

曜日を指定せずに[OK]ボタンを押しました。

録画モードのチェックボックスを選択せ
ずに[OK]ボタンを押しました。

無効な録画フレームレートを入力しまし
た。

イベント前時間に30秒を越える時間を設
定して[OK]ボタンを押しました。

カメラ登録画面で設定を保存している際
に問題が発生しました。

マスター録画サーバー以外の録画サー
バーを削除しようとしました。

ロケーションを削除しようとしました。

ゾーンを削除しようとしました。

カメラサーバーを削除しようとしました。

変更を保存せずにカメラ登録画面を閉じ
ようとしました。

設定を保存しようとしましたが、マス
ター録画サーバーの設定の保存に失敗し
ました。
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メッセージ 原因

マスター録画サーバーのホスト名が不正
です。ホスト名あるいはIPアドレスを確
認してください。

マスター録画サーバーのポート番号が不
正です。1～65535の番号を指定して
ください。

‘カメラサーバー名’に設定された全て
のスケジュールを削除します。 このま
ま続けるには「はい」を、中止する場合
は「いいえ」を選択してください。

イベントはありません。

1時間以内になるように開始時刻と終了
時刻を指定してください。

録画映像データを読み込めません。

複数のMPEG-4トラックが含まれてい
たため、‘時’時‘分’分‘秒’秒以降
の映像は保存できませんでした。

名前が指定されていません。設定内容を
確認してからもう一度試してください。

共有オートスイッチにはユーザーレイア
ウトを指定することができません。
以下のレイアウトを削除してから共有
オートスイッチを保存してください。

動き検知設定のフレームレートは‘fps’
から‘fps’の間で指定してください。

録画フレームレートは‘fps’から
‘fps’の間で指定してください。

この録画サーバー‘録画サーバー名’に
カメラサーバーの録画設定をすることは
できません。
‘通信エラーメッセージ-詳細’

マスター録画サー
バーに接続ダイアロ
グ、接続エラーダイ
アログ

カメラサーバー編集
ダイアログ

イベント検索ダイア
ログ

指定映像を保存ダイ
アログ

フォルダ名ダイアロ
グ

オートスイッチダイ
アログ

動き検知設定ダイア
ログ

週間または特定スケ
ジュール画面および
カメラサーバー追加
/編集ダイアログ

不正なホスト名/IPアドレスで接続しよう
としました。

不正なポート番号で接続しようとしまし
た。

カメラサーバーに登録されたカメラに変
更が生じた時にカメラサーバー編集ダイ
アログで[OK]を押しました。

イベント検索で表示するイベントは見つ
かりませんでした。

指定時間を1時間以上に設定しようとしま
した。

指定時間の録画映像を読み込めません。

[指定映像を保存]で２つ以上のMPEG-4
録画スケジュールにまたがる時間帯の録
画映像を保存しようとしました。

名前を入力せずにレイアウトフォルダを
追加しようとしました。

ユーザーオートスイッチを含むオートス
イッチを共有オートスイッチに変更しよ
うとしました。

動き検知のフレームレートに無効な値を
選択しました。

動き検知の録画フレームレートに無効な
値を選択しました。

週間または特定スケジュール画面を開い
た時、または録画スケジュール画面の録
画サーバーを変更した時に、録画サー
バーへの接続で問題が発生しました。あ
るいは、録画サーバーの追加/編集時に通
信エラーが発生しました。

各種メッセージ一覧
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各種メッセージ一覧

メッセージ 原因メッセージ 原因

現在使用中のレイアウトに上書きしま
す。よろしいですか？

‘レイアウト名’は、現在使用中のため
削除することができません。

以下のレイアウトを削除してもよろしい
ですか？‘レイアウト名’

以下のフォルダをレイアウトごと削除し
てもよろしいですか？‘レイアウト名’

オートスイッチを削除してもよろしいで
すか？

動作中のオートスイッチで使用している
ため削除できません。

オートスイッチで使用中のため上書きで
きません。

フォルダを作成できません。‘フォルダ
名’はすでに存在します。

レイアウト名を変更できません。‘レイ
アウト名’はすでに存在します。

レイアウトのフォルダ名を変更できませ
ん。‘フォルダ名’はすでに存在します。

同じ名前のレイアウトが既に登録されて
います。上書きしてよろしいですか？

同じ名前のレイアウトあるいはフォルダ
が既に登録されています。

オートスイッチで使用中のため削除でき
ません。

レイアウトとオート
スイッチの管理ダイ
アログ

レイアウトの移動先に同じ名前のレイア
ウトがあり、かつ現在使用中レイアウト
と同じ名前でした。

現在のレイアウトか、現在のレイアウト
やオートスイッチを含むフォルダを削除
しようとしました。

現在使用中ではないレイアウトを削除し
ようとしました。

レイアウトフォルダを削除しようとしま
した。

オートスイッチを削除しようとしました。

現在のオートスイッチで登録されている
レイアウトを削除しようとしました。

現在アクティブなオートスイッチで使用
しているレイアウトを変更あるいは上書
きしようとしました。

すでに使用されている名前で新規フォル
ダを作成しようとしました。

既に使用されている名前にレイアウト、
オートスイッチの名前を変更しようとし
ました。

既に使用されている名前にフォルダの名
前を変更しようとしました。

レイアウト、オートスイッチの移動先、
コピー先フォルダに、同じ名前のレイア
ウト、オートスイッチが存在しました。

レイアウト、オートスイッチの移動先、
コピー先フォルダに、同じ名前のフォル
ダが存在しました。あるいは、フォルダ
の移動先、コピー先フォルダに、同じ名
前のレイアウト、オートスイッチが存在
しました。

現在のオートスイッチを削除しようとし
ました。
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センサーイベント設
定ダイアログ

センサー設定ダイア
ログ

ビューワー設定画面

センサー‘センサー名’録画のフレーム
レートは‘fps’から‘fps’の間で指
定してください！

センサー‘センサー名’のイベント前録
画の上限は30秒です。

ビューワー設定の変更を保存しますか？

無効な録画フレームレートを入力しまし
た。

イベント前時間に30秒を越える時間を設
定して[OK]ボタンを押しました。

変更を保存せずにビューワー画面を閉じ
ようとしました。

メッセージ 原因
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各種メッセージ一覧

VK-64/VK-16録画エンジンログ

録画サーバーログファイル「nvr_re_log_<N>.txt」（<N>部分は0か1）に表示されるメッセージ一
覧です。このメッセージは録画サーバーの一部として動作する録画エンジン（Win32サービス）が
生成するものです。

Camera <camera>:
<x>/<y> frames
discarded due to busy
drive thread in last 1
minutes.

Camera <camera>:
<x>/<y> frames
discarded due to busy
frame queue in last 1
minutes.

Error resolving name for
POP server host:port
Error: <Winsockエラー
コード>: <Error
message>

Error connecting socket
for POP server host:port
Error: <Winsockエラー
コード>: <Error
message>

POP connection error: 0
POP response: <popレス
ポンス>

ディスクに対する書き込みリクエスト
のフレーム数が大量だったため、y枚
中ｘ枚分のフレームが破棄されまし
た。録画エンジンが現在の設定で、こ
の分量のタスクを処理するのは難しい
状況にあります。
このメッセージは、ディスク高負荷に
よる録画抜け発生時に記録されます。

未処理のフレームが大量にあったた
め、y枚中ｘ枚分のフレームが破棄さ
れました。おそらくCPUやハード
ディスクドライブが、データを受信す
るのと同様の速度でデータ処理を行う
ことができない状況のようです。
このメッセージは、動き検知やイベン
ト多発による録画抜け発生時に記録さ
れます。

Eメール送信の際、録画エンジンは
POPサーバーのホスト名の名前解決
をすることができませんでした。

Eメール送信の際、録画エンジンは
POPサーバーに接続できませんでし
た。

Eメール送信の際、POPサーバーに
接続した後で最初に送られるレスポン
スにエラーが発生しました。

以下の方法でシステムの負荷を減ら
してください。
1）一度に録画するデータ量を減ら

してください（解像度を落とす、
フレームレートを低くするな
ど）。

2）ハードディスクを新たに増設し
てください。

3）CPUをアップグレードする、メ
モリを増やす、既存のハード
ディスクの容量を増やす、など
の対策を行ってください。

以下の方法でシステムの負荷を減ら
してください。
1）一度に録画するデータ量を減ら

してください（解像度を落とす、
フレームレートを低くするな
ど）。

2）ハードディスクを新たに増設し
てください。

3）CPUをアップグレードする、メ
モリを増やす、既存のハード
ディスクの容量を増やす、など
の対策を行ってください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）を参照してください。

メッセージ 理由 対策
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POP user error: 0
POP response: <popレス
ポンス>

POP password error: 0
POP response: <popレス
ポンス>

Error resolving name for
SMTP server host:port
Error: <Winsockエラー
コード>: <Error
message>

Error connecting SMTP
to server host:port
Error: <Winsockエラー
コード>: <Error
message>

Error sending E-mail.
SMTP server log follows:
<SMTPエラーメッセージ>

NVR recording engine
stopping

NVR Recording Engine
startup complete. Log
level = (<log level>)

Unable to register a
drive for camera
<host>:<port>.

Ｅメール送信の際、POPサーバーに
入力したユーザー名で認証できません
でした。

Ｅメール送信の際、ＰＯＰサーバーに
入力したパスワードで認証できません
でした。

Ｅメール送信の際、録画エンジンはＳ
ＭＴＰサーバーのホスト名の名前解決
ができませんでした。

Eメール送信の際、録画エンジンはＳ
ＭＴＰサーバーに接続できませんでし
た。

SMTPサーバーとの通信エラーによ
り、録画エンジンはＥメールを送信で
きませんでした。詳細はＳＭＴＰサー
バーのログを確認してください。

録画エンジンが停止した場合は常に表
示されるメッセージです。

録画エンジンを開始した場合は常に表
示されるメッセージです。「ログレベ
ル」の数値は現在設定されているログ
のレベルを示しています（デフォルト
は1です）。

このカメラサーバーに設定された保存
先ドライブは削除されました。

入力したユーザー名が正しいか、録
画サーバー設定で確認してくださ
い。

入力したパスワードが正しいか、録
画サーバー設定で確認してくださ
い。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するSMTPエ
ラーコードを参照してください。

対策は必要ありません。

対策は必要ありません。

ビューワーの[設定画面]で、カメラ
サーバーの保存先ドライブを変更し
てください。
このメッセージが表示された場合に
カメラサーバーの保存先ドライブを
変更せずに放置すると、ビューワー
から録画サーバーに接続できなくな
ることがあります。接続できなく
なった場合は、録画サーバーを停止
させてから以下のファイルを
notepad等で開き、問題の発生する
ドライブの設定を削除してくださ
い。

メッセージ 理由 対策
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Error deleting old file
<windows error
message>.

Error writing frame for
camera <camera>:
<error message>

ERROR(timeout): socket
type=(IMAGE/EVENT/C
OMMAND),
cameraserver=(<host>:<
port>)

ERROR(connect):
socket
type=(IMAGE/EVENT/C
OMMAND),
cameraserver=(<host>:<
port>)
win32_error=(<Winsock
エラーコード>:<エラーメッ
セージ>)

ERROR(http): socket
type=(IMAGE/EVENT/C
OMMAND),
cameraserver=(<host>:<
port>)
http_status=(<HTTPエ
ラーコード>)

ファイルを削除する際にシステムエ
ラーが発生しました。おそらくこの
ファイルはアクセスエンジンか他のア
プリケーションで使用中だと思われま
す。録画映像の再生中などファイルを
使用中の場合、このエラーは正常です。

ハードディスクにデータを書き込むこ
とができません。

指定されたカメラサーバーからのレス
ポンスを待っている間にタイムアウト
になりました。通常、カメラサーバー
がオフラインになっている場合に発生
します。
IMAGE == 画像取得処理
EVENT == GetNoticeによるカメラ
サーバー状態取得処理
COMMAND == カメラサーバー操作
/設定変更コマンド処理

指定されたカメラサーバーへの接続が
エラーとなりました。
IMAGE == 画像取得処理
EVENT == GetNoticeによるカメラ
サーバー状態取得処理
COMMAND == カメラサーバー操作
/設定変更コマンド処理
※「ERROR(WSAConnect)」も同

じです。

カメラサーバーに接続する際、HTTP
エラーが発生しました。
IMAGE == 画像取得処理
EVENT == GetNoticeによるカメラ
サーバー状態取得処理
COMMAND ==カメラサーバー操作
/設定変更コマンド処理

対策は必要ありません。

指定したドライブが読み取り専用に
なっていないか、確認してください。
また、このパス中のすべてのディレ
クトリに書き込みが可能であること
を確認してください。上記の理由で
ドライブが使用できない場合には、
このドライブに録画するカメラサー
バーがないようにしてください。
※PCの日付や時刻が過去に戻された
場合にも記録されます。この場合、
PCの日時が変更前に追い付けばエ
ラーは記録されなくなります。

カメラサーバーの電源が入っている
か、ネットワークに接続されている
か、を確認してください。「録画
サーバー設定」ツールでプロキシ
サーバーの設定がされている場合
は、プロキシサーバーが動作してい
ることも確認してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するHTTPエ
ラーコードを参照してください。

メッセージ 理由 対策
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Failed to write camera
configuration file

ERROR: Out of memory
-- please check
configuration of this PC

Camera <camera>
Effective recording rate
(y%->z%)

ERROR(http): socket
type=(Image),
cameraserver=(<host>:<
port>) http_status=400

Failed to start the
recording-mode stream
for camera {カメラのIPア
ドレス}

カメラサーバーの設定ファイルに上書
きできません。録画エンジンの起動以
降に行った設定の変更を保存すること
はできません。

未処理フレームが増え続けたためにシ
ステムのメモリの負荷が高くなり、録
画エンジン内でメモリ確保に失敗しま
した。あとわずかでアプリケーション
エラーが発生し、録画サーバー機能が
停止します。

録画エンジンの負荷が上がり(下がり)
続けたため、録画フレームレートを
y%からz%に変更しました。

画像取得時にHTTP400エラーが発
生しています。

複数の録画サーバーからVB-C60に
対して、録画ストリームの要求があり
ました。

VK-64/VK-16設定ディレクトリに
LocalSysytemアカウントに対する
書き込み権限があるかを確認してく
ださい。

以下の方法でシステムの負荷を減ら
してください。
1）一度に録画するデータ量を減ら

してください（解像度を落とす、
フレームレートを低くするな
ど）。

2）ハードディスクを増設してくだ
さい。

3）CPUをアップグレードする、メ
モリを増やす、既存のハード
ディスクの容量を増やす、など
の対策を行ってください。

特に対策は必要ありませんが、フ
レームレートの低下イベントを発生
させたくない場合は、以下の方法で
システムの負荷を減らしてくださ
い。
1）一度に録画するデータ量を減ら

してください（解像度を落とす、
フレームレートを低くするな
ど）。

2）ハードディスクを増設してくだ
さい。

3）CPUをアップグレードする、メ
モリを増やす、既存のハード
ディスクの容量を増やす、など
の対策を行ってください。

MPEGモードのSNC-P5, DF40N
に接続していると思われます。
JPEGモードに変更してください。
それ以外の場合は、「ログファイル
のエラーコード一覧」（→ P.281）
の対応するHTTPエラーコードを参
照してください。

録画ストリームの要求は1台のみで
行うように設定を変更してくださ
い。

メッセージ 理由 対策
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アクセスエンジンログ

録画サーバーログファイル「nvr_ae_log_<N>.txt」（<N>部分は0か1）に表示されるメッセージ
一覧です。このメッセージは録画サーバの一部として動作するアクセスエンジン（Win32サービス）
が生成するものです。

VK-64/VK-16ビューワーログ

VKビューワーログファイル「nvr_viewer_log_<N>.txt」（<N>部分は0か1）に表示されるメッ
セージ一覧です。

NVR Access Engine
startup complete. Log
level = <log level>

NVR Access Engine has
finished shutting down.

アクセスエンジンの起動が完了したこ
とを示しています。

アクセスエンジンの停止が完了しまし
た。

対策は必要ありません。

対策は必要ありません。

メッセージ 理由 対策

CHttpVbSetngThread:in
et error=<wininetエラー
コード>, winsock
error=<Winsock エラー
コード>, count=
<発生回数>

vbc_HttpCommand:inet
error=<wininetエラーコー
ド>, winsock
error=<Winsock エラー
コード>, count=
<発生回数>

カメラサーバーと通信を行っている際
にネットワークエラーが発生しました
(設定プロトコルでの通信で問題が発
生した場合に記録されます)。

カメラサーバーと通信を行っている際
にネットワークエラーが発生しました
(WV-HTTPプロトコルでの通信で問
題が発生した場合に記録されます)。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

「ログファイルのエラーコード一覧」
（→ P.281）の対応するWinsock
エラーコードを参照してください。

メッセージ 理由 対策
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各種メッセージ一覧

ログの保存先

●録画サーバーのログは、録画サーバーをインストールしたPCの下記フォルダに保存されます。
<システムドライブ>： ¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Canon

¥WebView¥NVR¥logs¥

●録画サーバーが使用するApacheのログは、インストール先の下記フォルダに保存されます。
<録画サーバーのインストール先>：¥websrvr¥logs¥

●ビューワーのログは、ビューワーをインストールしたPCの下記フォルダに保存されます。
<システムドライブ>： ¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Canon

¥WebView¥NVR¥logs¥

ログファイルのエラーコード一覧

● Winsockエラーコードの一覧

10038

10048

10050

10051

10054

An operation was attempted on
something that is not a socket.

Only one usage of each socket
address (protocol/network
address/port) is normally permitted.

A socket operation encountered a
dead network.

A socket operation was attempted to
an unreachable network.

An existing connection was forcibly
closed by the remote host.

まれに記録されることがありますが、対処の
必要はありません。

通信用のリソースがすべて使用されている状
況です。ビューワーのオートスイッチで黒画
面問題が発生した場合に頻発します。

PCに最も近いルーターやHUBの電源がオフ
になっているなどでネットワークが使用でき
ない状況を、PCが認識できた場合に発生しま
す。通常は認識できない場合が多いため、こ
のエラーが報告されるケースはほとんどあり
ません。

ルーターやHUBの電源がオフになっているな
どでネットワークが使用できない状況を、他
のネットワーク機器が認識できている場合に
発生します。通常は認識できない場合が多い
ため、このエラーが報告されるケースはほと
んどありません。

カメラサーバーが再起動した、などの理由で
カメラサーバー側から切断されました。カメ
ラサーバーを設定ページの再起動ボタンなど
でソフト的に再起動させると発生することが
あります。ただし、発生確率はかなり低いも
のです。

コード エラーメッセージ 想定される原因
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各種メッセージ一覧

10060

10061

10064

10065

10091

11001

11004

A connection attempt failed because
the connected party did not properly
respond after a period of time, or
established connection failed
because connected host has failed to
respond.

No connection could be made
because the target machine actively
refused it.

A socket operation failed because the
destination host was down.

A socket operation was attempted to
an unreachable host.

WSAStartup cannot function at this
time because the underlying system
it uses to provide network services is
currently unavailable.

No such host is known.

The requested name is valid, but no
data of the requested type was found.

カメラサーバーとのTCP接続がタイムアウト
しました(カメラサーバーの電源がオフの場合
などに発生します)。

カメラサーバーがTCP接続を拒否しました
(ポート番号の指定が間違っている場合などに
発生)。

カメラサーバーの電源がオフの場合に記録さ
れます(通常は10060が発生します)。

カメラサーバーに接続する経路が存在しませ
ん(PCに接続されているネットワークケーブ
ルやHUB等に不具合がある場合にも発生する
ことがあります)。

PCのネットワークボードに不具合がありま
す。

DNS等でのホスト名解決に失敗しました。

DNS等でのホスト名解決に失敗しました
(2003では11001ではなく11004になる
ことがあります)。

コード エラーメッセージ 想定される原因

421

450

451

502

550

<domain> Service not available,
closing transmission channel

Requested mail action not taken:
mailbox unavailable

Requested action aborted: local error
in processing

Command not implemented

Requested action not taken: mailbox
unavailable

メールサーバが停止したことにより通信が終
了しました。

メールボックスが利用できないため、要求さ
れたメール処理は実行されませんでした。

メールサーバーでエラーが発生したため、リ
クエストは実行が中止されました。

メールサーバーが送信されたコマンドに対応
していません。

メールボックスが利用できないため、リクエ
ストは実行されませんでした。

コード エラーメッセージ 想定される原因

● SMTPエラーコードの一覧
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各種メッセージ一覧

400

401

403

500

502

503

504

Bad Request

Unauthorized

Forbidden

Internal Server Error

Bad Gateway

Service Unavailable

Gateway Time-out

Sonyカメラ使用時に4台以上の録画サーバー
が接続した場合。カメラサーバーの動作モー
ドがmpeg4の場合に記録されます。

カメラサーバー接続時のユーザ認証かパス
ワードが誤っています。

カメラサーバー側のIPアドレス制限により接
続できない場合(プロキシサーバーが返す場合
もあります。)に記録されます。

HTTPサーバーは起動しているが、webview
サーバーが起動していない状況で発生します。
正常動作時もカメラサーバーを再起動すると
記録されることがあります。

プロキシサーバーがHTTP 502エラーを返し
た場合(プロキシサーバーが上位のプロキシか
らエラーを受信した場合など)に記録されます。

HTTPサーバーは起動しているが、webview
サーバーが起動していない状況で発生します。
プロキシサーバーがHTTP 503エラーを返し
た場合(プロキシサーバーがカメラサーバーへ
の接続に失敗した場合など)に記録されます。

プロキシサーバーがHTTP 504エラーを返
した場合(プロキシサーバーが上位のプロキシ
からのリプライを受信できなかったなど)に記
録されます。

コード エラーメッセージ 想定される原因

● HTTPエラーコードの一覧



284

各種メッセージ一覧

12002

12005

12007

12017

12029

12030

12031

The request has timed out.

The URL is invalid.

The server name could not be
resolved.

The operation was canceled, usually
because the handle on which the
request was operating was closed
before the operation completed.

The attempt to connect to the server
failed.

The connection with the server has
been terminated.

The connection with the server has
been reset.

リクエストがタイムアウトしました。接続に
失敗したか、リクエストの送信に失敗したこ
とを意味します。

URLが正しくありません(通常は発生しませ
んが、サポート外のカメラサーバーに接続し
ようとした場合などに発生する可能性があり
ます)。

ホスト名の名前解決に失敗しました(DNSに
登録されていないホスト名を指定した場合や、
DNSそのものとの通信に問題が発生した場合
のエラーです)。

通信がキャンセルされました(このエラーはト
ラブルではなく、正常動作時にも記録される
可能性があります)。

カメラサーバーへの接続に失敗しました(通常
は12002が記録されます)。

カメラサーバーへの接続が切断されました(切
断処理自体は正常に実行された場合に記録さ
れます)。

カメラサーバーへの接続が強制的に切断され
ました。

コード エラーメッセージ 想定される原因

● wininetエラーコードの一覧

ERR never heard of mailbox name

ERR invalid password

ERR unable to lock maildrop

メールアドレスが誤っています。

パスワードが誤っています。

メールボックスが使用できません(すでに他の
プログラムによって使用されています)。

エラーメッセージ 想定される原因

● POPエラーコードの一覧
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イベントの種類 表示メッセージ

各種メッセージ一覧

録画エンジン起動/停止

ユーザーのログオン

センサー

動き検知

録画の開始/終了

録画設定の開始/終了

手動録画およびカスタムトリガー

ディスクの通知空き容量

容量不足による削除の開始/終了

容量不足による録画の停止/再開

カメラサーバーへの接続エラー

開始（on）/停止（off）
録画エンジン｛状態｝

on
ユーザー｛ユーザー名｝ログオン

on/off
センサー｛センサー名｝が｛状態｝

on/off
動き検知が｛状態｝

開始（on）/停止（off）
録画を停止
または
録画開始. イベント前
録画（設定時間）
（秒）

作成（on）/閉じる（off）
録画設定｛番号｝｛状態｝

開始（on）/停止（off）
手動録画の場合：
ユーザー（｛ユーザー名｝）が手動録画を｛状態｝
カスタム録画の場合：
（トリガーしたクライアントが提供するカスタムテキスト）

通知（on）/回復（off）
｛ドライブ｝ドライブのディスク容量低下：｛状態｝

開始（on）/停止（off）
ディスクの空き容量低下による｛ドライブ｝
ドライブのファイル削除：｛状態｝

開始（on）/停止（off）
ディスクの空き容量低下による｛ドライブ｝
ドライブの録画の一時待機：｛状態｝

エラー発生（on）/回復（off）
ホスト（{カメラサーバードレス}：{ポート}）への接続：
｛状態｝

VKイベント情報
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イベントの種類 表示メッセージ

エラー番号：エラー説明 原因

各種メッセージ一覧

録画の継続

録画フレームレートの変更

録画の継続

実効録画レート（{変更前録画率} → {変更後録画率} %）
「録画率」とは、受信した画像のうち実際に録画される割
合です。100%ならすべての受信画像が録画されますが、
50%なら2フレームにつき1フレームが録画されることに
なります。

10048：ソケット使用不可

10050：ネットワークダウン

10051：ネットワーク到達不可

10054：カメラサーバーからの強制切断

10060：接続タイムアウト

10061：カメラサーバー接続拒否

10064：カメラサーバー電源オフ

10065：カメラサーバー到達不可

10091：ネットワークボード不良

11001：ホスト名不明

11004：ホスト名不明

空文字列

HT401：アカウント制限

大量のTCP接続がPCで使用され、通信のためのソケット
が生成できませんでした。

ネットワークがダウンしています（PCに近いHUBやルー
タに不具合が発生している場合など）。

カメラサーバー側に近いHUBやルータに不具合が発生し
ています。

カメラサーバー側が再起動したなどでTCP接続が切断され
ました。

カメラサーバーとのTCP 接続がタイムアウトしました
（カメラサーバーが電源オフの場合などに発生します）。

カメラサーバーがTCP接続を拒否しました（ポート番号の
指定があやまっている場合などに発生します）。

カメラサーバーの電源がオフです（ただし、通常は
10060が多く発生します）。

カメラサーバーに接続する経路が存在しません（PCに接
続されているネットワークケーブルやHUB等に不具合が
ある場合にも発生することがあります）。

PCのネットワークボードに不具合があります。

DNS等でのホスト名解決に失敗しました。

DNS等でのホスト名解決に失敗しました（2003では
11001ではなく11004になることがあります）。

その他のWinsockエラー

カメラサーバー接続時のユーザー認証かパスワードが正し
くありません。オン/オフイベントではないことに注意し
てください。
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各種メッセージ一覧

エラー番号：エラー説明 原因

HT403： IP アドレス制限

HT502：Bad Gateway 502

HT503：Service unavailable 503

HT504：Gateway Timeout 504

WV407：録画ストリーム無効設定

WV408：録画ストリーム接続数超過

カメラサーバー側のIPアドレス制限により接続できませ
ん。

プロキシサーバーがHTTP502エラーを返しました（プロ
キシサーバーが上位のプロキシからエラーを受信した場合
など）。

プロキシサーバーがHTTP503エラーを返しました（プロ
キシサーバーがカメラサーバーへの接続に失敗した場合な
ど）。

プロキシサーバーがHTTP504エラーを返しました（プロ
キシサーバーが上位のプロキシからのリプライを受信でき
なかった場合など）。

録画ストリーム設定で以下の設定をした。
a) 10fps以上のJPEG録画　b) MPEG-4録画
c) VB-C60側でイメージアップロード機能がオンの場合

すでに録画用ストリームで接続している時、さらに録画用
ストリーム要求があった。
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カメラサーバーの制御権
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下図は、カメラサーバーの制御権の優先順位を示したものです。

VK-64/VK-16で録画位置を指定している場合は、VB-C60ビューワー（一般ユーザー）/NC
ビューワー/PC用ビューワ－/Java用ビューワーでは、カメラサーバーの操作はできません。

アプリケーション

パノラマ作成ツール

WebView管理者ビューワー/NCビューワー（管理者）/VB-C60管理者ビューワー

動き検知設定ツール（VB-C60/VB-C50iシリーズ VB管理ツール）

VB-C60管理者ビューワー（登録ユーザー）

VK-64/VK-16録画サーバー（センサー録画でプリセットを指定した場合）

動き検知モジュール（VB-C60/VB-C50シリーズ）

VK-64/VK-16設定画面でのカメラサーバーの操作

VK-64/VK-16ビューワー（ビューワー内でカメラサーバーの操作を行った場合）

VK-64/VK-16録画サーバー（録画位置を指定した場合）VKプリセット巡回

VB-C60ビューワー（一般ユーザー）、NCビューワー（許可ユーザー）、
PC用ビューワー/Java用ビューワー（VB-C50iシリーズ）

VB-C60、VB-C50プリセット巡回

強

弱
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ハードディスクの寿命

ハードディスクは物理的に動作する記憶装置であるため、寿命があり、消耗品といえます。SCSIの
ハードディスクで構成されたRAIDシステムの平均的な寿命は、3年であるといわれています。ただ
し、この寿命は一般のファイルサーバーや業務サーバーなどを想定したものです。VK-64/VK-16
のシステムでは一般的なファイルサーバーと比較すると、ディスクの故障率は高まります。VK-
64/VK-16の場合はハードディスクの寿命を一般的なファイルサーバーの約半分（1年半）と想定
すれば安心です。

このことからVK-64/VK-16のシステムを構築する場合にはRAID構成に必ずホットスペア（通電
状態の予備のハードディスク）を準備するのが理想的です。

RAID再構成に関して

RAID1、RAID5を構成しているハードディスクが故障した場合、その他のハードディスクが壊れる
前に、そのハードディスクを交換すれば、故障する前の状態に戻すことができます｡

交換後、本来そのハードディスクにあったデータを元どおりに戻すことをリビルド（再構築する）
といいます。

RAID再構成中は、ディスクシステムの性能が低下するため、録画エラーが発生する可能性がありま
す。

● RAIDのリビルド時間

RAIDを構成しているハードディスクに障害が発生した際にホットスペアまたは新品のハードディス
クに交換する場合のリビルド時間の目安は次の通りです。

●リビルドの単位時間の目安は、SCSIのRAIDカードで何も入出力が行われていない状態で、1GB
当たりおよそ1分かかります。

●SCSI300GBのハードディスクを4台で構成している場合、1200GBとなり、入出力が一切発
生しない条件で1200分=20時間のリビルド時間が必要になります。

●一切入出力がない状態で20時間かかるのであれば、VK-64/VK-16のように常時入出力が発生
する条件でのリビルドは約2倍かかることが想定されます。そのため、録画を停止せずにリビル
ドを行う場合は約40時間が必要になります。

●単に時間がかかるだけであれば問題にはなりませんが、リビルドに時間がかかっている間に2台
目、3台目と、ハードディスクの故障が連鎖する可能性があります。リビルド中に別のハード
ディスクが故障すると、今あるすべてのデータを失うことになります。このため、リビルドには
できるだけ時間をかけないことが望ましいのです。
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● リビルド時間を短縮するための構成

前項で説明したようにリビルド時間はできる限り少なくすることが重要になりますが、実際には次
のようにハードディスクを構成することでリビルド時間を少なくすることができます。

300GB×3台＋ホットスペアで900GBの1構成を作るより、146GB×3台＋ホットスペアを2構
成で作る方が、リビルド時間が少なく済むため、リスクが少なくなります。

● リビルド時の対策

リビルド中のPCへの負荷を軽減し、リビルド時間を短縮するには、次のような対策も考えられます。

●録画サーバープログラムを停止してリビルドを行う。

●リビルド中は一時的に録画フレームレートを下げる。

● RAID構成情報の整合性チェック時の注意点

ハードディスクの安定運用のためには、定期的なRAID構成情報の整合性チェックが必要です。特に
リビルド時の不整合データ防止に効果があります。ただし、RAID構成情報の整合性チェックはリビ
ルドと同様、PCへの負荷が長時間かかることになります。

RAID構成情報の整合性チェック時にも、リビルド時と同様のハードディスクの構成にすることや、
PCへの負荷を軽減する対策が有効になります。「リビルド時の対策」を参照してください。



本ソフトウェアのバージョンの確認方法について説明します。

録画サーバー設定ツール

1. [録画サーバー設定]ダイアログを表示させます。

2. ダイアログのタイトルバーで右クリック→[バージョン情報]をクリックします。

3. 表示されたダイアログでソフトウェアのバージョンを確認します。

VKビューワー

1. VKビューワーを起動します。

2. [ヘルプ]メニュー→[バージョン情報]をクリックします。

3. 表示されたダイアログでソフトウェアのバージョンを確認します。

バージョンの確認方法
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MPEG-4に関する制限事項

VB-C60では、JPEG形式の映像のほかにMPEG-4形式の映像を扱うことができます。

ただし、以下の制限があります。

● ライブ表示

●以下の映像ウィンドウの設定は無効となり、カメラ側に設定されているフレームレートが有効と
なります。

・最大フレームレート

・フレームレートを自動調整する

●音声と画像の同期は保証されません。

●MPEG-4の映像ウィンドウを21以上表示しようとすると、メッセージが表示されます。

● 録画

●以下の録画のフレームレートは設定できません（カメラ側に設定されているフレームレートが有
効となります）。

・常時録画

・動き検知録画

・センサー録画

●録画サーバー設定ツールの「高負荷時に録画フレームレートを低下させる」の設定は無効となり
ます。

●「今すぐ録画」はJPEG形式のみに対応しており、MPEG-4形式では録画できません。

● 再生

●MPEG-4形式の録画再生では、以下の操作を行うことができますが、巻き戻しとコマ戻しはでき
ません。

・タイムライン上での時刻指定再生

・ライブイベント表示ウィンドウやイベント検索ウィンドウからの再生開始

・一時停止、早送り、コマ送り、前のイベント、次のイベント

●MPEG-4形式で録画していたスケジュールをJPEG形式の録画に切り替えた場合、JPEG形式の
時間帯から巻き戻し再生でMPEG-4形式の時間帯に入ると、巻き戻し再生は継続しますが映像は
表示されず、「録画映像はありません。」というエラーが表示されます。

●複数の録画スケジュールにまたがる時間帯の録画映像を保存しようとした場合は、古い録画のス
ケジュールで録画された映像だけが保存されます。

●本ソフトで録画したMPEG-4形式の映像は、本ソフト以外では再生できません。
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お問い合わせ先 
 

製品に関するお問い合わせは、お客様相談センターをご利用ください。 

キヤノンお客様相談センター 
ネットワークカメラ／モニタリング機器 

050-555-90074 
【受付時間】 
＜平　　日＞　9：00～17：00（但し、12：00～13：00除く） 
　　　　　　（土・日、祝日及び年末年始弊社休業日は休ませていただきます） 
※上記番号をご利用いただけない方は、043-211-9622をご利用ください。 
※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 
※IP電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってはつながらない場
合があります。 
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